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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　　　　０　プロローグ




　窓まどからの日ひ差ざしが、部へ屋やをてらす。

　勉べん強きょう机づくえの前まえにすわって、白しら里さと奏かなでは小ちいさくうなっていた。

「ん～～、次つぎはレッドに、どれをたのもうかなぁ」

　奏かなでの手てにあるのは、１枚まいのＡ４用よう紙し。

　そこには、さまざまな美び術じゅつ品ひんの名な前まえと──

　表おもてには知しられていない所しょ有ゆう者しゃと、保ほ管かん場ば所しょがリストになっている。

　そう。

　リストに書かかれている美び術じゅつ品ひんは、すべて、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの家いえ──有あり馬ま家けから盗ぬすまれたものだ。

「このあいだは壺つぼだったし、今こん度どは小ちいさめのものがいいかな……。あっ、このネックレス、おばあちゃんが気きに入いってたやつだ」

　そのとたん、奏かなでの胸むねがずきん、と痛いたむ。

　大だい好すきなおばあちゃんが、大たい切せつにしていたネックレス。

　ときどき取とり出だしては、ていねいに手て入いれをして、うれしそうにながめていた。

　ながめるだけでなく、よく身みにつけていたっけ。

　どんなに高こう価かなものでも、使つかってあげなければ、大たい切せつにしてるとは言いえないんだって、言いっていたな……。

　奏かなでがキュッとくちびるを、かみしめる。

　でも、それも一いっ瞬しゅん。

「──よし！　これに決きめた」

　力ちから強づよくうなずくと、イスから立たち上あがる。

「ふんふ～ふ～ん……」

　鼻はな歌うたまじりに、ノートパソコンを持もってくる。

「え～と、怪かい盗とうレッドのメールアドレスは……と」

　頭あたまの横よこを、トントンと指ゆびでたたいて、思おもい出だす。

　メモを残のこして、万まんが一いちにもだれかに見みられたりしないように、メールアドレスは頭あたまの中なかだけで覚おぼえてある。

　考かんがえてあった文ぶん面めんを書かきあげると、何なん度ども読よみ直なおしてから「送そう信しん」ボタンをクリックする。

「これでよし、と」

　メールを送おくり終おえて、ふぅ～、と奏かなでは大おおきく息いきをつく。

　思おもったより、レッドと連れん絡らくをとることに、緊きん張ちょうしていたみたいだ。

　奏かなでは、電でん源げんを落おとしたパソコンの上うえに手てをそえる。

「……お願ねがいしますね、レッド」

　さっきまでの楽たのしげな雰ふん囲い気きが消きえて、真しん剣けんな、祈いのるような表ひょう情じょうに変かわっていた。

　奏かなではもう一いち度ど、美び術じゅつ品ひんの書かかれた紙かみに、目めをむける。

　有あり馬ま家けから盗ぬすまれた美び術じゅつ品ひんリスト。

　その最さい後ごには手て書がきで署しょ名めいがそえられていた。

　──Ladroラドロ、と。







　　　　１　実み咲さきの初はつ仕し事ごと




「……アス……せん…………」

　ううん……。

　なんか呼よばれてるような……。

「………………アスカ先せん輩ぱいってば！」

　今こん度どは声こえがはっきりきこえて、わたしはびっくりして、顔かおを上あげる。

　え～と、今いまは……。

　……そうだ、朝あさのホームルーム前まえ！

　教きょう室しつは、クラスメイトのおしゃべりで、ざわめいている。

　どうやら、自じ分ぶんの机つくえで、うたた寝ねをしてたみたい。

「あれ？　奏かなでじゃん。いつの間まにきたの？」

　わたしは、目めの前まえに立たつ奏かなでに、首くびをかしげる。

「いつの間まに、じゃないですよぉ。さっきから呼よんでたのに。ずいぶん、おつかれみたいですね？」

　奏かなでがわたしの顔かおをのぞきこんでくる。

　奏かなではこの春はるに入にゅう学がくしてきた、後こう輩はいの１年ねん生せい。

　目めが大おおきくぱっちりとして、髪かみは両りょうサイドで２つに結むすんでいて、かわいらしい。

　小しょう動どう物ぶつを思おもわせる小ちいさな体からだからは、元げん気きいっぱいな雰ふん囲い気きが、あふれてる。

　そして実じっ際さい、わたしに匹ひっ敵てきするくらいの運うん動どう神しん経けいの持もち主ぬしなんだ。

　しかも奏かなでは、あの有ゆう名めいな高こう校こう生せい探たん偵てい──白しら里さと響ひびきの妹いもうとなんだよね。

「はははっ、ええっと、昨日きのうの夜よる、マンガ読よんでたら止とまらなくなっちゃって……ちょっと寝ね不ぶ足そくかも」

　わたしは、笑わらってごまかす。

　本ほん当とうは、昨さく夜や（というか今日きょうだけど）レッドの仕し事ごとをしてたせいで寝ね不ぶ足そくなんだけど、そんなこと言いえないし。

「そうなんですか。気きをつけてくださいね。……ところでアスカ先せん輩ぱい、今こん週しゅう末まつのアレ、先せん輩ぱいも参さん加かしますよねっ!?」

　奏かなでが目めを輝かがやかせて乗のりだしてくる。

　へ？　今こん週しゅう末まつ？

　なんか予よ定ていがあったっけ？

「えええっ！　なに言いってるんですか！」

　奏かなでが、おどろいた声こえを上あげる。

　えっ、そんなにおどろくことなの？

「１～２年ねん生せいの交こう流りゅう会かいイベントのことですよっ！」

　交こう流りゅう会かいイベント？

　……ぜんぜん、記き憶おくにない。

「おはよう、アスカ。それに白しら里さとさんも。どうしたの？」

　実み咲さきが、わたしたちのほうにやってくるところだった。

　今朝けさもきっと、生せい徒と会かいの仕し事ごとを終おわらせてきたんだろう。

　生せい徒と会かい長ちょうになってから、実み咲さきは朝あさの授じゅ業ぎょう前まえ、昼ひる休やすみ、放ほう課か後ごと、ずっといそがしそうにしてるんだよね。

　ほんと、生せい徒と会かい長ちょうって大たい変へんみたい。

「あっ、実み咲さき会かい長ちょう！　いいところに！」

　奏かなでが実み咲さきを見みつけて、うれしそうに笑え顔がおになる。

　いつのまにか、２人ふたりはなかよくなっていて、奏かなでは「実み咲さき会かい長ちょう」なんて、名な前まえで呼よんでいる。

　実み咲さきによると、いろいろと奏かなでに注ちゅう意いすることが多おおくて、いつのまにか、そう呼よばれるようになったんだって。

　なんだか、去きょ年ねんのわたしと詩し織おり先せん輩ぱいを、思おもい出ださないでもないけど……。

「ひどいんですよ。アスカ先せん輩ぱい、交こう流りゅう会かいイベントのこと、知しらないって！」

「……本ほん当とうに？」

　実み咲さきがジロリとわたしを見みる。

　うっ……。

　も、もしかして、知しってなくちゃいけなかった？

「はあぁ……。まあ、そんな気きはしてたけど。今こん週しゅう末まつの土ど日にちにやる生せい徒と会かい主しゅ催さいの学がっ校こうイベントだよ。１～２年ねん生せいの有ゆう志し合ごう同どうでやるの」

　実み咲さきは、ため息いきをつくと説せつ明めいしてくれる。

「入にゅう学がくしてまもない１年ねん生せいに学がっ校こうになれてもらうためと、１～２年ねん生せいの交こう流りゅうをめざして、有ゆう志しで学がっ校こうに１日にち泊とまりこみの合がっ宿しゅくをするの」

　へえ～。

　あれ？　そんなイベント、去きょ年ねんもあったっけ？

「ううん、今こ年としから。わたしが生せい徒と会かい長ちょうとして提てい案あんしたの」

　じゃあ、実み咲さきのアイディアでの、初はつ企き画かくなんだ。

「そう……なるかな」

　実み咲さきは、ちょっとてれくさそうに、ほほえむ。

「今こん週しゅう末まつは土ど日にち月げつの３連れん休きゅうだから、土ど日にちをイベントにつかっても、１日にちは休やすめるでしょ」

　なるほど。

　たしかに、休やすみも全ぜん部ぶ学がっ校こうですごすのだと、ちょっと気きが重おもい人ひとも、いるかもしれないもんね。

「でも、やっぱりそんなイベント、わたし知しらないんだけど……」

　わたしは、首くびをひねる。

「ちゃんと言いったよ、アスカ。ＧゴールデンＷウイーク前まえで、なんだかうわの空そらだったけど」

　実み咲さきが、あきれ顔がおで言いう。

　あっ……。

　わたしの頭あたまに、ふと思おもい浮うかぶ。

　ちょうどそのころって、レッドでいろいろあって、うわの空そらだったかも。

「あの～～～～～実み咲さき？」

「なに？」

　実み咲さきは、ちょっとご機き嫌げんななめな顔かおをしてる。

　それはそうだよね。

　すっぱりわたしが聞ききのがしてたんだし。

「……ごめん……そのイベント、まだ参さん加かできたり……する？」

[image: ]

　わたしは、おそるおそる実み咲さきにたずねる。

　実み咲さきは、むずかしい顔かおをしていたかと思おもったら、とつぜんクスッと笑わらう。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。今日きょうまで参さん加か受うけ付つけしてるから」

　ほんと!?

「じゃあ、参さん加かする！　……あ、ケイも行いくよね」

　ケイが、巻まきこむな、という顔かおをしてるけど、気きづかないふりをする。

　だって、こういうのって、おおぜいで参さん加かしたほうが、絶ぜっ対たい楽たのしいし。

　……って、うわっ！

「やったぁ、アスカ先せん輩ぱいっ！」

　奏かなでが、わたしに抱だきついてきて、その場ばで倒たおれそうになるのを、あわててこらえる。

「それじゃ、今こん週しゅう末まつはいっしょにいられますね！」

　奏かなでは、満まん面めんの笑えみをうかべてる。

「もう！　いきなり抱だきついたらあぶないってば」

　わたしは、奏かなでの頭あたまをポンポンとたたく。

「あ、ごめんなさいっ！」

　奏かなでも気きづいて、パッとすばやくはなれる。

　でも、奏かなでがうれしそうなのも、わかるけどね。

　１～２年ねん生せいだけで泊とまりがけで交こう流りゅう会かいなんて、話はなしをきくだけでも、楽たのしそうだよね！

　週しゅう末まつが待まち遠どおしく、なってきちゃった！







　　　　２　次つぎのターゲット




「ただいま～」

　学がっ校こうから家いえに帰かえると、わたしはリビングにむかう。

　放ほう課か後ごの演えん劇げき部ぶに参さん加かしてたら、けっこうおそくなっちゃった。

　水み夏なつが副ふく部ぶ長ちょうになって、はりきってるんだよね。

　おかげで、発はっ声せい練れん習しゅうや体たい力りょくづくりの基き礎そトレーニングと、今日きょうもみっちりと練れん習しゅうで、１年ねん生せい部ぶ員いんは、くたくたになってたけど。

「……そっか。だれもいないんだっけ」

　リビングは、ガランとしてる。

　お父とうさんは仕し事ごとにもう行いっただろうし、圭けい一いち郎ろうおじさんも帰かえってくるのは、夜よるおそくだ。

　だけど……。

　リビングから出でて、自じ分ぶんの部へ屋やのドアを開あける。

　──やっぱりいた。

　部へ屋やのすみにおかれた机つくえの前まえに、ケイがすわっていた。

　あいかわらず、気け配はいがないというか……。

　ケイが作さ業ぎょうに集しゅう中ちゅうしてると、いっしょの部へ屋やにいても、いるのを忘わすれるときがあるもんね。

　まったく、置おき物ものじゃないんだから、もうちょっと存そん在ざい感かんをだしてほしいよ。

「…………帰かえってきたか、アスカ」

　めずらしく、ケイはイスを少すこし動うごかして、わたしのほうをむく。

　いつもは、わたしが部へ屋やに入はいってきたのなんて、気きにもとめずに作さ業ぎょうをつづけてるんだけど……。

　まるで、わたしの帰かえりを、待まってたみたい。

「どうかしたの、ケイ？」

　わたしはカバンをおいて、ケイにきく。

「……白しら里さと奏かなでからレッドあてに、メールが届とどいた」

　えっ、奏かなでから!?

　わたしはびっくりして、飛とびつくように、ケイのそばに行いく。

　パソコンをのぞくと、メール画が面めんがうつしだされていた。

「Fromフロム　白しら里さと奏かなで　　Toトゥ　怪かい盗とうレッド」と表ひょう示じされてる。

　ど、どうして奏かなでから……？

　いや。それより先さきになにが書かかれてるのか、読よまなくちゃ！

　わたしは、奏かなでからのメールの文ぶん章しょうに、目めを走はしらせる。





こんにちは、怪かい盗とうレッド。

最さい近きん、テレビのニュースでお仕し事ごとの様よう子すを見みましたよ。

お元げん気きそうでなによりです。

今こん回かい、連れん絡らくしたのは、次つぎのターゲットが決きまったからです。

次つぎのターゲットはネックレスです。

壺つぼよりは盗ぬすみやすそうでしょ？

場ば所しょは……






　つづけて、盗ぬすみだすのに必ひつ要ような情じょう報ほう、ネックレスが今いまある場ば所しょが書かかれてある。

　前まえのとき、ケイが言いってたっけ。

　きっと、また奏かなでからターゲットの指し定ていがあるだろうって。

「それにしても、なんでケイのメールアドレスを、奏かなでが知しってるの!?」

　わたしは、後あとまわしにした疑ぎ問もんを、ケイにきく。

「ぼくの、というわけじゃない。以い前ぜん、連れん絡らくをとってきたときに、このメールアドレスを怪かい盗とうレッドのアドレスとして、教おしえておいたんだ。連れん絡らくをとるたびに、いちいち、白しら里さと奏かなでに待まち伏ぶせされていたら、レッドの仕し事ごとの邪じゃ魔まになる」

　それもそっか……。

　あのとき、奏かなでは寝ね不ぶ足そくになってまで、毎まい晩ばん、レッドを追おいかけてたんだもんね。

　奏かなでのためにも、そんなことを、またさせたくないし。

「このメールアドレスは、海かい外がいサーバを何なん度ども経けい由ゆさせているから、さぐられる心しん配ぱいはない」

　うん、そのあたりは心しん配ぱいしてない。

　だって、ケイのすることだし。

「その、ネックレスの今いまの持もち主ぬしだけど……」

「とある富ふ豪ごうだ。ただ、有あり馬ま家けから盗ぬすみだされてから、何なん回かいか持もち主ぬしが替かわっているから、盗とう品ひんとは気きづいていないかもしれない」

　そうなんだ。

　だとしても、盗とう品ひんであることにはちがいない。

　……あれ？

　奏かなでのメールって、今日きょうきたばかりなんだよね。

　なんで、そんなことまで知しってるの。

「いや。このネックレスは、以い前ぜんからレッドのターゲットとして調ちょう査さしていた。だから、少すこし追つい加か調ちょう査さをするだけで、必ひつ要ような情じょう報ほうはだいたいそろった」

　なるほどね。

「ただ……気きになることがある」

　ケイが、難むずかしい顔かおをする。

　気きになるって、なにが？

「白しら里さと奏かなでが、どうやってこのネックレスのありかの情じょう報ほうにたどりついたか、だ」

「そう言いわれてみれば……どうやって、知しったんだろう？」

　ケイと同おなじ中ちゅう学がく生せいって言いっても、ケイは怪かい盗とうレッドの情じょう報ほう収しゅう集しゅう役やくだもん。

　ふつうの子こどもじゃない。

　わたしは、首くびをかしげる。

「……可か能のう性せいはいくつかあるが……今いま、考かんがえても結けつ論ろんはでないか。それで、どうするアスカ」

「どうするって……奏かなでのターゲット指し定ていを、受うけるかってこと？」

　ケイがだまって、うなずく。

　う～ん……と、わたしはうなる。

「奏かなでのいうとおりに動うごくっていうのも、どうかと思おもうけど……」

　本ほん当とうはよくない。

　怪かい盗とうレッドは、あくまでも神しん出しゅつ鬼き没ぼつな正せい義ぎの怪かい盗とうだよね。

　だれかの指し示じを受うけて動うごくんじゃ、ちがうってことはわかる。

　でも……。

　ちらりと、ケイの顔かおをうかがう。

「……でも、動うごきたいんだろう」

　ケイが、見みすかしたように言いってくる。

「さすがケイ！　わかってる」

　わたしは、ケイに笑え顔がおをむける。

　ケイはそんなわたしを見みて、やれやれという顔かおで、肩かたをすくめる。

「……なら、次つぎのターゲットは、有あり馬ま家けから盗ぬすまれたネックレスだ」

「決きまりだね！」

　ケイの言こと葉ばに、いきおいよくうなずく。

「…………ちょうどいい。有あり馬ま家けからの盗とう品ひんなら、ラドロの動うごきが……」

　ん？

「ケイ、今いまなにか言いった？」

「…………いや、なんでもない」

　ケイは、首くびを横よこにふる。

　そう？　ならいいんだけど。

　それよりも！

　奏かなでの指し定ていがあったとしても、レッドのターゲットとしては申もうし分ぶんない。

　きっちり盗ぬすんで、もとの持もち主ぬし──奏かなでのところに、もどるようにしなくっちゃね！







　　　　３　天てん才さい少しょう女じょの絵え




「ねえ、実み咲さき。今日きょうも生せい徒と会かいのお仕し事ごと？」

「うん。また明日あしたね、アスカ」

　実み咲さきが、いそいそと教きょう室しつを出でていく。

　いそがしそうだなぁ。

　実み咲さきの背せ中なかを見み送おくりながら、「がんばれ～」と小こ声ごえで応おう援えんする。

　放ほう課か後ご。

　教きょう室しつが、部ぶ活かつや委い員いん会かいに向むかう生せい徒とや、帰き宅たくする生せい徒とでざわめいている。

　今日きょうは予よ定ていがなくてヒマだから、だれかいっしょに帰かえる友とも達だちがいないかなとさがしてるところ。

　レッドの仕し事ごとはケイが準じゅん備び中ちゅうだし、演えん劇げき部ぶも今日きょうは練れん習しゅうが、お休やすみなんだよね。

　優ゆ月づきは部ぶ活かつがあるって、さっき教きょう室しつを出でていったし、となりのクラスの水み夏なつは、部ぶ長ちょう、副ふく部ぶ長ちょうだけで話はなし合あいがあるみたい。

　ま、たまには１人ひとりでもいっか。

　わたしは、あきらめてくつ箱ばこにむかう。

　くつにはきかえて、学がっ校こうの校こう門もんにさしかかったところで、見みなれた背せ中なかを見みつけた。

　……あれ？　ケイ。

　少すこし先さきを歩あるくのは、まちがいなくケイだ。

　いつも、気きづいたら教きょう室しつからいなくなってるから、見みかけるのはめずらしい。

「ケイ！」

「……アスカか」

　ケイは、かけよるわたしをちらりと見みる。

「１人ひとりだよね？　いっしょに帰かえろう」

　どうせ、帰かえる家いえはいっしょなんだし。

　だけど……。

「……いや。今日きょうは予よ定ていがある」

　予よ定てい？

「もしかして、レッドの？」

　わたしは声こえをひそめて、ケイにたずねる。

「……ちがう。個こ人じん的てきな用ようだ」

　個こ人じん的てき？

　なんだろう？　すごく気きになる。

「ねえ、ついていっていい？」

「……べつにかまわない。ただ、アスカは興きょう味みないと思おもうけど」

　ケイは、そっけなく答こたえる。

「いーよ、べつに。たまには、そういうのもいいじゃん。ケイの用よう事じっていうのも興きょう味みあるし」

　わたしは、ケイの横よこにならんで歩あるく。

　ケイはそのまま、駅えきにむかうと、切きっ符ぷを買かった。

「１駅えき分ぶん？　ケイはそれぐらいなら、いつも歩あるくじゃん」

　わたしは、ケイの買かった切きっ符ぷを見みて、おどろく。

　ケイは、乗のり物もの酔よいがはげしい。

　電でん車しゃ１駅えきでも、いつもはさけてるんだよね。

「本ほん当とうは歩あるきたいけど、時じ間かん節せつ約やくのためだ。しかたがない」

　すご～く嫌いやそうな顔かおをしながら、改かい札さつを通とおる。

　へえ～。

　ケイにそこまでさせる用よう事じなんて、ますます気きになってきた。

　電でん車しゃで１駅えき移い動どうすると、駅えきを出でる。

　案あんの定じょう、ケイは真まっ青さおな顔かおをして、気き分ぶんが悪わるそう。

　足あしもともフラフラしてる。

「少すこし休やすんでいく？」

「……いや、大だい丈じょう夫ぶ」

　ケイは答こたえると、よろよろと歩あるきだす。

　小ちいさなビルや、お店みせがならんでいる通とおりを進すすんでいく。

　そういえば、となりの駅えきには、あんまり降おりたことなかったな。

　ここだと、買かい物ものするにも、うちの近きん所じょとそんなに変かわらないし。

　そう思おもいながら、ケイについていくこと、15分ふん。

　ケイが、ある建たて物ものの前まえで立たち止どまる。

　小こぢんまりとしているけど、コンクリートの打うちっぱなしでおしゃれな雰ふん囲い気きのビル。

　出で入いり口ぐちには、立たて看かん板ばん式しきのブラックボードがおかれていて、『ご自じ由ゆうにご観かん覧らんください』と書かかれている。

「ケイがきたかったのって、ここ？」

　わたしは、建たて物ものを見み上あげる。

「……そう。見みたい絵えが展てん示じされてるんだ」

　絵えってことは、ここって美び術じゅつ館かん？

「……画が廊ろうだよ」

　ケイが答こたえる。

　ガロウ？

「……美び術じゅつ館かんより規き模ぼは小ちいさいけど、活かつ躍やくする芸げい術じゅつ家かの作さく品ひんを展てん示じして、売うっているんだ。この画が廊ろうのオーナーには、かなり見みる目めがある」

　へえ～。

　そんなところが、あるんだ。

　そういえば、ケイって美び術じゅつ品ひんを見みるのが、けっこう好すきみたいなんだよね。

　それも天てん才さいの作さく品ひんは、とくに。

　……あっ。

　ということは、ここにも天てん才さいの作さく品ひんがあるってこと？

「……アスカにしては、勘かんがいいな」

「してはって、なによぉ！」

　わたしの抗こう議ぎを受うけ流ながして、ケイはスタスタと画が廊ろうの中なかに、入はいっていく。

　むぅ……。

　わたしも、ケイの後あとにつづく。

　ブラックボードにも書かかれてたけど、ここは見みるのにお金かねをとられたり、しないみたい。

　画が廊ろうの中なかに入はいると、すぐに受うけ付つけがあり、女おんなの人ひとがほほ笑えみかけてくる。

「ごゆっくり、ご覧らんになってください」

　女おんなの人ひとの言こと葉ばに、うなずき返かえすと、わたしとケイは画が廊ろうの奥おくにすすむ。

「うわぁ……」

　すすんでいくと、大だい小しょうさまざまな絵かい画がが、目めに飛とびこんでくる。

　広ひろさだけなら、美び術じゅつ館かんにくらべると、とてもせまい。

　だけど、白しろい壁かべと白しろいつい立たてで、うまく仕し切きられていて、せまさはあまり感かんじない。

　時じ間かん帯たいのせいか、中なかにお客きゃくさんがいないせいも、あるのかも。

　独ひとり占じめって感かんじで、ちょっとワクワクする。

「小ちいさな美び術じゅつ館かんって、感かんじだね」

「……ああ」

　ケイの口くちもとが、少すこしほころんだように見みえる。

　本ほん当とうに、楽たのしみにしてたんだ。

　それがわかって、なんだかわたしも、ケイの目もく的てきの絵かい画がを見みるのが、楽たのしみになる。

「……この絵えが見みたかったんだ」

　ケイは、順じゅん番ばんに展てん示じされた絵かい画がを見みていくと、一いち番ばん奥おくにかざられた、ひときわ大おおきな絵かい画がの前まえに立たった。

「わぁ……」

　わたしは、まずその絵かい画がの大おおきさに、圧あっ倒とうされた。

　サイズは、横よこ２メートル近ちかくありそう。

　その一いち面めんに描かかれているのは……日に本ほんのどこかの田舎いなかなのかな。

　稲いな穂ほがゆれる田たんぼが広ひろがって、その手て前まえの土つちの道どう路ろを、小ちいさな男おとこの子こが２人ふたり、自じ転てん車しゃで走はしっている。

　見みたことない景色けしきのはずなのに、どうしてだか、不ふ思し議ぎと懐なつかしく感かんじる。

　それに、今いまにも男おとこの子こたちの笑わらい声ごえが聞きこえてきそうなんだよね。

　まるで今いま、目めの前まえでこの光こう景けいを見みているみたい。

　絵えに見み入いっていると、ケイが横よこで説せつ明めいをしてくれる。

「この絵かい画がを描かいたのは、宝ほう条じょう有あり栖すという少しょう女じょなんだ」

　少しょう女じょって、もしかして、わたしたちと同おなじくらいの？

「……いや。もっと年とし下しただ」

　う、うそ……。

　こんな大おおきな絵え、描かくのだけでも大たい変へんなのは、わたしでも想そう像ぞうがつく。

　しかも、こんなすごい絵えを、年とし下したの女おんなの子こが描かいたの？

「天てん才さい少しょう女じょ画が家かといわれていて、一いち部ぶでは有ゆう名めいなんだ。日に本ほんではそれほどでもないが、海かい外がいではかなり知ち名めい度どがある。この大おおきさの絵かい画がなら、10万まんドルぐらいの値ねがつくはずだ」

　じゅ、10万まんドル!?

　……って、どれくらい？

「約やく１０００万まん円えんだ。この画が廊ろうのオーナーは、宝ほう条じょう有あり栖すと知しり合あいらしくて、この絵えを借かりてこられたそうだ」

　でも、そんなすごい絵かい画がなのに、見みにくるお客きゃくさんは、わたしたちだけって、さびしくない？
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「さっきも言いったとおり、日に本ほんではあまり有ゆう名めいではないんだ」

　ケイは、少すこしばかり不ふ満まんげな顔かおつきで言いう。

　そう言いってたっけ。

　でも、こんなにすごい絵かい画がなのに、もったいないなぁ。

　芸げい術じゅつがぜんぜんわからないわたしでも、ファンになっちゃいそうだもん。

　そう思おもって、となりのケイをちらりと見みると、もう説せつ明めいはすんだとばかりに、魅み入いられたように宝ほう条じょう有あり栖すの作さく品ひんをながめている。

　そんな熱ねっ心しんなケイを見みるのは、ちょっとばかりめずらしい。

　邪じゃ魔ましちゃ悪わるいし、わたしはほかの作さく品ひんでも見みてこようっと。







　たっぷり、２時じ間かん近ちかく画が廊ろうを見みてまわってから、わたしとケイは外そとに出でた。

　外そとは、もう夕ゆう暮ぐれ。

　ケイとならんで、駅えきまでの道みちを歩あるく。

「……次つぎの仕し事ごとは、日にち曜よう日びの夜よるに動うごくことにした。かまわないか？」

　不ふ意いに、ケイが言いう。

　次つぎの仕し事ごと。ということは、奏かなでが指し定ていしてきたターゲットだよね。

「いいけど。交こう流りゅう会かいのあとだね」

「……ああ。でも、３連れん休きゅうの中なか日びだから、月げつ曜よう日びは休やすめる」

「だね。ここのところ、平へい日じつとかもレッドで動うごいてたもんね」

　……あれ？

　言いってから気きづく。

　もしかして、わたしが平へい日じつにレッドの仕し事ごとをして、つかれてたのを気きづかって、この日にっ程ていにしてくれた？

　ちらりと、横よこを歩あるくケイを見みる。

　いつもどおり、無む表ひょう情じょうの鉄てっ仮か面めんぶり。

　どう思おもってのことか、さっぱりわからない。

　……ま、それはいつものことだけど。

　でも、レッドの仕し事ごとが交こう流りゅう会かいのあとなら、心こころおきなく交こう流りゅう会かいに参さん加かできそう！

　イベントなら、やっぱり全ぜん力りょくで楽たのしみたいもんね！







　　　　４　話わ題だいのテーマは「アスカ」！




　土ど曜よう日び。

　お昼ひるご飯はんを家いえで食たべてから、わたしとケイは家いえを出でた。

　今日きょうは交こう流りゅう会かい当とう日じつ。

　授じゅ業ぎょうも部ぶ活かつもないのに、学がっ校こうに行いくのって、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじだよね。

　学がっ校こうにつくと、人ひと気けのない校こう門もんを通とおって、くつをはきかえる。

　校こう舎しゃの中なかも、ひっそりとしていて、いつもの学がっ校こうのにぎやかさが、ウソみたい。

　え～と。集しゅう合ごう場ば所しょは……。

「……体たい育いく館かん」

　わたしの考かんがえを読よんだかのように、タイミングよくケイが教おしえてくれる。

　乗のり気きじゃなかったわりには、きちんと覚おぼえてるよね、ケイって。

「……おいていく」

「ああ、待まって！　行いくってば」

　スタスタと歩あるいていくケイを、あわてて追おいかける。

　体たい育いく館かんに近ちかづくにつれて、人ひとの気け配はいがしてくる。

　体たい育いく館かんの開ひらいたままのドアから、中なかに入はいると、すでに７、８人にんぐらいの生せい徒とがいた。

「こんにちは、アスカちゃん、紅こう月づきくん」

　優やさしげなのんびりした声こえに、ふり返かえると、優ゆ月づきが立たっていた。

　体たい操そう着ぎのジャージ姿すがたで、プリントの束たばを、両りょう手てでかかえている。

「もしかして、くるのおそすぎた？」

「ううん。集しゅう合ごう時じ間かんより早はやいぐらいだよ。実み咲さきちゃんたちは、準じゅん備びでもっと早はやくきてたみたい。わたしは午ご前ぜん中ちゅうは部ぶ活かつがあったから、そのままきたの」

「よかったぁ。遅ち刻こくしたら、実み咲さきにおこられちゃうよ」

　わたしがほっと息いきをつくと、優ゆ月づきがクスクスと笑わらう。

　実み咲さきにきいた話はなしによると、当とう日じつじゃないと準じゅん備びできないことも多おおかったんだって。

　体たい育いく館かんはギリギリまで、いろんな部ぶ活かつが使つかってるし、教きょう室しつなんかも授じゅ業ぎょうがあるから、当とう日じつにならないと動うごかせないものも多おおいしね。

　そんなわけで、２年ねん生せいは早はやめにきて、準じゅん備びをすることになってたんだ。

　１年ねん生せいを歓かん迎げいしよう！　っていうのに、準じゅん備びを手て伝つだわせちゃうのも、ちょっと情なさけないもんね。

「アスカ。今こん度どは忘わすれてなかったね」

　わたしに気きづくと、実み咲さきがいたずらっぽく笑わらいながら、かけよってくる。

「もう！　さすがに当とう日じつは忘わすれないってば」

　人にん間げん予よ定てい表ひょうの、ケイもいるしね。

　……べつに、そのためにケイを、さそったわけじゃないよ？

「さっそくだけど、働はたらいてもらうからね！」

「もちろん！　どんどん、使つかって！」

　生せい徒と会かい長ちょうとしての、実み咲さきの初はつアイディア企き画かくだもんね。

　協きょう力りょくするに決きまってる！

　そこから１年ねん生せいがやってくるまでの１時じ間かん、わたしたちは、実み咲さきの指し示じで準じゅん備びに走はしりまわった。

　パイプイスを用よう意いしたり、マイクとかの機き材ざいを用よう意いして、チェックしたり。

　準じゅん備びが完かん了りょうしたころに、１年ねん生せいも姿すがたを見みせはじめる。

「そういえば、今日きょうの参さん加か人にん数ずうって、どれくらいなの？」

「２年ねん生せい23人にんに、１年ねん生せい20人にんの合ごう計けい43人にんだよ」

　最さい終しゅうの段だん取どりチェックをしていた実み咲さきが、教おしえてくれる。

　へえ～。

　さすがに学がく年ねんの半はん分ぶんにはとどかないけど、それでもけっこうな人にん数ずうが集あつまったかも。

　そんなことを考かんがえていると……。

「ア～ス～カ～せ～んぱ～いっ！」

　こ、この声こえは！

　ふり返かえった瞬しゅん間かん、

「うわっ！」

　思おもったとおり、奏かなでが飛とびついてくる。

「だから、あぶないってば、奏かなで」

　奏かなでを抱だきとめてから、床ゆかにおろす。

「ごめんなさい……。今日きょうは１日にち、アスカ先せん輩ぱいといられると思おもったら、うれしくって……」

　わたしだからいいけど、ほかの人ひとにすると転ころんじゃうからね。

「大だい丈じょう夫ぶですよ。アスカ先せん輩ぱいにしか、しませんから」

　奏かなでは、ニコニコ笑わらいながら答こたえる。

　うーん、それって信しん頼らいされてるってことなのかなぁ……？

　でも、奏かなでがいつもどおりで、ほっとしたかも。

　レッドに届とどいたメールのことがあるし、様よう子すがちがったらどうしようって、ちょっと考かんがえてたんだよね。

　……って、今いまはレッドじゃないんだし、奏かなでのターゲットについては、考かんがえないようにするって、決きめたんだっけ。

　軽かるく頭あたまをふって、よけいな考かんがえを追おい出だす。

　……ん？

　そうして、ふと目め線せんを上あげたら、奏かなでのうしろに、１年ねん生せいらしい女おんなの子こ２人ふたりが、遠えん慮りょがちに立たっているのが見みえた。

　１人ひとりは、髪かみをサイドでおだんごにした、頭あたまのよさそうな雰ふん囲い気きの女おんなの子こ。

　もう１人ひとりは、肩かたより長ながい、きれいな黒くろ髪かみをハーフアップにした、おとなしそうな女おんなの子こ。

「奏かなで、この２人ふたりは？」

「あっ、そうでした！　アスカ先せん輩ぱいに、紹しょう介かいしようと思おもっていたんです。同おなじクラスの友とも達だちで、佐さ緒お里りと志し野のです！」

　奏かなでは言いいながら、女おんなの子こたちの手てを引ひっぱってきた。

　２人ふたりは、とまどい気ぎ味みに顔かおを見み合あわせてから、思おもい切きったように話はなし出だす。

「か、片かた倉くら佐さ緒お里りです！　奏かなでと同おなじクラスです。ウワサのアスカ先せん輩ぱいに会あえてうれしいです！」

　おだんごの女おんなの子こ──佐さ緒お里りは、緊きん張ちょうしてガチガチになりながら、頭あたまを下さげる。

　つづけて、となりのハーフアップの子こも、見みると顔かおが少すこし白しろくなってる。

　どうしたのかな？

「あ、あの……と、戸と崎ざき……志し野のです……。よ、よろしくお願ねがい……します……」

　志し野のは、消きえ入いりそうな声こえで、つっかえつつも、あいさつしてくれる。

「佐さ緒お里りに志し野のだね。よろしくね、２人ふたりとも」

　わたしは、笑え顔がおであいさつを返かえす。

　すると、佐さ緒お里りと志し野のは、ほっとしたように顔かおをほころばせた。

「なんだか、いかにも１年ねん生せいな子こにやっと会あったって感かんじ！」

「えーっ！　なんですかそれ。わたしも１年ねん生せいですよ。毎まい日にちのように話はなしてるじゃないですか」

　奏かなでが、抗こう議ぎの声こえをあげる。

「奏かなでの場ば合あい、最さい初しょから１年ねん生せいって感かんじがしなかったし」

「むぅ……」

　奏かなでは自じ覚かくがあるのか、不ふ満まんげにくちびるをとがらせる。

　人ひととの距きょ離りを、すぐつめられるのって、それはそれですごいとは思おもうけどね。

「みなさん、そろそろ始はじめたいと思おもいます。集あつまってください」

　実み咲さきがマイクを使つかって、体たい育いく館かん全ぜん体たいに話はなしかける。

　みんな、実み咲さきたちがいる、体たい育いく館かんの舞ぶ台たいのほうにむかって、集あつまっていく。

　さあて、いよいよ交こう流りゅう会かいの始はじまりだね！







　実み咲さきの短みじかめのあいさつが終おわると、さっそく最さい初しょのレクリエーションが始はじまった。

　その名なも「なんでもおしゃべりタイム」。

　直ちょっ球きゅうだけど、まずはなんでも話はなして、身み近ぢかになるのが一いち番ばんってことみたい。

　ちょっと工く夫ふうがあって、まず、体たい育いく館かんのあちこちに、２年ねん生せいが各かく部ぶ活かつや委い員いん会かい、得とく意いな話わ題だい別べつに、グループを作つくって待まってる。

　１年ねん生せいがそれぞれ興きょう味みのあるグループに行いって、先せん輩ぱいたちとおしゃべりするという形かたちなんだ。

　実み咲さきはもちろん「生せい徒と会かい」グループ。

　優ゆ月づきは「家か庭てい科か部ぶ」。

　水み夏なつは「演えん劇げき部ぶ」……みたいにね。

「え～と、わたしは……演えん劇げき部ぶ……かな？」

　毎まい回かいは参さん加かできてないけど、所しょ属ぞくはちゃんと演えん劇げき部ぶだもんね。

　怪かい盗とう部ぶ……は高こう等とう部ぶにしかないし（そもそも、わたしたちが怪かい盗とうだってことは秘ひ密みつだし！）。

「水み夏なつ、わたしもそこに……」

「アスカは来きちゃダメ！」

　演えん劇げき部ぶグループに近ちかづこうとしたわたしに、水み夏なつがあわてて止とめる。

　ええっ！　な、なんで!?

　わたし、演えん劇げき部ぶ員いんだよね？

　あんまり、部ぶ活かつに参さん加かできないからって、クビになってたりしないよねっ？

「そうじゃなくって……！」

　その瞬しゅん間かん、気け配はいを感かんじて、あたりを見みまわす。

　水み夏なつがぎょっとした顔かおで、とっさに身みを引ひく。

「アスカ先せん輩ぱい！　お話はなしきかせてください！」

「伝でん説せつのアスカ先せん輩ぱいに会あえるなんて、幸しあわせです！」

「猫ねこを助たすけるために、２階かいから飛とび降おりたってほんとですか!?」

「２階かいから落おちかけた奏かなでを、腕うで１本ぽんで引ひきあげた怪かい力りきなんですよね！」

　わわっ！

　わわわわわっっ!?

　１年ねん生せいたちが、ものすごい勢いきおいで、わたしにつめよってくる。

　な、なんで……？

「アスカ、１年ねん生せいの間あいだで、すごい話わ題だいになってるんだって。うわさ話ばなし……といっても、だいたい事じ実じつなんだけど、おもに白しら里さとさんが広ひろめているらしいわ」

　……へ？

「アスカ先せん輩ぱいっ！　サインしてくださーいっ！」

　ちょ、ちょっと待まってよ。
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「か、かなでーっ！」

「えへへへ」

　わたしが、さけぶと、奏かなでは少すこしはなれたところで、ニコニコ笑わらっている。

　……そこ笑わらうところじゃないって。

　っていうかこれ、わざとじゃないよね？

　わざと、わたしに１年ねん生せいが殺さっ到とうするように、けしかけたんじゃないかって、うたがいたくなっちゃうよ。

「ちょっとみんな、落おちついて。アスカ先せん輩ぱいは逃にげないからさっ」

　なんて、得とく意いそうに仕し切きってる顔かおを見みるかぎり、そんなふうには見みえないけど……。







　つ、つかれた……。

「なんでもおしゃべりタイム」が終おわって、質しつ問もん攻ぜめから解かい放ほうされたわたしは、大おおきく息いきをついた。

　結けっ局きょく、「なんでもおしゃべりタイム」の２時じ間かん、１年ねん生せいにかわるがわるかこまれて、ずーっと質しつ問もんに答こたえつづけてたんだもん。

　だって、ほかのグループは２年ねん生せいが何なん人にんかいるのに、わたしだけ１人ひとりだったし！

（奏かなでがマネージャーみたいに交こう通つう整せい理りしてたけどね）

　しかも、みんな熱ねっ心しんというか、勢いきおいこんでくるから、軽かるく流ながすというわけにもいかなくて。

　１年ねん生せい、パワフルすぎだよ。

「楽たのしかったぁ！」

「先せん輩ぱいって、こわいかと思おもってたけど、みんなやさしかったね」

「おもしろい先せん輩ぱい、多おおくておもしろかったなぁ」

「伝でん説せつのアスカ先せん輩ぱいとも、おしゃべりできたしっ！」

　みんな楽たのしんでくれたみたい。

　ま、いいか。

　視し線せんをまわりにむけると、実み咲さきや優ゆ月づきたち２年ねん生せいも、満まん足ぞくそうに笑わらってる。

　まずは、交こう流りゅう会かいの最さい初しょのレクリエーションは、大だい成せい功こう！　だね。

　それはそうと、次つぎってなにするんだっけ……？

　キョロキョロしていると、少すこしはずれたところに、ケイが立たっていた。

　ちょうどよかった。

　あれ？　そういえば、ケイって「なんでもおしゃべりタイム」は、どこにいたんだろう？

「……ずいぶんと、人にん気き者ものだったな」

　近ちかづいていくと、ケイはちらりとわたしを見みた。

「まあね……ケイはどこにいたの？　ケイって部ぶ活かつも入はいってないし、委い員いん会かいもないよね」

「……『読どく書しょ』のところにいた」

　読どく書しょ？

　そっか。話わ題だい別べつにもわかれてたんだっけ。

「ヘミングウェイや、サリンジャーが好すきだという１年ねん生せいと、話はなしをしていた」

　へみ……さり？

　だれだろう？　きっと外がい国こくの作さっ家かさんの、名な前まえなんだろうけど。

　でも、ケイと読どく書しょの話はなしができる１年ねん生せいがいたんなら、よかった！

　ちょっと、びっくりでもあるけどね。

　ケイがいなかったら、「読どく書しょ」の話わ題だいにいた２年ねん生せいは、話はなしが濃こすぎて困こまってたかも。

　……ん？

　気きがつくと、体たい育いく館かんにいた交こう流りゅう会かい参さん加か者しゃが、移い動どうを始はじめてる。

　どこに行いくのかな？

「……次つぎは、夕ゆう食しょくをつくりにいく予よ定ていになっている」

　そっか、夕ゆうご飯はん[image: ]


　　　ぐぅぅ



　想そう像ぞうしただけで、お腹なかがなる。

「……獲え物ものを見みつけた肉にく食しょく獣じゅうみたいに、目めがかがやいてるな」

　ケイが、ぼそりと言いう。

　人ひとをライオンみたいに、言いわないの！

　わたしはケイと言いい合あいながら、移い動どうするみんなのあとを、ついていった。







　　　　５　料りょう理りの醍だい醐ご味み




　ついたのは家か庭てい科か室しつ。

　実み咲さきたちが、用よう意いしていた材ざい料りょうを、冷れい蔵ぞう庫こから取とり出だしてる。

　わたしも手て伝つだって、材ざい料りょうをテーブルにわけておいていく。

「ジャガイモ、ニンジン、玉たまねぎ……もしかして、カレー？」

　材ざい料りょうを運はこびながら、中なか身みを確かく認にんしていくと、ふと今日きょうのメニューが思おもいうかぶ。

「うん、そうだよ。ちょっとスペシャルなカレーだけどね」

　優ゆ月づきが教おしえてくれる。

　スペシャル？

　そのとき、実み咲さきが家か庭てい科か室しつの黒こく板ばんの前まえに立たった。

「料りょう理りが苦にが手てな子こたちには、教きょう室しつのセッティングに行いってもらったので、残のこりのメンバーで夕ゆう食しょくをつくりましょう」

　って、ちょ、ちょっと待まって！

「あ、それならわたしもむこうに！」

　だって、料りょう理りは大だいの苦にが手て。

　だけど……。

「アスカは、料りょう理り担たん当とうにいて。机つくえ移い動どうするのに、そんなに人にん数ずういらないしね」

　実み咲さきに、あっさり却きゃっ下かされる。

「でも、絶ぜっ対たい役やくにたたないよぉ……」

　わたしは、がっくり肩かたを落おとす。

　味あじ見みなら、得とく意いなんだけど。

　まわりを見みると、みんなさっそく調ちょう理りを始はじめてる。

　そうだ！　奏かなではどうだろう？

　奏かなでの姿すがたを探さがすと……。


　　　トントントントン



　テーブルの１つで、リズミカルな音おとをたてて、包ほう丁ちょうで玉たまねぎをきざんでいる。

　えええーっ！　奏かなでって、料りょう理りできるの!?

　そんなぁ……。

　そのとなりのテーブルでは、ケイがジャガイモの皮かわをむいて手てごろなサイズに切きりわけている。

　ケイってば最さい近きん、お父とうさんから料りょう理りを教おそわって、簡かん単たんな料りょう理りなら自じ分ぶんでつくれるようになってるんだよね……。

　もしかして、この中なかで料りょう理りがぜんぜんできないのって、わたしだけ？

　どこのテーブルに手て伝つだいにいこうにも、気きおくれしてしまう。

「ほら、アスカ。こっち来きて」

「アスカ先せん輩ぱい！　わたしが教おしえちゃいますよ！」

　水み夏なつと奏かなでが、２人ふたりそろって、手てまねきしてる。

「でも、わたしぜんぜんできないから、邪じゃ魔まにならない？」

「アスカの料りょう理りの腕うでは、演えん劇げき部ぶの合がっ宿しゅくのときに、とっくに知しってるって。実み咲さきからも、アスカに料りょう理り教おしえるように、たのまれてるしね」

　実み咲さきから？

「そうですよー。ここはハンバーグ班はんなので、みんなでつくりましょう！」

　奏かなでが言いうと、テーブルの反はん対たい側がわにいた佐さ緒お里りと志し野のも、うなずく。

　ハンバーグ？

「あれ？　カレーじゃないの？」

「今日きょうはちょっと豪ごう華かに、ハンバーグカレーなの」

　水み夏なつが教おしえてくれる。

　そういえば、さっき優ゆ月づきがスペシャルって言いったの、このことだったんだ！

「というわけで、アスカ先せん輩ぱい、さっそくチャレンジですっ！」

　奏かなでが言いって、わたしにまな板いた前まえの場ば所しょを、ゆずってくる。

　わたしは、包ほう丁ちょうを持もって、奏かなでに言いわれたとおりに、おっかなびっくり、きざんでいく。

　うぅ……すごく時じ間かんがかかる。

　まわりが、サクサクできてるから、よけいにそう思おもえる。

　ふぅ……。

　きざみ終おわると、わたしは肩かたで息いきをする。

「うん！　上じょう手ずですよ、アスカ先せん輩ぱい」

「めちゃくちゃ時じ間かんかかったけどね……。あれ？　そういえば、玉たまねぎってきざんでると、目めがいたくなるんじゃなかったっけ？」

「レンジで加か熱ねつしてから切きれば、大だい丈じょう夫ぶなんですよ」

　奏かなでが得とく意いげに答こたえる。

　え、そうなんだ！

「ただし、加か熱ねつするから、サラダとかには使つかえないんですけどね」

　なるほど。

　生なまで食たべるサラダとかだと、無む理りだよね。

「ほら、話はなしてないでハンバーグのタネをつくるよ」

　水み夏なつが言いって、きざんだりして用よう意いした材ざい料りょうを、こねはじめる。

　そういうのなら、わたしも得とく意いっ！

　材ざい料りょうをこねあわせてから、ハンバーグにちょうどいい大おおきさに、かためていく。

　これをタネって、いうらしい。

　そのタネを、両りょう手てでキャッチボールみたいにして、空くう気きを抜ぬくと準じゅん備び完かん了りょう。

　さっそく、焼やきはじめると、香こうばしいにおいがたった。

　気きづくと、ほかのテーブルではカレーも、もうすぐらしい。

　スパイスの刺し激げき的てきな香かおりが、鼻はなをくすぐる。

「ああ……お腹なかへったぁ」

　わたしは、両りょう手てでお腹なかをおさえて、じゅわじゅわと音おとを立たてて、焼やきあがっていくハンバーグを見みつめる。

「もう味あじ見みはいらないですからね、アスカ先せん輩ぱい」

　わかってるってばぁ。

　さっき、焼やきあがったハンバーグの味あじ見みをしただけなのにぃ。

　……ちょっと、大おおきくとりすぎちゃった、かもだけど。

「各かく班はん、完かん成せいしたら報ほう告こくにきてくださーい！」

　実み咲さきが黒こく板ばんの前まえで、みんなに呼よびかける。

　どのテーブルも、それぞれ料りょう理りが完かん成せいしてるみたい。

　わたしたちのテーブルも、最さい後ごのハンバーグが焼やきあがったところ。

　さあ、やっと夕ゆう食しょく。

　お腹なか、ペコペコだよぉ。







　できあがったハンバーグカレーをお皿さらに盛もりつけて、教きょう室しつに運はこんでいく。

　教きょう室しつに入はいると、

「おおっ！」

　みんなから声こえがあがった。

　見みなれたいつもの教きょう室しつが、テーブルセッティングで、すっかり食しょく堂どうみたいになってる。

　テーブルの上うえには、ひまわり柄がらの、大おおきなテーブルクロスがかけてあって、明あかるくておしゃれ。

「すごいですね！　こんなに本ほん格かく的てきに、テーブルがつくってあるなんて！」

　となりにやってきた奏かなでも、教きょう室しつを見みて、びっくりした顔かおをしている。

　教きょう室しつの中なかにいる、机つくえをセッティングした生せい徒とたちが、「どう？」という自じ慢まんげな顔かおをしてる。

　これは、自じ慢まんしたくなる気き持もちも、わかる。

　人にん数ずう分ぶんの夕ゆう食しょくをテーブルにセッティングすると、みんなそろって、イスにすわる。

「それじゃあ、ちょっとおそくなっちゃったけど、いただきます！」

『いただきますっ！』

　実み咲さきの言こと葉ばに、みんな手てをあわせると、さっそくご飯はんを食たべ始はじめる。

　わたしもさっそく、スプーンでカレーをすくってひと口くち。

　う～～、おいしいっ！

　さあて、ハンバーグはどうかな……。

　自じ分ぶんも手て伝つだったから、ちょっと緊きん張ちょうする。

　わたしは、ハンバーグにカレーをからめて、口くちにはこぶ。

　かんだ瞬しゅん間かん、じゅわっと肉にく汁じゅうが出でて、口くちにカレーとお肉にくの味あじが広ひろがる。

　これは、なかなかの出で来きじゃないかな！

　ふぅ……。ほっとしたぁ。

　みんなが食たべるものだし、もし失しっ敗ぱいしてたらって、少すこし不ふ安あんだったんだよね。

「おいしいですね！　アスカ先せん輩ぱい」

　となりの席せきにすわっている奏かなでが、ニコニコ顔がおで、ハンバーグカレーを食たべている。

　まわりのみんなも、笑え顔がおで話はなしをしながら、食しょく事じを楽たのしんでる。

　１年ねん生せいも、最さい初しょよりはずっとふつうに、２年ねん生せいと話はなしをするようになってる。

　いっしょに食しょく事じをするのって、距きょ離りをちぢめてくれるよね。

　しかも、その料りょう理りは、わたしが手て伝つだったものだし。

　そう思おもうと、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじ。

　料りょう理りするのは、わたしにはむいてないって、ずっと思おもってたし。

　食しょく事じをつくる楽たのしみって、こういうことなのかも。

　シェフをしてるお父とうさんの気き持もちが、ほんの少すこしだけわかった気きがする。

「アスカ先せん輩ぱい、どうかしました？」

「ううん、なんでもないよ」

　さあ、わたしも食たべようっと。
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　夕ゆう食しょくを終おえて、食しょっ器きの片かたづけに、家か庭てい科か室しつにもどった。

　片かたづけは、２年ねん生せいの一いち部ぶの子こだけでやってるんだ。

　１年ねん生せいへのおもてなしということで、ちょっとしたサービス。

「ふうぅ……」

　お皿さらを洗あらっていると、同おなじくお皿さらを洗あらっていた実み咲さきがとなりで、そっと息いきをつく。

「どうしたの、実み咲さき？　つかれた？」

「ううん。そうじゃなくて。……うまくいって、よかったなぁって。けっこう不ふ安あんだったんだ」

　今いまは、２年ねん生せいしかいないから、実み咲さきも少すこし気きが抜ぬけてるみたい。

「そうなの？　しっかり準じゅん備びができてて、スムーズに進すすんでると思おもうけど」

　まさにカンペキ、準じゅん備び万ばん端たんって感かんじ。

「うん、生せい徒と会かいスタッフみんなで、かなりシミュレーションしてきたから。だって、できれば、これからも交こう流りゅう会かいをつづけてもらいたいし、最さい初しょから失しっ敗ぱいなんて、できないじゃない」

「たしかにね。はじめの印いん象しょうが大だい事じっていうのは、演えん劇げきでもいっしょだもの」

　実み咲さきの反はん対たい側がわのとなりにいた水み夏なつが、うんうんと、うなずいている。

　そういうもの？

「そうだよ。最さい初しょが失しっ敗ぱいだと、やっぱりこの企き画かくはダメなんだ、っていう印いん象しょうがついちゃうの。あとから、それをひっくり返かえすのは、大たい変へんなんだよ」

「ところで、水み夏なつちゃん。今こん度ど、高こう等とう部ぶの公こう演えんがあるんだよね？」

　優ゆ月づきが食しょっ器きを棚たなにしまいながら、水み夏なつにきく。

「そうなの！　幸ゆき村むら先せん輩ぱいも役やくがついたんだって！　高こう等とう部ぶにあがったばかりなのに、さすが幸ゆき村むら先せん輩ぱいだよねっ！」

　水み夏なつが、洗せん剤ざいのついたお皿さらをブンブンふるう。

　あ、あぶないって……！

　あいかわらず、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのこととなると、我われを失うしなうんだから。

「ごめん……でもね、楽たのしみなんだぁ！　高こう等とう部ぶの演えん劇げきは、レベル高たかいって評ひょう判ばんだし、アスカも見みに行いったほうがいいよ！　演えん劇げき部ぶの一いち員いんなんだから」

　それはもちろん、見みに行いきたい！

　やっぱり、興きょう味みあるもんね。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの演えん技ぎにもだけど、高こう等とう部ぶの演えん劇げきそのものにも。

「でもさ、優ゆ月づきはなんでそのこと、知しってたの？」

　わたしはふと気きづいて、首くびをかしげて、優ゆ月づきにたずねる。

「ええと、高こう等とう部ぶの裁さい縫ほう部ぶから、衣い装しょう制せい作さくの手て伝つだいをたのまれてて……」

　優ゆ月づきが、遠えん慮りょがちに答こたえる。

　ええっ!?　ほんとに？

　中ちゅう等とう部ぶだけじゃなくて、高こう等とう部ぶからも声こえがかかるように、なってたんだ。

　優ゆ月づきは、さらっと言いうけど、それってかなりすごいんじゃ……。

「じつは優ゆ月づきが、この中なかで一いち番ばんすごい子こなんじゃないかって気きがしてきた……」

　水み夏なつがぽつりと言いった言こと葉ばに、わたしは心こころの中なかで、ふか～くうなずいた。

　食しょっ器きや調ちょう理り器き具ぐを片かたづけ終おわると、家か庭てい科か室しつのカギを実み咲さきが閉しめて、教きょう室しつにもどる。

　ろう下かから見みえる窓まどの外そとは、もう真まっ暗くら。

　夜よるの８時じをまわってる。

　この時じ間かんになると、少すこし冷ひえてきたかな。

　教きょう室しつにつくと、１年ねん生せいと、残のこっていた２年ねん生せいは、カードゲームやボードゲームなんかをしながら、にぎやかにやってる。

　となりの実み咲さきが、表ひょう情じょうに出ださないように、ほっとしてるのがわかる。

　これだけ人ひとがいたら、もめごとがおきても、おかしくないもんね。

　そう思おもっていると、実み咲さきが指し示じを出だし始はじめる。

「そろそろ遅おそいですから、みんなで布ふ団とんを備び品ひん室しつから運はこびましょう。１年ねん生せいは、２年ねん生せいが案あん内ないするから、ついてきてね」

　備び品ひん室しつというのは、学がっ校こうの持もち物ものだけど、各かく教きょう室しつにおいておけないものを、保ほ管かんしておく場ば所しょ。

　かなり大おおきな部へ屋やなんだよね。

　テレビやスピーカーなんてオーディオ機き器きも、ここにあったりする。

　わたしは、備び品ひん室しつから出だしてきた布ふ団とんを、両りょう手てでかかえた。

　左さ右ゆうに２組くみずつね。

　けっこうな重おもさだから、女おんなの子こは２人ふたりで１組くみを運はこんだりしてる。

　それでも、ちょっとよろめいたりしてて、あぶなっかしい。

　かるがる運はこんでるわたしを見みて、びっくりした顔かおをしてる。

「この布ふ団とん、借かりられたんだね！」

　実み咲さきと優ゆ月づきは、わたしがたくさん運はこんでても、驚おどろかない。

「うん。部ぶ活かつの合がっ宿しゅく用ようなんだけど、生せい徒と会かいでも利り用よう許きょ可かがとれたの」

　へえ～。

　演えん劇げき部ぶの合がっ宿しゅくのときを、思おもい出だす。

　あのときは、先せん輩ぱいたちが用よう意いしてくれたんだよね。

　学がっ校こうにたくさん布ふ団とんがあるなんて、びっくりしたよ。

「あちこちの部ぶ活かつで使つかうらしくって、シーツとかの洗せん濯たく代だいが、けっこうかかってるみたいだよ」

　実み咲さきが、こっそり教おしえてくれる。

　そんなことを話はなしながら、布ふ団とんを教きょう室しつにならべているうちに、すっかり夜よるはふけていった。







　　　　６　真ま夜よ中なかのおしゃべり




　かわるがわる、学がっ校こうのシャワーですっきりしたころには、消しょう灯とうの９時じになっていた。

「じゃあ、電でん気き消けすよ」

　実み咲さきが蛍けい光こう灯とうを消けすと、教きょう室しつの中なかはカーテン越ごしの月つき明あかりだけ。

　みんな、最さい初しょはざわめいていたけど、しだいに声こえがしなくなり、数すう分ふんもたつと、あちこちから寝ね息いきが聞きこえてきた。

　学がっ校こうに泊とまるなんて、めったにないイベントで興こう奮ふんしたから、みんなつかれてたのかも。

　わたしも、布ふ団とんの中なかで目めをつぶる。

　いつもなら、すぐに眠ねむ気けがやってくるんだけど……。

　…………ダ、ダメだ。眠ねむれない。

　イベントにワクワクしすぎて、まだおさまらないからかな。

　いつものトレーニングの10キロのロードワークができなかったしなあ。

　ぜんぜん、体からだがつかれてないんだもん。

　わたしは、音おとをたてないように、布ふ団とんを抜ぬけ出だした。

　そっと教きょう室しつを出でる。

　どこ行いこうかなぁ……。

　そんなことを考かんがえながら、ろう下かを歩あるいていると、自し然ぜんと足あしは体たい育いく館かんにむかっていた。

　カギが閉しまってるかと思おもったけど、校こう舎しゃとの連れん絡らく口ぐちが開ひらいていた。

　重おもいドアが音おとを立たてないように気きをつけつつ、体たい育いく館かんの中なかに入はいる。

　さすがに、教きょう室しつよりひんやりとしてる。

　そういえば、演えん劇げき部ぶの合がっ宿しゅくのときも、こうやって体たい育いく館かんにきたっけ。

　あのときは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが演えん劇げきの練れん習しゅうをしてて……。

　わたしは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがそうしてたように、グラウンド側がわのドアを少すこしだけ開あけてすわる。

　グラウンドが見みわたせる。

　空そらには、欠かけた月つきがぽっかりと、うかんでる。

　そんな風ふう景けいを、ぼんやりながめていると……。


　　　ガタッ



　反はん射しゃ的てきにふり返かえると、体たい育いく館かんのドアの前まえに、奏かなでが立たっていた。

「アスカ先せん輩ぱい、どうしてここに？」

　びっくりした顔かおで、奏かなでがきいてくる。

「ちょっと眠ねむれなくて。奏かなでも？」

「まだ、体たい力りょくありあまってますっ！」

　奏かなでが両りょう手てで、ガッツポーズをしてみせる。

　おもわず、わたしはふきだして笑わらう。

　理り由ゆうが、わたしと同おなじなのが奏かなでらしいよね。

「少すこし話はなしでもする？」

「はいっ！」

　奏かなではうれしそうな笑え顔がおで、ひょこひょこと、わたしのとなりにやってきてすわった。

　２人ふたりでいっしょにぼんやりと外そとをながめる。

　いつもはにぎわってるグラウンドが、静しずまりかえっているのが、すごく不ふ思し議ぎな感かんじ。

　人ひと気けのない夜よるの学がっ校こうって、怖こわいって思おもうかもしれないけど、ふだん見みられない景色けしきが、きれいでもあるんだよね。

「……アスカ先せん輩ぱい、少すこし話はなしをきいてもらってもいいですか？」

　奏かなでがおずおずとした、めずらしく遠えん慮りょしたような口くちぶりで、きいてくる。

「いいけど、どうかしたの？」

　らしくない雰ふん囲い気きに、わたしは首くびをかしげる。

「──アスカ先せん輩ぱいは、怪かい盗とうレッドって知しってますよね？」

「えっ!?　ああ、うん……もちろん」

　とつぜんの質しつ問もんに、心しん臓ぞうがはねあがる。

　でも、それを表ひょう情じょうには出ださないように、懸けん命めいにおしとどめる。

　レッドも、けっこう有ゆう名めいだし、世せ間けん話ばなしに出でてきたって、おかしくはないよね。

　奏かなでは、わたしの様よう子すを気きにするふうもなく、じっと外そとに目めをむけている。

「じつは、この間あいだの怪かい盗とうレッドのターゲットが、亡なくなった祖そ父ふ母ぼの壺つぼだったんです」

　──奏かなでの祖そ父ふ母ぼの壺つぼ。

　奏かなでが寝ね不ぶ足そくになりながら、レッドにターゲットとして依い頼らいしてきた品しなだ。

　無ぶ事じに盗ぬすみ出だし、盗とう品ひんをあつかっていた悪あく事じの証しょう拠ことともに、警けい察さつにわたしたんだよね。

「奏かなでのおじいさんたちの盗ぬすまれた壺つぼ……レッドがとり返かえしてくれたの？」

「はい。警けい察さつが、捜そう査さのためにもう少すこしあずかるらしいんですけど、それが終おわったら、もどってくることになりました」

「わあ、よかったじゃん！」

　じつは、レッドが届とどけたあと、盗とう品ひんがどうなったのか、あんまり知しらないんだよね。

　一いち度ど、ケイに教おしえてよって、たのんだことがあるんだけど、そうしたら、あまりにも数かずが多おおすぎて、頭あたまがパンクしちゃって……。

　問もん題だいが起おきてないなら、いいことにしよう！　って決きめて、それからはきかないことにしてたんだ。

　でも、ちらりと奏かなでの顔かお色いろをうかがうと、なんだかうかない顔かおをしてる。

「なにかあったの？」
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「いえ……そういうんじゃないんですけど、ただ、これでいいのかなって……」

「いいって、なにが……？」

　奏かなでの言いっている意い味みがわからなくて、わたしはきょとんとする。

「レッドに、とり返かえしてもらったんですけど……兄あにとか両りょう親しんは複ふく雑ざつな気き持もちなのかな、って考かんがえちゃって……」

　そ、そっか。

　考かんがえてみたら、奏かなでの兄あには、あの高こう校こう生せい探たん偵ていの白しら里さと響ひびき。

　そして、お父とうさんは警けい視し総そう監かんで、お母かあさんは警けい備び会がい社しゃの社しゃ長ちょうさんだったよね。

　たしかに、そんな家か族ぞくがいるのに、怪かい盗とうレッドのおかげで壺つぼがもどってきたら……。

　奏かなでの言いう、複ふく雑ざつな気き持もちも、なんとなく想そう像ぞうはつくかも。

「なにか言いってたの？」

「まさか！　みんな、とってもよろこんでます」

　奏かなでは、ぶるぶると首くびを横よこにふる。

「ただ、心こころの中なかでは素す直なおに、よろこべないんじゃないかな、と思おもっちゃったんです」

　奏かなではうつむいたまま、つぶやくように言いう。

　そっか、でも……。

「べつに、いいんじゃないかなぁ」

　わたしは、あっけらかんと答こたえる。

「えっ」

　奏かなではおどろいたように、顔かおを上あげる。

「きっと、ひ……じゃなくて、白しら里さと探たん偵ていも、奏かなでのお父とうさんやお母かあさんも、よろこんでるよ。だって、奏かなでが落おちこむ顔かおを、見みていたくなかったはずだし」

　だって、わたしがそうだもん。

　家か族ぞくなら、もっとそう思おもうんじゃないかな。

「でも……」

「奏かなでは考かんがえすぎ！　レッドが好すきでやってることなんでしょ。いずれ白しら里さと探たん偵ていやお父とうさんたちの力ちからで返かえってきたものが、少すこし早はやくもどってきて、もうけもの、と思おもえばいいんだよ」

　恩おんに着きせるために、レッドをやってるわけじゃないしね。

　それは、レッドをやっているわたしが、保ほ証しょうしてあげたいぐらい。

　もちろん、口くちに出だしては言いえないけど。

　奏かなでは、わたしの言こと葉ばに、あっけにとられたように、しばらく目めをぱちくりさせて、わたしを見みつめていたかと思おもったら、

「……アスカ先せん輩ぱいは、軽かるすぎです」

　と、クスッと笑わらった。

「でも、ちょっとすっきりしました。こんな話はなしができるの、アスカ先せん輩ぱいぐらいですし」

「そうなの？」

　奏かなでなら、友とも達だちいっぱいいそうじゃん。

「そうですよぉ。祖そ父ふ母ぼの家いえの話はなしは、友とも達だちにはしてませんから。アスカ先せん輩ぱいに話はなしたときも、あとから失しっ敗ぱいしたなあ、って思おもったぐらいですし」

「えっ、なんで？」

「だって、同どう情じょうされるんじゃないかって思おもったんです。次つぎに顔かおを合あわせて、かわいそうだなって目めで見みられるようになってたら、嫌いやだなって。でも、アスカ先せん輩ぱいはぜんぜん変かわらなくて。ますます、アスカ先せん輩ぱいのこと、大だい好すきになりましたっ！」

　奏かなでが、わたしの腕うでに抱だきついてくる。

「それはもう、わかったってば」

　そんなほめられ方かたすると、さすがにちょっとてれくさい。

「……時じ間かんもおそくなってきたし、そろそろ教きょう室しつにもどろっか」

　わたしは奏かなでをうながすと、立たち上あがる。

　体たい育いく館かんのドアを閉しめて、わたしと奏かなでは教きょう室しつにもどる。

　教きょう室しつの中なかに入はいると、みんなぐっすりと眠ねむっていた。

　音おとを立たてないように、そーっと布ふ団とんの中なかに入はいりこみながら、さっき奏かなでにきいたことを考かんがえる。

　奏かなでも、いろいろなやみながら、レッドに連れん絡らくしてきてるんだなぁ。

　当あたり前まえだけど、レッドじゃなく、アスカだからきけた話はなしだよね。

　だからこそ──

　奏かなでがそんなことで、なやまなくていいように、指し定ていされた次つぎのターゲットも、きっちり盗ぬすみ返かえさなきゃね！

　だって、かわいい後こう輩はいのためだもん。







　次つぎの日ひの朝あさ。

　起おきてから、教きょう室しつの布ふ団とんを片かたづけると、みんなで朝ちょう食しょくの準じゅん備びにとりかかった。

　朝ちょう食しょくのメニューは、サンドイッチ。

　ハム、タマゴ、野や菜さい、ツナと、いろいろそろえたんだ。

　簡かん単たんな野や菜さいスープもつけたしね。

「おいしかったぁ！」

「片かた付づけが終おわった人ひとから、体たい育いく館かんに行いってください！」

　時じ間かんは、９時じをまわったところ。

　そろそろ、交こう流りゅう会かいもおしまい。

　体たい育いく館かんにむかう途と中ちゅうも、１～２年ねん生せいが楽たのしそうに話はなしている姿すがたが、見みえる。

　この交こう流りゅう会かいで、だいぶうちとけたみたい。

　体たい育いく館かんに集あつまると、実み咲さきがマイクを持もって舞ぶ台たい側がわに立たつ。

「１泊ぱく２ふつ日かでしたが、交こう流りゅう会かいを無ぶ事じに行おこなうことができました。これを機き会かいに、１～２年ねん生せいで力ちからを合あわせて、みんなでこの学がっ校こうをもりあげていければ、とてもうれしいです。ありがとうございました！」

　実み咲さきが頭あたまを下さげると、参さん加か者しゃの生せい徒とたちから、いっぱいの拍はく手しゅが鳴なりひびく。

　実み咲さきは心しん配ぱいしてたけど、この拍はく手しゅで、今こん回かいの交こう流りゅう会かいの成せい功こうがはっきりしたよね。

　わたしは、何なん度ども頭あたまを下さげている実み咲さきに、笑え顔がおで視し線せんをむける。

「アスカ先せん輩ぱい！」

　声こえにふり返かえると、奏かなでが立たっている。

　となりには、佐さ緒お里りと志し野のもいる。

「もう、はなればなれになるなんて、かなしいです～！」

「はいはい、火か曜よう日びには会あえるからね」

　奏かなでを、軽かるくあしらいつつ、わたしは佐さ緒お里りと志し野のに目めをむける。

「２人ふたりとも、今こん回かいの交こう流りゅう会かい、楽たのしかった？」

「「はい！　とっても!!」」

　２人ふたりそろって、元げん気きよくうなずく。

「アスカせんぱ～い……なんか冷つめたいですよぉ」

　奏かなでが、うらめしそうに見み上あげてくる。

「わかったって。奏かなでも楽たのしめた？」

「もちろんですっ！」

　佐さ緒お里りと志し野のが腕うで時ど計けいを見みて、奏かなでになにか話はなしかける。

「すみません。そろそろ行いかないと」

「用よう事じがあるの？」

「３人にんでこれから、遊あそびに行いく予よ定ていなんです」

　まだまだ、遊あそび足たりないらしい。

　仕し事ごとが少すくなかった１年ねん生せいは、まだ元げん気きがあまってるのかも。

　帰かえっていく奏かなでたちを見み送おくってから、わたしは実み咲さきのところに行いく。

「実み咲さき、おつかれさま」

「おつかれさま。アスカもそろそろ帰かえるでしょ？」

「うん。そのつもりだけど、やることがあるなら、手て伝つだうよ？」

「大だい丈じょう夫ぶ。片かたづけは終おわっているから、あとは戸と締じまり確かく認にんと、今日きょうすませておきたい書しょ類るい整せい理りぐらい」

　それなら、わたしに出で番ばんはなさそう。

「それじゃあ、先さきに帰かえるね」

　実み咲さきとあいさつをかわして、体たい育いく館かんの出で口ぐちにむかう。

　水み夏なつや優ゆ月づきは、体たい育いく館かんに姿すがたがなかったから、先さきに帰かえったか、部ぶ活かつの用よう事じかな。

　……ん？

　ドアを出でたところで、ケイが待まっていた。

　待まっててくれたんだ。めずらしい。

　ケイはなにも言いわずに、ならんで歩あるきだす。

　校こう門もんをくぐって、学がっ校こうの外そとに出でる。

「ねえ、ケイ。昨日きのうの夜よる、奏かなでとちょっと話はなしたよ」

「そうか」

　ケイは興きょう味みがあるのかないのか、あいかわらずの無む表ひょう情じょうでわからない。

「……ケイは奏かなでのこと、うたがってる？」

　おそるおそる、きいてみる。

「…………信しん用ようはしていない」

　やっぱり。

　ケイの奏かなでについて話はなすときの感かんじから、そんな気きはしてたんだよね。

　奏かなでの行こう動どうには、いろいろと謎なぞの部ぶ分ぶんがあるのも、たしかだし。

　どうやって、有あり馬ま家けの盗とう品ひんの場ば所しょを、見みつけだしているのかとか。

　それでも、昨日きのうの夜よる、奏かなでからあんな話はなしをきいたら、うたがったりなんてできない。

「わたし、奏かなでのことはうたがえないかも」

　ケイは怒おこるかと思おもったけど、

「うたがうのは、ぼくの仕し事ごとだ。アスカは、信しんじたままでいい」

　すんなりと、認みとめてくれる。

　うたがうのは、ケイの仕し事ごとか。

　ケイらしい言いい方かた。

　わたしは、自し然ぜんと笑え顔がおになる。

「狙ねらうのは、今日きょうの夜よるだよね」

「……ああ」

　わたしは、両りょう手てをグッとにぎりしめる。

「気き合あいいれて、いかなくっちゃね！」







　　　　７　計けい算さん外がいの事じ件けん




　深しん夜や。

　レッドの姿すがたで、わたしはターゲットの富ふ豪ごうの邸てい宅たくに忍しのびこんでいた。

　あたりは真まっ暗くらで、ところどころ設せっ置ちされたライトが屋や敷しきを照てらしている。

　植うえこみのかげに身みをひそめて、わたしはケイの指し示じを待まつ。

『いくぞ』

　うん！　こっちは、準じゅん備びオーケーだよ。

　ほどよい緊きん張ちょうが体からだをつつむ。

　次つぎのタイミングで、ケイの合あい図ずがくるはずだ。

　身みを乗のりだしかけたところで、

『──────ストップ。……アスカ、少すこし待たい機きだ』

　……って、おっとっと。

　な、なに？　どうしたわけ？

『屋や敷しきの様よう子すがおかしい。さわがしすぎる』

　ん？

　ケイの言こと葉ばに、わたしは目めをつぶり、あたりの気け配はいをさぐる。

　この時じ間かんなら、静しずまりかえっているはずなんだけど……。

　──たしかに、屋や敷しきの中なかで人ひとの動うごく気け配はいがする。

　10人にん……ううん、20人にんかな。少すくなくない数かず。

　こんな夜よ中なかに、どうして……？

　そう思おもっていると、門もんから作さ業ぎょう服ふくを着きた男おとこが５人にんほど、玄げん関かんにむかっていくのが見みえた。

「○×電でん機きです。電でん気き工こう事じにうかがいましたー」

　こんな夜よるおそくに？

「なにかおかしいよ、ケイ」

『こっちの狙ねらいが、ばれたか…………？』

　ケイにとっても予よ想そう外がいらしく、歯は切ぎれが悪わるい。

「でも、レッドのターゲットを知しってるのは、わたしたち以い外がいには……まさか、奏かなでが!?」

　思おもいうかべたくない名な前まえが、頭あたまをよぎる。

『いや、それはない。白しら里さと奏かなでの目もく的てきは、祖そ父ふ母ぼの盗ぬすまれた美び術じゅつ品ひんを、とりもどすことだ。レッドをワナにかけることじゃない』

　そっか、そうだよね。

　ケイに言いわれて、ほっと息いきをつく。

『それに、この様よう子すは警けい備びを強きょう化かしたという感かんじじゃない。……なにかおきたのかもしれない』

　なにかって？

『……調しらべてみる必ひつ要ようがあるな。行いけるか？』

「もちろん！」

　このまま、すごすごと帰かえるなんて、怪かい盗とうレッドとしてできないもんね！

　わたしは、ケイのナビで、邸てい宅たくの壁かべぎわに身みをひそめる。

　ほんとだ。

　ケイの言いうとおり、人ひとが多おおいのは邸てい宅たくの中なかだけみたい。

「よっと」

　わたしは、ワイヤーを２階かいの出で窓まどに飛とばして、ひっかける。

　ワイヤーをつたって壁かべをよじのぼると、開ひらいている出で窓まどから、邸てい宅たくの中なかに体からだをすべりこませる。

　おり立たったろう下かは、ふかふかの緑みどり色いろのカーペットがしいてある。

　いちおう、小ちいさな明あかりはついているけど、けっこう暗くらい。

　警けい備びしてるって、感かんじじゃないよね……。

　首くびをかしげつつ、奥おくに進すすむ。

「捜そう査さ会かい議ぎだ。いそげ！」

　声こえがきこえ、とっさに天てん井じょうにはりついて、息いきをひそめる。

　ろう下かのつき当あたりを、５人にんの男おとこたちが小こ走ばしりでいくのが見みえる。

　……あれ？

　今いまの顔かお、さっきの電でん気き工こう事じの男おとこたちじゃ……。

　どういうこと？

『なるほど。読よめてきた』

　なんなのこれ？

『おそらく、さっきの男おとこたちは警けい察さつだ』

「け、警けい察さつ!?　なんで、警けい察さつが待まちかまえてるの！」

　大おおきな声こえを出だしそうになって、あわてて口くちをつぐむ。

『警けい察さつは、邸てい宅たく内ないの警けい備びをしている様よう子すはない。レッドのためではないだろう』

　わたしたちのためじゃないって、それじゃあ、なんのためなわけ？

『まだ情じょう報ほうが少すくない。とにかく、さっきの男おとこたちの後あとを追おう』

「りょーかい」

　疑ぎ問もんに思おもいつつも、とにかくケイの指し示じにしたがう。

　天てん井じょう裏うらに忍しのびこみ、そこからケイのナビで、男おとこたちがむかった方ほう向こうをめざす。

『このあたりだな』

　ケイの言こと葉ばに、わたしは暗くら闇やみに目めを走はしらせる。

　よし、あそこに通つう風ふう口こうがある。

　はいながら近ちかづいていくと、通つう風ふう口こうから明あかりがもれだしている。

　下したをのぞきこむと、どうやらどこかの部へ屋やらしい。

　あわただしく、人ひとが行いき交かってる。

　その部へ屋やの中ちゅう央おうに、おかれたテーブル。

　テーブルのまわりのソファに、すわっている人ひとが見みえる。

　……………………って、ちょっと待まってよ！　なんでアイツがここにいるわけ!?

　ソファにすわる、白しろいジャケットすがたの青せい年ねん。

　堂どう々どうとした雰ふん囲い気きで、今いまもだれかと話はなしをしている。

　──白しら里さと響ひびき！　どうしてここに!?

『落おちつけ、アスカ。やつの今こん回かいの狙ねらいは、レッドじゃない』

　そ、そうかもしれないけど……。

　高こう校こう生せい探たん偵てい、白しら里さと響ひびき。

　奏かなでの兄あににして、世せ界かい屈くっ指しの名めい探たん偵ていの１人ひとり。

　そして、なぜかわたしたちとは、やたらと縁えんがある。

　そんな縁えん、ぜんぜんうれしくないんだけど。

『会かい話わはひろえるか？』

　オーケー、やってみる。

　ケイとの通つう信しんに使つかっているマイクを、集しゅう音おんモードに切きり替かえる。

　これで、遠とおい会かい話わも聞きこえるはずだけど……。

「……何なん度ども質しつ問もんにこたえているかと思おもいますが、ご協きょう力りょくください」

　おっ、響ひびきの声こえが聞きこえてくる。

　ばっちりだ。

「あらためて確かく認にんしますが、１時じ間かんほど前まえに物もの音おとを聞きき、ご令れい嬢じょうの部へ屋やを確かく認にんしにいったところ、姿すがたがなかったということでしたね」

「ええ……それで、こんなものが残のこされていて……ああ、どうか娘むすめを！　有あり栖すを助たすけてください！」

　響ひびきのむかい側がわにすわる、身みなりのいい30代だい半なかばぐらいの男おとこの人ひとが、取とり乱みだしてさけぶ。

「もちろんです。全ぜん力りょくをつくします」

　響ひびきは力ちから強づよくうなずいてみせる。

　いつもどおり、自じ信しんまんまんだ。

　うなずいて、男おとこの人ひととさらに話はなしをしている。

　テーブルの上うえには、小ちいさな紙かみが、ビニール袋ぶくろに入はいっておかれている。

　あれかな、今いま言いってた、「こんなもの」って。

　さすがに、そのままじゃ見みえない。それなら……。

　ゴーグルメガネをかけて、望ぼう遠えん機き能のうを使つかう。

　ズームを調ちょう節せつして……。

　肉にく眼がんだと、紙かみとしかわからなかったものが、文も字じまではっきりと読よめる。

　え～と……。





娘むすめは誘ゆう拐かいした

要よう求きゅうはあらためて連れん絡らくする






　メモ用よう紙しほどの大おおきさの紙かみに、印いん刷さつされた文も字じで、そう書かかれていた。

　ゆ、誘ゆう拐かい事じ件けん!?

「それでは、捜そう査さにむかいます」

　そのとき、響ひびきがソファから立たちあがった。

　──と、不ふ意いに顔かおを上あげて、天てん井じょうを見みた。

　その視し線せんが、わたしがいる通つう風ふう口こうのほうにむけられる。

　ギラリとした射い貫ぬくような視し線せんと、目めがあった気きがして、あわてて身みをすくめる。
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「白しら里さとくん、なにか気きになることでも？」

　近ちかくにいたスーツの男おとこの人ひと──おそらく刑けい事じが、響ひびきにたずねる。

「──いえ」

　響ひびきは首くびをふると、スッと通つう風ふう口こうから目めをそらした。

　ふうぅ……。

　見みつかったかと思おもった。

『情じょう報ほう収しゅう集しゅうは十じゅう分ぶんだ。ここからはなれる』

　だね。これ以い上じょうはあぶない。

　なんといっても、あの響ひびきだし。用よう心じんしておくに、こしたことはない。

　ここには、レッドをつかまえるためじゃないとはいえ、警けい察さつがうじゃうじゃいるし。

　ケイのナビで、天てん井じょう裏うらをつたって、屋や敷しきから外そとに出でる。

　警けい備びの目めは、こっちにむいていないから、脱だっ出しゅつも楽らくちんだったのは、助たすかったけど。

　十じゅう分ぶんに屋や敷しきからはなれたところで、わたしは人ひと気けがないのを確かく認にんして、一ひと息いきつく。

「ねえ、あの屋や敷しきで誘ゆう拐かい事じ件けんが起おきちゃったって、ことだよね？」

『そうだ。しかも、もっとやっかいなことがわかった』

　えっ、これ以い上じょうやっかいって、なに？

　もう十じゅう分ぶんに、やっかいだと思おもうんだけど。

『屋や敷しきの外そとの監かん視しカメラ映えい像ぞうをさぐってみたら、令れい嬢じょうが誘ゆう拐かいされるところが映うつっていた。誘ゆう拐かいされた娘むすめの首くびには、今こん回かいのターゲットのネックレスがあった』

　ええええええっ！　なんで!?

　そんな日にち常じょう的てきに、身みにつけるようなものなの？　高こう価かな品しななんだよね？

『ふだんから、身みにつけていたという情じょう報ほうは、なかったが……』

　ケイにも、判はん断だんがつかないみたい。

　それにしたって、予よ想そう外がいすぎだよ。

「じゃあ、わたしたちは、その誘ゆう拐かいされた女おんなの子こを助たすけ出だして、それからネックレスを盗ぬすまなきゃいけないってこと？」

　……ものすごく、ややこしいことになってる。

　でも……。

「なるほどね。大たい変へんそうだけど、のぞむところだよ。どっちにしろ、知しっちゃった以い上じょう、誘ゆう拐かいされた子こを、ほうっておくわけにもいかないし。助たすけ出だすのと、ネックレスを盗ぬすむのが、同どう時じにできるなら、問もん題だいないでしょ？」

　わたしの言こと葉ばに、ケイがすぐには答こたえない。

　もしも～し。ケイ？

『…………アスカらしい、能のう天てん気きさだな』

　あきれたような声こえで、ケイが答こたえる。

「なによぉ。ケイはちがう意い見けんなの？」

『いや。個こ人じん的てきにも、誘ゆう拐かいされた娘むすめは助たすけ出だしたい』

　へ？　個こ人じん的てきにって……知しり合あいなの？

『この屋や敷しきの持もち主ぬしは、宝ほう条じょうというんだ。娘むすめの名なは、有あり栖す。……アスカも知しっているはずだ』

　ん？

　そんな知しり合あいなんて、わたしにはいないはずだけど……あっ？

「ほうじょう……ありす…………あああっ！」

　放ほう課か後ごに、ケイが画が廊ろうに行いった目もく的てき。

　あの心こころをうばわれる、絵かい画がを描かいた子こ。

　そうだ。たしかに、そういう名な前まえだった。

『そうだ。誘ゆう拐かいされたのは宝ほう条じょう有あり栖す。たった９歳さいの天てん才さい画が家かだ』
















　　　　１　スターの悩なやみ





　　　はあぁぁぁ



　盛せい大だいなため息いきをついて、私わたし──幸ゆき村むら涼すず香かは教きょう室しつの自じ分ぶんの机つくえで、腕うでを組くんでいた。

　しかめ面つらをしているのが、自じ分ぶんでもわかる。

　クラスメイトはお昼ひるごはんを食たべながら、楽たのしそうにおしゃべりしている。

　私わたしもその輪わの中なかに、くわわりたいところなんだけど……。

「涼すず香か、どうしたの？　むずかしい顔かおをして」

　不ふ意いにきれいな長ながい黒くろ髪かみが、ふわりとなびいて、視し界かいに入はいる。

　顔かおを上あげると、目めの前まえに、折おり原はら詩し織おりが立たっていた。

　背せ中なかにかかる長ながい黒くろ髪かみに、少すこしばかりきつそうに見みえる目め鼻はな立だち。

　校こう則そく通どおりのスカート丈たけに、スカーフもきれいに結むすばれている。

　詩し織おりとは、中ちゅう等とう部ぶからずーっと同おなじクラスという縁えんの深ふかい親しん友ゆうだ。

　中ちゅう等とう部ぶでは生せい徒と会かい長ちょうをつとめ、高こう等とう部ぶでも生せい徒と会かいに所しょ属ぞくしている。

　おちゃらけた私わたしと、生き真面まじ目めな詩し織おりが友とも達だちでいることを、不ふ思し議ぎがられたりもする。

　だけど、性せい格かくなんて似にてないほうが、案あん外がいうまくいくんじゃないかと、私わたしは思おもってるけどね。

　……ま、詩し織おりにはきいたことないけど。

「あれ、生せい徒と会かいはどうしたんだい？」

　私わたしは両りょう手てを広ひろげて、大おおげさに首くびをかしげた。

「今いまは仕し事ごとが少すくない時じ期きだから、昼ひる休やすみはお休やすみ。それに佐さ伯えき会かい長ちょうにも、ときどき休やすむように言いわれているし。……それと涼すず香か、また芝しば居いがかってるわよ」

「あれ？　またやっちゃったか。どうもくせでさ」

　気きをぬくと、日にち常じょうでも芝しば居いがかった動うごきをしてしまうんだよね。

　……それも男だん性せい的てきな。

　中ちゅう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶで、男おとこ役やくばかりやってたせいだっていうのは、わかってるんだけど。

「でも、いいじゃないか。詩し織おりもたまには休やすまないとね」

　この学がく園えんの生せい徒と会かいは、とんでもなくいそがしいらしく、詩し織おりは中ちゅう等とう部ぶのころから、休やすみ時じ間かんは教きょう室しつにいないことが多おおい。

「どうも、落おち着つかないけれどね。それはそれとして…………なにか心しん配ぱいごと？」

　詩し織おりが、クールな視し線せんをむけてくる。

　はは、どうやら、ごまかせそうにない。

「……まあ、ちょっと悩なやみごと。詩し織おり、お昼ひるご飯はんは？」

「これから、食たべるところだけど」

「じゃあ、いっしょに食たべよっか」

　私わたしの前まえの席せきのクラスメイトに断ことわって、詩し織おりはイスを借かりて、私わたしとむかい合あうようにすわる。

　それで？　と詩し織おりが目めできいてくる。

　そう、せかさなくたって、答こたえるよ。

「ほら、私わたしは高こう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶに入はいったでしょ。この間あいだ、次じ回かいの舞ぶ台たいのオーディションがあって、役やくがもらえたの」

「ほんと!?　すごいじゃない」

「ありがと。ただ、もらえたのが、貴き族ぞくの娘むすめの役やくなんだよね……」

　私わたしは、お弁べん当とうの玉たま子ご焼やきをかじりながら、説せつ明めいする。

　中ちゅう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶは部ぶ員いんが少すくないせいで、背せの高たかい私わたしは、だいたい男おとこ役やくをやってた。

　でも、高こう等とう部ぶは、男だん子し部ぶ員いんが充じゅう実じつしてて、必ひつ然ぜん的てきに女おんな役やくがわりふられることになったんだ。

「女おんな役やくっていうのもひさしぶりな上うえに、どうにも上じょう流りゅう階かい級きゅうのイメージがつかめなくってさ……」

　小ちいさくため息いきをつく。

　我わが家やは、特とく別べつお金かね持もちでもないし。

　それに、うちの高こう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶは、レベルが高たかい。

　１年ねん生せいで、名な前まえのある役やくに選えらばれた以い上じょう、下手へたな演えん技ぎはできない。

　そう考かんがえると、役やくづくりがむずかしくって……。

「涼すず香かでも、そういうことあるのね」

　詩し織おりが、めずらしいものを見みた、という顔かおで私わたしを見みる。

「そりゃ、あるよ。人ひとをなんだと思おもってるの」

「だって、涼すず香かが演えん技ぎで迷まよってるところを見みたの、中ちゅう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶに入はいったころ以い来らいだもの」

「部ぶ長ちょうをやってた中ちゅう等とう部ぶのときとちがって、今いまは演えん技ぎだけに集しゅう中ちゅうできるからね。それに、先せん輩ぱいの演えん技ぎのレベルを見みてると、もっと成せい長ちょうしなくちゃって、あせったりするもんなの」

　私わたしは、不ふ満まんで口くちをとがらせて、むくれる。

「ごめんなさい。すねないでよ」

「すねてるわけじゃないけどね……。本ほん気きでなやんでるんだよ。

　──『やっとお目めにかかれました。あなたにこのことをお伝つたえするために、やってきたのです！』」

　立たち上あがると、演えんじてみせる。

　おおっ！　と教きょう室しつにいるクラスの女じょ子しが拍はく手しゅをしてくれた。

「かっこいいよー、涼すず香か！」

「ありがとう」

　私わたしは手てを上あげて、声せい援えんに応こたえる。

「今こん度どはどんな王おう子じ？」

　王おう子じ？　ガクッ。

「……演えん技ぎ力りょくはさすがだけど、足あしを開ひらきすぎよ。仁に王おう立だちした貴き族ぞくの娘むすめなんていないでしょう」

　詩し織おりが私わたしの足あしもとを見みて、ため息いきをつく。

「うっ……難むずかしいんだよ、娘むすめ役やくって」

　私わたしはがっくりと肩かたを落おとして、イスにすわり直なおす。

　自じ覚かくはあるんだけど、なかなか直なおせないんだよなぁ。

「……しかたないわね、役やく作づくりに、ひと役やく買かってあげるわ。涼すず香か、来らい週しゅうの月げつ曜よう日びってヒマ？」

　詩し織おりが、急きゅうに話はなしを変かえてくる。

「来らい週しゅうの月げつ曜よう？　……ああ、祝しゅく日じつだっけ。その日ひは自じ主しゅ練れんだから、ヒマといえばヒマだけど」

　とつぜんの話わ題だいの変へん更こうに、とまどいつつ答こたえる。

「パーティーに招しょう待たいされてるの。涼すず香かもいっしょに行いかない？」

「へ？　パーティー？」

　おもわず、間まの抜ぬけた返へん事じをしてしまう。

「堅かた苦くるしいものじゃなくて、昼ひる間まの野や外がいパーティーよ。父ちちが出しゅっ席せきできないから、わたしが代かわりに出でることになっていて。そこに、１人ひとり同どう伴はんしていいと言いわれているの」

　そういえば、詩し織おりは学がく園えん理り事じ長ちょうの娘むすめだったっけ。

　そんなそぶりを見みせないから、つい忘わすれがちだけど。

「でもそれ、私わたしが行いっていいの……？」

　どう考かんがえても、場ばちがいな気きがする。

「だって、上じょう流りゅう階かい級きゅうのイメージがつかめないんでしょう？　さすがに昔むかしの貴き族ぞくとまではいかないけど、ご令れい嬢じょうもくるはずだから、参さん考こうにはなるんじゃないかしら」

「う～ん……たしかにそれは一いち理りあるかな」

　ご令れい嬢じょうを近ちかくで見みる機き会かいなんて、そうそうない。

　魅み力りょく的てきなさそいかも……。

「パーティーに来きていく服ふくは、こっちで用よう意いするから。どう？」

　今いまはどんなものでも、役やくづくりの参さん考こうになるなら、ためしてみたい気き持もちもある。

　よし！

「せっかくのおさそいだしね。しかも、演えん技ぎの参さん考こうになるなら、断ことわる理り由ゆうはないよ」

「なら、決きまりね。細こまかい予よ定ていは、あとでメールしておくから」

　詩し織おりはいそいそと、スマホのスケジュールにメモしている。

　その様よう子すをみて、私わたしは心こころの中なかでクスリと笑わらう。

　自じ分ぶんだって、生せい徒と会かいで大たい変へんなのに、こうやって人ひとの世せ話わをやくんだから。

　中ちゅう等とう部ぶのときは「氷のアイス女王クイーン」なんてよばれてたけど、本ほん当とうはお人ひとよしもいいところ。

　せっかく親しん友ゆうが世せ話わをやいてくれるんだし、私わたしはなにか役やくづくりの、手てがかりをつかまないと。

　高こう等とう部ぶでの初はじめての舞ぶ台たい。

　先せん輩ぱいたちを、おどろかすぐらいの気き持もちで挑いどまなくっちゃ、おもしろくないものね。







　　　　２　パーティーは徒と歩ほで




　電でん車しゃにゆられること、１時じ間かん半はん。

　駅えきの改かい札さつを出でると、遠とおくに緑みどりのしげった山やま々やまが見みわたせた。

「なんて、素す敵てきなところなんだ！」

　両りょう手てを広ひろげて、くるりとターンをする。

　パーティーに行いく約やく束そくをした日ひ。

　私わたしは詩し織おりといっしょに、会かい場じょうにむかっていた。

「はいはい。大おおきな声こえを出ださないで。無む闇やみにターンもしない。……でも、そうね。だから、別べっ荘そう地ちとしてつかわれているんだと思おもうわ。緑みどりは多おおいけれど、駅えきはきれいでしょ？」

　詩し織おりが、やけにきれいなつくりの駅えき舎しゃを、目めでしめす。

　たしかに、自し然ぜんが多おおくてビル１つないのに、駅えき舎しゃは豪ごう華かだし、そのまわりもゴミが落おちてたりしないで、清せい潔けつに保たもたれている。

　高こう級きゅう別べっ荘そう地ちって感かんじだ。

「さあ、ここからはバスよ」

　詩し織おりがスマホで地ち図ずを確かく認にんしながら、バス停ていのほうへ歩あるいていく。

　バスの時じ間かんを確かく認にんすると、５分ふんほどでバスがやってきた。

　電でん車しゃの到とう着ちゃく時じ間かんと、あわせてあるらしい。

　バスに乗のりこむと、ほかに乗のっているお客きゃくさんはいなくて、ガランとしている。

　あまり、使つかわれていないんだろうか。

　そのわりには、座ざ席せきもふわふわで、いつも乗のるバスとは、ちょっとちがう感かんじだ。

「ほかに人ひとが乗のっていないのは、この洋よう服ふくだし、助たすかるけどね」

　私わたしは、自じ分ぶんの服ふくを見みて、ため息いきまじりに言いう。

「まだ、なれないの？」

　詩し織おりはそんな私わたしを見みて、おかしそうに笑わらう。

「そうそう、なれないよ」

　今日きょう、詩し織おりに貸かしてもらった服ふくは、すその広ひろがったコバルトブルーのドレス。

　それに、上うえから白しろいボレロをはおっている。

　舞ぶ台たい衣い装しょうだったら、ぜんぜん違い和わ感かんがないけど、ふつうに出で歩あるく服ふくだとは思おもえない。

　まずまちがいなく、自じ分ぶん１人ひとりだったら選えらばない。

　電でん車しゃの中なかとか、落おち着つかなくてしょうがなかったんだから。

　詩し織おりは、私わたしのと似にたデザインの、ゴールドベージュのドレス。

　堂どう々どうとしてて、さすが着きなれている感かんじがする。

「ここで、降おりるわよ」

　そんなことを考かんがえているうちに、着ついたらしい。

　詩し織おりが停てい車しゃボタンを押おして、バスを降おりる。

　私わたしもあとについて降おりると、目もく的てき地ちはすぐにわかった。

　きれいに手て入いれされた街がい路ろ樹じゅがならび、別べっ荘そうがいくつも建たっている。

　その中なかでも、３００メートルほど先さき──

　ひときわ目め立だつ、お屋や敷しきが建たっていた。

　あたりの整せい然ぜんと整ととのえられた森もりの中なかに、真まっ白しろな壁かべが日ひ差ざしにかがやいて、まぶしいぐらい。

　ちょっとしたお城しろみたいに見みえる。

「おおっ！　もしかしてあそこがパーティー会かい場じょう？」

　私わたしは、お屋や敷しきにむけて走はしり出だす。

「こら、涼すず香か。ドレスで走はしらないの！」

　詩し織おりにとがめられて、あわててストップする。

「ごめん、つい……。でも、お金かね持もちって、いるところにはいるもんだよね。花はな里さとさんのときも思おもったけど」

　私わたしはお屋や敷しきを見み上あげて、その大おおきさにあっけにとられる。

「わたしも、屋や敷しきのことはよくは知しらないんだけどね。こういう人ひとたちって、知しり合あいの知しり合あいみたいなものでも、招しょう待たいしたりするのよ」

「それをいったら、詩し織おりもそういう人ひとたちに、入はいるんじゃないの？」

「うちはお金かね持もちというより、ちょっと有ゆう名めいな学がく園えんの理り事じ長ちょうというのが、興きょう味みをひくみたいね。父ちちもうんざりした顔かおを、してることがあるもの」

　詩し織おりが肩かたをすくめる。

「なるほどね……上じょう流りゅう階かい級きゅうのしがらみという感かんじかな」

　こういう世せ界かいに縁えんがあるというのも、それはそれで大たい変へんらしい。

　お屋や敷しきに近ちかづくにつれて、黒くろ塗ぬりの高こう級きゅう車しゃや、タクシーが道どう路ろを走はしっていく。

　敷しき地ちの中なかに入はいっていくところをみると、招しょう待たい客きゃくなんだろう。

「電でん車しゃとバスを乗のりついできたのは、わたしたちぐらいだと思おもうわ」

　そう言いって、詩し織おりは笑わらう。

　次つぎ々つぎと高こう級きゅう車しゃやタクシーが、敷しき地ちの門もんをくぐっていく中なか、私わたしと詩し織おりは歩あるいて門もんの前まえまでいく。

「ようこそ、いらっしゃいました。ご招しょう待たい客きゃくの方かたですか？」

　フォーマルな執しつ事じ服ふくの年ねん配ぱいの男おとこの人ひとが、うやうやしく声こえをかけてくる。

「はい。こちらが招しょう待たい状じょうです」

　詩し織おりがバッグから、招しょう待たい状じょうを取とり出だし、男おとこの人ひとに見みせる。

　それを確かく認にんしている間あいだに、私わたしはまわりに視し線せんをめぐらす。

　門もんの横よこや、敷しき地ちの中なかのあちこちに、燕えん尾び服ふくの男おとこが立たっている。

　お客きゃくさんの案あん内ないなんだろうけど、背せが高たかい上うえに、両りょう肩かたがもりあがった強つよそうな体たい格かくの人ひとばかり。

　あたりを見みまわす表ひょう情じょうも、あまりやわらかい感かんじじゃない。

　警けい備び員いんも兼かねてたりするのかな……？

「どうぞお入はいりください。会かい場じょうは中なか庭にわでございます。車くるまを回まわしましょうか」

　執しつ事じが言いってくれる。

　たしかに、お屋や敷しきまでは広ひろい庭にわになっていて、横よこ切ぎるだけでもずいぶんかかりそう。

　でも……。

「いいえ、歩あるいていきますので、だいじょうぶです」

　せっかくだもんね。

　私わたしと詩し織おりは、ならんで歩あるきだす。

　門もんから中なかは、広ひろ々びろとした庭てい園えんが広ひろがっていた。

　青あお々あおとした植うえ木きは、きれいに形かたちが整ととのえられ、それだけで芸げい術じゅつ品ひんのよう。

　その中なかに、見み事ごとに手て入いれされた、バラ園えんが広ひろがっていた。

「わぁ……ここを公こう開かいするだけでも、お金かねがとれそうだね」

　私わたしは、庭てい園えんを見みわたしながら言いう。

「お金かねがとれるようなものを、自じ分ぶんだけのものにするから、お金かね持もちっていうんでしょう」

「たしかに」

　詩し織おりの言こと葉ばに、私わたしは肩かたをすくめる。

「それにしても、ここからじゃ、中なか庭にわを確かく認にんしようがないね」

　私わたしは歩あるきながら、あまりの広ひろさに、あきれてため息いきをつく。

　車くるまが次つぎ々つぎと入はいっていただけあって、車しゃ道どうが整せい備びされていて、奥おくには駐ちゅう車しゃ場じょうがあるらしい。

　とんでもない広ひろさに、あぜんとするしかない。

「さすがにこれだけの規き模ぼの敷しき地ちは、そうそうないわね。都と会かいからはなれた場ば所しょだからだと思おもうけど」

　詩し織おりも目めを丸まるくして、まわりを見みている。

「……なにか悪わるいことでもして、もうけてるんじゃない？」
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「こら。だれかにきかれたら、どうするの」

「冗じょう談だんだって」

　もちろん、詩し織おりも本ほん気きで怒おこったわけじゃない。

　だって、歩あるいているのは、私わたしたちぐらい。

　ほかの招しょう待たい客きゃくは、車くるまで通とおっていってしまうし、気きをつける相あい手てといえば、ときどき立たっている、黒くろ服ふくの、やけにいかめしい男おとこたちだけ。

「さあ、少すこしいそぎましょう」

「そうだね。のんびりしていると、お屋や敷しきにつくまでに、日ひが暮くれてしまいそうだし」

　日ひが暮くれるのは冗じょう談だんにしても、パーティーに遅ち刻こくするのは、あながちまちがってもいないかも。

　詩し織おりもそう思おもったのだろう。

　私わたしと視し線せんをかわすと、見みぐるしくない程てい度どに、早はや足あしでお屋や敷しきにむかった。







　　　　３　上じょう流りゅう階かい級きゅうの取しゅ材ざい




　パーティー会かい場じょうにつくと、すでにかなりの招しょう待たい客きゃくが、やってきていた。

　あざやかな色いろのドレスに身みをつつんだ女じょ性せいたちや、見みるからに高こう級きゅうそうなフォーマルスーツを着きこんだ男だん性せいたちが談だん笑しょうしている。

　うわっ、場ばちがいっぽい……！

　はなやいだ空くう気きに、おもわず一いっ歩ぽ身みをひきたくなる。

　会かい場じょうを見みまわすと、50メートル四し方ほうぐらいのスペースに、大おおきなテーブルが、間かん隔かくをおいておかれていた。

　あるテーブルでは、ひと抱かかえはあるような固かたまり肉にくがまるごとおかれて、白しろいコックコートの男だん性せいが切きりわけている。

　そうかと思おもえば、メイド服ふく姿すがたの女じょ性せいが、見みたことのないような、肉にくや野や菜さいをつかった色いろあざやかな料りょう理りが盛もられたお皿さらを、ひっきりなしにテーブルに運はこんでくる。

　見みなれたサンドイッチや、カットフルーツがあるのには、ちょっとほっとしたけれど、あれもきっと、食たべたことがないくらい高こう級きゅうなんだろうな。

「……じつは、このかっこう、派は手ですぎないかと不ふ安あんだったんだけど、よけいな心しん配ぱいだったね」

　私わたしは自じ分ぶんのドレスのすそをつかんで、小ちいさくため息いきをつく。

　全ぜん身しんが金きん色いろで被おおわれた人にん魚ぎょみたいなロングドレスを着きた女じょ性せいが、目めの前まえを通とおっていく。

　あれに比くらべたら、私わたしの服ふくなんて、地じ味みすぎて逆ぎゃくに目め立だってしまうぐらいだ。

「わたしたちは電でん車しゃできているし、涼すず香かもこれ以い上じょうの派は手でなかっこうは嫌いやだろう、と思おもったの」

「さすがに、それはかんべんしてほしいね」

　私わたしは詩し織おりにむけて、苦く笑しょうする。

「ふふっ。でも、涼すず香かならなんでも着きこなしそうだけどね。そのドレスだって、ちゃんと似に合あってるわよ」

　詩し織おりが、私わたしのことを上うえから下したまで見みて、ほほ笑えむ。

「……ありがと」

　私わたしはそっけなく、お礼れいを言いう。

　舞ぶ台たい上じょうでもなく、舞ぶ台たい衣い装しょうでもない姿すがたをほめられるなんて、なれてない。

「さあて！　演えん技ぎのために観かん察さつするぞ！」

「ふふふっ……そうね」

　詩し織おりが、私わたしの照てれかくしを見みすかしたように笑わらう。

　こういうときは、つきあいの長ながさがうらめしい。

「ほら。あれ、おいしそうっ！」

　私わたしは詩し織おりを気きにせずに、食しょく事じに手てをのばす。

「がっつかないの。ここに、なにしにきたのか、覚おぼえてる？」

「……そうでした」

　貴き族ぞくの娘むすめらしい、上じょう流りゅう階かい級きゅうのしぐさを学まなぶため。

　まわりを見みても、料りょう理りにとびつく人ひとは、まったくいない。

　……そりゃそうか。

「でも、これおいしいっ！」

　私わたしはお皿さらにとった、料りょう理りをひと口くちほおばる。

　中ちゅう心しんにほんの少すこしレア（生なま）な部ぶ分ぶんを残のこして焼やいた牛ぎゅう肉にくをうすく切きって、ぶどうのソースがかけてある。

　フルーティーで上じょう品ひんな味あじがして、おいしい。

　……っと。料りょう理りを楽たのしみにきたんじゃなかった。

　あまりにおいしすぎるから、すぐに目もく的てきを忘わすれそうになるよ。

　料りょう理りがのったお皿さらを持もちながら、私わたしは視し線せんをまわりの女じょ性せいたちにむける。

　50、60代だいの年ねん配ぱいのご夫ふう婦ふが多おおいけど、20代だいぐらいの人ひとも混まざっている。

　みんな共きょう通つうしているのは、着き飾かざっていても、まるでジーンズを履はいてるみたいに自し然ぜんな雰ふん囲い気きだということ。

　リラックスしてるんだけど、いつも、しゃんと背せすじが伸のびてる。

　フォークを口くちに運はこぶときも、あごをつき出だしたりしない。

　笑わらうときに、さりげなく口くちもとに手てをやるしぐさとか。

　ゆったりと、優ゆう雅がだ。

　それにマナーも、参さん考こうになる。

　たとえば、飲のみ物もののグラスの持もち方かた。

　脚あしの部ぶ分ぶん（ステムというらしい）を持もつのが、正ただしいのかと思おもっていたけど、みんなボウルの部ぶ分ぶんを持もっている。

　詩し織おりにきいてみたら、

「ワインの品ひん評ぴょう会かいなら、ステムを持もつのが正ただしいのだけど、パーティーの場ばではボウル部ぶ分ぶんを持もつのが、ふつうよ。人ひとが行いき交かう立りっ食しょくパーティーは、安あん定ていした持もち方かたをするほうが、重じゅう要ようだしね。こぼしたりして、服ふくにシミをつけてしまったら、大たい変へんでしょ」
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　だそう。

　細こまかいことだけど、そういう積つみ重かさねが、演えん技ぎに真しん実じつ味みを持もたせるのを経けい験けん上じょう、私わたしは知しってる。

　野や外がいパーティーっていうのも、よかったのかも。

　形けい式しきにこだわらないから、よけいにふだんのマナーや上じょう品ひんさがうかがえて、参さん考こうになる。

「でも、このパーティーは、なにが目もく的てきなわけ？　お祝いわいでもなさそうだし」

　私わたしは、おしゃべりばかりしている、招しょう待たい客きゃくを見みる。

　最さい初しょに、主しゅ催さい者しゃのあいさつがあったのかもしれないけど、少すこしばかりおくれたせいで、聞ききのがしたみたいだし。

「目もく的てきは、いちおう交こう流りゅうということになっているわね。意い味みもないパーティーなんて、けっこうあるのよ。人じん脈みゃくを広ひろげるため、とかね」

「ふ～ん、なるほどねぇ。それで、みんな積せっ極きょく的てきに話はなしをしているわけね」

　詩し織おりの説せつ明めいに、納なっ得とくする。

　ここにいるのは、お金かね持もちや名なの通とおった人ひとや、その関かん係けい者しゃなのだから、知しり合あいになっておいて、ソンはないってことか。

　私わたしはしばらく料りょう理りを食たべながら、のんびりとパーティーをすごす。

　幸さいわい、私わたしと詩し織おりに話はなしかけてこよう、という人ひとはいなかったし。

　……まあ、服ふく装そうとか見みた目めで判はん断だんされたんだと思おもう。

　私わたしとしては、そのほうがゆっくり観かん察さつできるし、助たすかるんだけどね。

「すみません、リンゴジュースくださいますか？」

　通とおりかかったウェイター姿すがたの人ひとに、声こえをかける。

　そのとたん、くるり、とその人ひとがふり返かえった。

　えっ……？

「──はい、すぐにお持もちします」

　サッとウェイターは頭あたまを下さげて、はなれていく。

「どうかしたの？」

　詩し織おりが、私わたしの様よう子すに声こえをかけてくる。

　ただ、ちょっとあの男おとこの人ひとの目めが、ウェイターにしては、するどすぎた気きがしたってだけだし……。

「……ううん、なんでもない」

　たぶん、気きのせいだ。

　それから１時じ間かんほどして、

「……ちょっと、お手て洗あらい」

　私わたしは詩し織おりにつげて、その場ばをはなれる。

　トイレはお屋や敷しきの中なかのものを、借かりられる。

　トイレでは、女じょ性せいがお化け粧しょうを直なおしたり、ひっきりなしに、出で入いりがあった。

　私わたしは用ようを足たすとすぐに出でて、お屋や敷しきの中なかに目めをむけた。

　やっぱり中なかも豪ごう華かなつくりをしてる。

　格こう子し窓まどから差さしこむ光ひかりが、青あお色いろの絨じゅう毯たんをキラキラと、かがやかせている。

　パーティー会かい場じょうは庭にわだけだから、本ほん当とうは入はいっちゃいけないんだろうけど……ちょっとくらいなら、いいよね？

　入いり口ぐちとは反はん対たい側がわの廊ろう下かにそっと足あしをふみいれて、キョロキョロする。

　こんなお城しろみたいなお屋や敷しきに入はいるなんて、もうないかもしれないし。

「…………っと、あんまり歩あるきまわってたら、しかられるかな」

　目め新あたらしくて、どんどん来きてしまったけど。

「詩し織おりを待またせておくと、心しん配ぱいかけそうだな。もどろう」

　そう思おもい、足あしを止とめて、もときたろう下かをもどろうと、したときだった。

　ろう下かの先さきに、小ちいさな女おんなの子こが立たっているのが見みえた。

　年としは８、９歳さいぐらいだろうか。

　青あおいドレスに身みをつつみ、長ながい黒くろ髪かみを三みつ編あみにして、左さ右ゆうにたらしている。

　──お人にん形ぎょうさん？

　でもすぐに、その考かんがえを打うち消けす。

　ドレスを着きているっていうことは、今日きょうのパーティーの招しょう待たい客きゃくだろう。

　迷まい子ごと考かんがえるのが、自し然ぜんかな。

　まわりに人ひとはいない。

　私わたしが声こえをかけたほうがよさそうだ。

　女おんなの子こに近ちかづいていくと、気け配はいに気きづいたのか、女おんなの子こがこちらをふりむいた。

「あら、ちょうどよかったわ」

　女おんなの子こが、見み下くだしたような目めで言いう。

　こちらから、声こえをかけるつもりだったから、一いっ瞬しゅん、反はん応のうにまよう。

　その間あいだに、つづけて女おんなの子こが言いった。

「わたくしは、アリス。ちょっと、お散さん歩ぽにつきあってくださらない？」
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　　　　４　アリスのお散さん歩ぽ




「お、お散さん歩ぽって……」

「お散さん歩ぽは、お散さん歩ぽよ。知しらないの？」

「いや、それは知しってるけど。……え～と、君きみのご両りょう親しんは？」

　女おんなの子こ──アリスの言こと葉ばに、あっけにとられつつも、私わたしは気きをとり直なおす。

「さあ、今いまごろあわてているかもね」

　アリスはそう言いうと、口くちもとをおさえて、クスクスと笑わらう。

　そういうしぐさを見みると、いかにもお嬢じょうさまといった雰ふん囲い気きだ。

「かもね、って。いたずらっ子こだなぁ。まあ、そういうのは嫌きらいじゃないけどね」

　いたずらなら、私わたしの得とく意い分ぶん野やだ。

「ふ～ん……」

　アリスは、私わたしのことを小こ首くびをかしげて、興きょう味み深ぶかそうに見みる。

「それで、どこを散さん歩ぽするの？」

「つきあってくださるの？」

　アリスは、意い外がいそうな顔かおをする。

「つきあえって言いったのは、そっちだろう。おもしろそうなのは、好すきだからね」

　本ほん当とうは、ご両りょう親しんのところに連つれていくべきだけど、ムリヤリ連つれていくわけにもいかないしね。

　こういうときは、ついていったほうが、安あん心しんってこともある。

　それに、もう少すこしお屋や敷しきの中なかを歩あるきまわりたい気き持もちもあるし。

「あなた、おもしろいわ。特とく別べつに、ついてきてもいいわよ」

　アリスは、くちびるの端はしをキュッと上あげ、ゆかいそうに笑わらう。

　つきあってくださらない？　って言いったのはそっちなのに。

　完かん全ぜんな上うえから目め線せんだけど、不ふ思し議ぎと気きにならない。

　これが、生うまれ持もった上じょう流りゅう階かい級きゅう気き質しつとでも、いうのだろうか。

　意い外がいと、演えん技ぎの参さん考こうになるかもしれない。

　そのとき、

「あ、いた。もう涼すず香か、どこに行いってるのよ。いつまでももどってこないから、さがしたじゃない……えっ？」

　やってきたのは詩し織おり。

「こちらのお嬢じょうさんは？」

「アリスって言いうんだって。ちょうど今いま、散さん歩ぽのおさそいを受うけたところだよ」

「知しり合あいなの？」

「いや、ぜんぜん」

　私わたしは肩かたをすくめる。

「今いまさっき知しり合あったんだよ。で、おつきあいすることにしたら、アリスお嬢じょうさまからも許きょ可かが出でた、というところ」

「どういうことよ、それ……」

　詩し織おりがあきれたように、がっくりとうなだれる。

　常じょう識しき人じんの詩し織おりは、こういう展てん開かいは苦にが手てっぽい。

「なにを話はなしているの？　さあ、行いくわよ」

　アリスは少すこし不ふ満まんげな顔かおで言いうと、お屋や敷しきの奥おくにむかって、スタスタと歩あるき出だす。

　私わたしと詩し織おりだけで話はなしているのが、気きに入いらなかったのかもしれない。

「……ということらしいから、行いこうか詩し織おり」

　私わたしは詩し織おりに声こえをかけ、アリスのあとを追おう。

「えっ？　なに？　なんなのよ、涼すず香か」

　めずらしくあわてた様よう子すで、詩し織おりが私わたしについてくる。

　人ひとに巻まきこまれるのって、意い外がいと嫌きらいじゃない。

　さて。

　このお嬢じょうさまは、いったいどこへ連つれてってくれるのかな？

　私わたしはワクワクしながら、アリスに追おいつこうと、歩あるくスピードを速はやめた。







　前まえを歩あるく、青あおいドレスのアリスは、軽かるい足あし取どり。

　その様よう子すに、ふと「不ふ思し議ぎの国くにのアリス」を思おもいうかべる。

　……まあ、迷まよいこまされているのは、私わたしたちのほうだけれど。

　アリスはどんどん歩あるいていく。

　お屋や敷しきの持もち主ぬしの知しり合あいなのかな？

　片かた側がわに窓まどが、反はん対たい側がわにドアがならぶ景色けしきがつづいている。

　何なん回かいか、アリスがろう下かを曲まがったりしたから、見みえている外そとの景色けしきは中なか庭にわではなさそう。

　それにしても……。

　歩あるきながら、わたしはふしぎな違い和わ感かんを覚おぼえていた。

　なにが、おかしく感かんじるんだろう……？

　建たて物ものには広ひろ々びろとした天てん井じょうに、年ねん代だいを感かんじさせる、太ふとい大おおきな、木きの柱はしら。

　白しろい窓まどわくに、床ゆかはふかふかの絨じゅう毯たんがしかれている。

　豪ごう邸ていなのはまちがいない。

　だけど、なにかが…………あっ。そうだ！

　お屋や敷しきの中なかに、ぜんぜん花はなや植うえ木きが飾かざられていない。

　掃そう除じはされてるけれど、なにもない、そのまま。

　庭にわはあれだけキレイだったのに、室しつ内ないにはまったく飾かざりけがなくて、まるでだれも暮くらすことがない、器うつわのような……。

　人ひとが暮くらすためには使つかわれていないような……。

　──まさか、ね。こんな素す敵てきなお屋や敷しきなのに。

　そんなことを考かんがえていると、

「あなたたちの、お名な前まえは？」

　歩あるきながら、アリスがきいてくる。

「そういえば、名な乗のってなかったっけ」

　いまさらだけど、アリスが私わたしたちにやっと興きょう味みを持もった、ということかな。

「私わたしは幸ゆき村むら涼すず香か。こっちは、折おり原はら詩し織おりだよ」

　とりあえず、放ほうっておけなくてついてきたらしい詩し織おりのことも、紹しょう介かいする。

「涼すず香かに、詩し織おりね」

　年とし上うえをいきなり名な前まえ呼よびで、しかも上うえから目め線せん。

「アリスは、どっかのお嬢じょうさまなんだよね？」

　今こん度どは私わたしから、質しつ問もんしてみる。

「……それほどでもないわ」

　ドレスを見みても、ぜんぜん「それほどでも」って感かんじじゃない。

「なんで、お散さん歩ぽ？」

　迷まい子ごという感かんじではないし、どうせ散さん歩ぽをするなら、お屋や敷しきの中なかより、外そとのほうが景色けしきがよさそうなのに。

「それは、用ようがあるからよ」

　アリスは、そっけなく答こたえる。

「用ようって？」

　けげんに思おもいつつたずねたとたん、アリスが急きゅうに立たち止どまった。

「おっとと……どうしたの？　急きゅうに立たち止どまって」

　アリスはだまったまま、ろう下かの先さきに視し線せんをむけている。

　私わたしもそちらをむくと、茶ちゃ色いろい木もく製せいのがっちりとした、大おおきなドアがあった。

　そこのわきにイスがおかれ、燕えん尾び服ふくの男おとこが、すわっていた。

　お屋や敷しきの外そとにいた男おとこたちと同おなじように、筋きん肉にくで肩かたがもりあがっている。

　やっぱり、スタッフという感かんじじゃない。

　むしろ「見み張はり」みたいな……。

「ここから先さきは立たち入いり禁きん止しってこと？　でも、それなら見み張はりみたいに人ひとをたてなくても、張はり紙がみでもして、カギをかけておけばいいのに」

　私わたしは首くびをかしげる。

「わたくしの用ようがあるのは、あの先さきよ」

　アリスはそう言いうと、正しょう面めんからドアにむかって歩あるき出だす。

「ちょ、ちょっと！」

　私わたしは声こえをひそめつつ、アリスを引ひきとめようとする。

　当とう然ぜん、燕えん尾び服ふくの男おとこに、止とめられるに決きまってる。

　こんなお屋や敷しきの奥おくまで入はいり込こんだだけでも、怒おこられそうなのに！

　となりの詩し織おりも、同おなじことを考かんがえていたらしい。

　視し線せんを交かわすと、いそいでアリスのもとに、走はしりよる。

　……って、あれ？

　アリスが、男おとこの間ま近ぢかまで近ちかづいても、立たち上あがるどころか、顔かおを上あげる様よう子すもない。

　あっ。

　近ちかづいてみて、私わたしは気きづく。

　男おとこは、イスにすわったまま、眠ねむっている。

　よっぽど熟じゅく睡すいしているのか、アリスがそばに立たっても、私わたしたちがかけよっても、起おきる気け配はいがない。

　まるで、気き絶ぜつしてるみたいだ。

「この人ひと、お屋や敷しきの人ひとよね。眠ねむっていて、いいのかしら？」

　詩し織おりが首くびをひねる。

「つかれてるのよ、きっと。一ひと晩ばんぐらい、眠ねむらせてあげるといいわ」

　アリスが、眠ねむりこける男おとこをちらりと見みて、気きにもとめずにドアに視し線せんをうつす。

　い、いや。さすがに、一ひと晩ばんも眠ねむりこけてたら、お屋や敷しきをクビになっちゃうって。

　……まあ、今こん回かいはそのおかげで、助たすかったわけだけど。

「でも、ドアにはカギがかかっていそうだけど。それもむずかしそうな」

　私わたしはドアにとりつけられた、機き械かいに目めをむける。

　ドアノブ近ちかくにとりつけられた機き械かいには、電でん卓たくのように番ばん号ごうを打うちこむように、なっている。

「暗あん証しょう番ばん号ごうがわからないと、開ひらかないようになっているわね。その下したにあるのは、虹こう彩さい認にん証しょうね」

　詩し織おりがうしろからのぞいてきて、言いう。

「虹こう彩さい？」

「目めの瞳どう孔こうのまわりについている、膜まくのことよ。一いち卵らん性せいの双ふた子ごであっても、虹こう彩さいのしわは別べつだから、目めにケガでもしない限かぎりは一いっ生しょう使つかえるものよ」

　へえ～。

　そんなセキュリティがあるんじゃ、開あけられそうにない。

「残ざん念ねん。散さん歩ぽはもう無む理りそうだよ。ここで引ひき返かえそうか」

　私わたしは、アリスに提てい案あんする。

「なにを言いっているのよ。よく見みなさい」

　アリスが、くいとあごでドアをしめす。

「……なにを……あれ？　開ひらいてる」

　よく見みると、ドアはきっちりと閉しまっていなくて、ほんのわずかに開ひらいている。

　これじゃあ、いくら高こう度どなセキュリティがあっても、意い味みがない。

「さあ、行いくわよ」

　アリスがドアに手てをかけて、グッと押おすと、ドアが重おも々おもしく開ひらく。

　小ちいさなアリスには、重おもたいドアらしく、私わたしもすぐにうしろから手てを貸かす。


　　　ギイィ



　音おとをたてて、ドアが開ひらいていく。

　このドアの先さきに、いったいなにがあるの？

　アリスは、用ようがあるって言いっていたけど、特とく別べつな場ば所しょなんだろうか。

　眠ねむっていたけど、わざわざ警けい備びがいたぐらいだし、きっと重じゅう要ようなものなんだろう。

　そう考かんがえると、いけないことだと思おもっても、好こう奇き心しんでワクワクしてくる。

「お先さきに」

　開ひらいたドアのすき間まから、アリスがすべりこむように、中なかに入はいっていく。

「ちょっと待まって！」

　私わたしはあわてて、ドアを大おおきく開あける。

　窓まどからの日ひ差ざしに、一いっ瞬しゅん、目めがくらむ。

「…………え？　ここって？」

　だんだんと、目めがなれてくる。

　ドアを開あけた先さき。

　なにか特とく別べつなものが、広ひろがっているかと思おもいきや……。

「同おなじお屋や敷しきじゃない!?」

　どう見みても、今いままで歩あるいてきたお屋や敷しきと、代かわり映ばえしないろう下かがつづいているだけだ。

「なによ……。特とく別べつななにかが、あるのかと思おもったのにぃ……」

「なにを期き待たいしていたの。こっちは屋や敷しきの別べっ館かんよ。今いままで歩あるいてきたのが本ほん館かん。このドアでつながっているの」

　アリスが説せつ明めいしてくれる。

「なんだぁ……。でも、やけにくわしいね」

　がっかりと、肩かたを落おとしつつ、アリスにきく。

「外そとから見みたら、屋や敷しきの構こう造ぞうぐらいわかるでしょう？」

　いや、わからないでしょ！

　そもそも、アリスはまだ小しょう学がく生せいぐらいだよね？

　……と不ふ思し議ぎに思おもったけど、それを質しつ問もんするより先さきに、アリスが不ふ意いに、手て近ぢかなドアに無む造ぞう作さに手てをかける。

「えっ、ちょっ！」

　今いままで、ドアには見みむきもしなかったから、予よ想そう外がいすぎて、止とめる間まがなかった。

　カギがかかっていないドアは、そのまま開ひらく。

「待まって。勝かっ手てに入はいるのは、よくないわ」

「だいじょうぶよ」

　詩し織おりが、アリスを引ひきとめるけど、気きにせずにアリスは部へ屋やの中なかに入はいっていってしまった。

「あ、待まっ…………はあぁ」

　私わたしは詩し織おりを見みて、おたがいにため息いきをつく。

　しかたなく、私わたしと詩し織おりもあとにつづいて、部へ屋やに入はいる。

「へえぇ……」

　意い外がいな光こう景けいに、おもわず声こえがもれて出でる。

　部へ屋やの大おおきさは、10メートル四し方ほうぐらい。学がっ校こうの教きょう室しつよりは、少すこし大おおきいかな。

　その部へ屋やの壁かべには、絵かい画がが５枚まいかざってある。

　金きん色いろや銀ぎん色いろの、複ふく雑ざつな模も様ようのついた額がく縁ぶちで、いかにも高こう価かそう。

　中なかにかざられている絵かい画がも、価か値ちはわからないけど、見みていると、すーっと心こころがひきつけられる感かんじがする。

　だけど、この部へ屋やにあるのは、それだけじゃない。

「これも、絵かい画がだよね？」

　となりの詩し織おりにきく。

「ええ。美び術じゅつ館かんでは、かざらない絵かい画がは、こういう保ほ管かんのしかたをしているらしいわ」

　そう答こたえる、詩し織おりの視し線せんの先さきは、部へ屋やの中ちゅう央おう。

　専せん用ようの棚たなのようなものがおかれ、１枚まいずつ箱はこに入いれられて、30枚まいほどが立たててならべられている。

　絵かい画がだと思おもったのは、前まえにテレビでこんなふうに保ほ管かんしているのを、見みた記き憶おくがあるからだ。

「それにしても、これはすごい。絵えの価か値ちはわからないけど、立りっ派ぱな額がく縁ぶちに入はいってるね」

　私わたしは壁かべにかかった、１枚まいの絵かい画がに近ちかづく。

　銀ぎん色いろの装そう飾しょくのほどこされた額がくに入はいった、大おおきな絵かい画が。

　宗しゅう教きょう画がらしく、神こう々ごうしい天てん使しの姿すがたが描えがかれている。

「その絵かい画が、オークションに出だせば、１０００万まんぐらいね。安やす物ものよ」

　アリスが、さらりと言いう。

「えっ……！」

　私わたしはのばしかけた手てを、あわてて引ひっこめる。

　いやいや！　１０００万まんが安やす物ものって！

　そもそも、アリスに絵かい画がの価か値ちが、わかるわけがない。

「うたがっているの？　もっと小ちいさなもの……そうね、ノートぐらいの大おおきさでも、１０００万まん以い上じょうの価か値ちがあるわよ。これとか」

　そう言いって、アリスは立たててならべられている絵かい画がを１枚まい手てに取とり、箱はこからとりだす。

「ちょ、ちょっと勝かっ手てに！」

　あわてる、私わたしと詩し織おりにかまわず、アリスは絵かい画がをとりだす。

　アリスの言いうとおり、ノートぐらいの大おおきさの小ちいさな絵かい画がだ。

　中ちゅう世せいヨーロッパの、農のう業ぎょうの風ふう景けいだろうか。

　麦ばく穂すいがゆれる中なか、農のう作さ業ぎょうをする女じょ性せいたちの姿すがたが、描えがかれている。

「これで、３０００万まんぐらいね」

　さらりと、アリスが言いう。

　さ、３０００万まん!?

　おもわず、飛とび上あがりそうになる。

　……う、ウソだよね？

　アリスに目めをやると、熱ねっ心しんに小ちいさな絵かい画がを見みつめている。

　あまりに真しん剣けんな表ひょう情じょうなので、声こえをかけるのをためらうぐらい。

　まさか、本ほん当とうに……？
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「……ねえ、今いまのアリスの言いったことって本ほん当とう？」

　私わたしは小こ声ごえで、詩し織おりにたずねる。

「わたしにきかれても、わかるわけないでしょう」

　……だよねぇ。

　詩し織おりも、絵かい画がの知ち識しきは私わたしとさほど変かわらない。

　でも、もしもアリスの言いったことが本ほん当とうなら、この女おんなの子こは絵かい画がを一ひと目め見みて、価か値ちがわかるということになる。

　それとも、お金かね持もちのお嬢じょうさまは、それぐらいはできて、当あたり前まえだったりするんだろうか。

　アリスは小ちいさな絵かい画がを、箱はこにしまうと、今こん度どは別べつの絵かい画がの箱はこを開あけて、またながめる。

　その手てぎわは、ていねいで、絵かい画がを愛いとおしそうにあつかっているように、見みえる。

　そうはいっても、勝かっ手てにさわるのは止やめさせなきゃね。

　……だけど、高こう価かな品しなだといわれると、近ちかづくのも腰こしが引ひける。

　何なん点てんかの絵かい画がを確かく認にんしたアリスは、そのうち不ふ意いに顔かおを上あげると、ドアにむかって歩あるきだした。

「ほら、なにをしているの。次つぎの部へ屋やに行いくわよ」

　部へ屋やの中なかで、その動うごきを目めで追おっていると、ドアの前まえでアリスがふり返かえる。

　ええっ!?　なんて、自じ分ぶん勝かっ手て！

　心こころの中なかで思おもったけど、口くちには出ださない。

　こんな、興きょう味み深ぶかい女おんなの子こには、会あったことがない。

「……どうせ涼すず香かは、あのアリスって子このこと、演えん技ぎをするのに参さん考こうになる、とでも思おもっているんでしょう？」

　なんでわかるんだろう？

「い、いや……どうかなぁ」

「まあいいわ。ここまできたら、最さい後ごまでつきあうわ」

「感かん謝しゃしてるよ、詩し織おり」

　私わたしは、ポンッと詩し織おりの肩かたをたたいて、ろう下かで待まつ、アリスのあとを追おっていった。







　　　　５　お散さん歩ぽの終おわり




　アリスは、そのあとも、いくつかの部へ屋やをのぞいてまわった。

　どういう法ほう則そくで選えらんでいるのかわからないけど、部へ屋やは山やまほどあるのに、ドアを開あけるとき、アリスは迷まよう様よう子すがない。

　しかも、どの部へ屋やにも、美び術じゅつ品ひんがおいてある。

　豪ごう邸ていっていうのは、こんなにあちこちに美び術じゅつ品ひんをおいてあるものなんだろうか。

「妙みょうね……さっきから、入はいる部へ屋やには、多おおくの美び術じゅつ品ひんが保ほ管かんされていた。それなのに、ろう下かは殺さっ風ぷう景けいもいいところでしょう？」

　詩し織おりが、つぶやいて首くびをひねる。

「たしかに、お屋や敷しきというわりには殺さっ風ぷう景けいなろう下かだな、とは最さい初しょから思おもってたけど。ふつうはこうじゃないの？」

　ろう下かには、本ほん当とうになにもない。

　絵かい画がどころか、花か瓶びんなどもかざっていない。

　部へ屋やの中なかには、美び術じゅつ館かんでも始はじめるのか、っていうぐらいあるのに。

「美び術じゅつ品ひんを集あつめているのだから、このお屋や敷しきの持もち主ぬしは美び術じゅつ品ひん好ずきだと考かんがえるのが自し然ぜんでしょう。でも、このろう下かは殺さっ風ぷう景けいすぎて、絵かい画がを愛めでる人ひとのお屋や敷しきという気きが、しないのよ」

　詩し織おりの言こと葉ばに、私わたしはうなずく。

「たしかに、それはいえるかもなぁ。とはいっても、個こ人じんの趣しゅ味みなんてわからないけど。花はなぐらいは飾かざってもいいよね」

　とはいえ、それが絶ぜっ対たいにおかしい、と言いえるほどじゃない。

　詩し織おりも同おなじ考かんがえなのか、「まあ、それもそうね」と納なっ得とくする。

　その間あいだも、アリスはブツブツ言いっている。

「……さっきの○△の彫ちょう刻こくは、なかなかいい出で来きだったわ。うちに飾かざりたいぐらい」

　その言こと葉ばが、本ほん当とうなのかどうか、私わたしにも詩し織おりにも、たしかめる方ほう法ほうがない。

　でも、アリスがウソをついているようにも、見みえないんだよね。

　そんなことを考かんがえていると、アリスがまた部へ屋やの前まえに立たつ。

「今こん度どは、この部へ屋やかい？」

　私わたしはアリスに、首くびをかしげてたずねる。

「そうよ」

　アリスは、私わたしのしぐさに、きょとんとした顔かおをしつつ、そっけなく答こたえる。

　今こん度どの部へ屋やは、今いままでとはドアがちがっている。

　ドアのサイズがこれまでより小ちいさいし、かざりもなくて、質しっ素そなつくりだ。

　アリスが押おすと、ドアはあっさり開ひらく。

　これまで、カギがかかっていた部へ屋やは１つもない。

　アリスの話はなしが本ほん当とうなら、美び術じゅつ品ひんは数すう千せん万まん円えんするようなものらしいのに、部へ屋やのカギぐらい閉しめておいたりしないんだろうか。

　屋や敷しきに出で入いりする人にん間げんを、信しん用ようしてるってだけかもしれないけど。

「……あれ？」

　部へ屋やの中なかに入はいって、すぐに気きづく。

　今いままで入はいった部へ屋やとは、少すこしちがっている。

　今いままでの部へ屋やは、きれいな室しつ内ないに、ていねいにならべられた美び術じゅつ品ひんだったのに対たいして、この部へ屋やは、小こぎれいな物もの置おきといった感かんじ。

　古ふるびたスチールラックや、ポリバケツなんかもおかれている。

　壁かべぎわには、ロッカーが３つほど、ならべられていた。

　今いままで、美び術じゅつ品ひんのある部へ屋やばかりを、探さがしあててきたけど、今こん回かいはアリスもはずしたかな。

　そう思おもって、アリスを見みてみると、壁かべぎわにかかった、縦たて横よこ30センチぐらいの小ちいさな絵かい画がをじーっと見みつめていた。


「ほんっとーに！　見みる目めがないわね!!」



　とつぜんアリスが、目めをつりあげてさけぶ。

「な、なに？　どうしたわけ？」

「この絵えが、こんな場ば所しょにかけられているなんて、冒ぼう涜とくだわ！」

　アリスは、ギュッとくちびるをかみしめて、怒いかりからか、ほおを赤あかくしている。

「え～と……その絵えは、有ゆう名めいな作さく品ひんなわけ？」

　私わたしはアリスの表ひょう情じょうに、おそるおそるたずねる。

　ぐるっ、とアリスが、私わたしを燃もえるような目めでふり返かえる。

　うっ……よけいに怒おこらせちゃったかな。

「……いいえ。無む名めいの画が家かの作さくよ」

　アリスは、私わたしの顔かおを見みると、自じ分ぶんを落おち着つけるように、深しん呼こ吸きゅうする。

「無む名めいの？」

　あれだけ怒おこるから、てっきり有ゆう名めいな画が家かなのかと思おもったけど。

「でも、あと10年ねん……いえ、５年ねんもすれば、だれもが名な前まえを知しる画が家かになるわ。わたくしが保ほ証しょうする」

　確かく信しんに満みちた調ちょう子しで、アリスは答こたえる。

　その表ひょう情じょうは真しん剣けんで、ウソや冗じょう談だんを言いっているようには、見みえない。

「え～と、描えがいた画が家かが、知しり合あいとか？」

「ぜんぜん。会あったこともないわ」

「なら、どうしてそう思おもうの？」

「ほかにも、この作さっ家かの作さく品ひんを見みたことがあるもの。それで十じゅう分ぶんよ」

　当あたり前まえでしょ、と言いわんばかりで、私わたしはそれ以い上じょう、なにもきけなくなる。

　この絵えを描えがいた画が家かが、近ちかく有ゆう名めいになる。

　少すくなくとも、アリスは本ほん気きでそう思おもっている。

　ここまでの行こう動どうでもそうだけど、アリスは芸げい術じゅつにかんして、ただならぬ思おもい入いれがあるらしい。

「こんな物もの置おきみたいなところに、そんな絵えがあるなんてね…………あれ？」

　なにげなくロッカーを開あけてみると、警けい備び員いんが着きていた黒くろい服ふくが、ハンガーにかかっていた。

　どうやら、予よ備びの着き替がえがおいてあるらしい。

　本ほん当とうに、倉そう庫こみたいね。

「用ようはすんだわ。いくわよ」

　アリスは言いって、部へ屋やを出でていく。

「ちょ、ちょっと待まって！　まったく、マイペースだなぁ」

　ろう下かに出でると、またアリスは歩あるきだした。

「ねえ、涼すず香か。つきあうとはいったけど、どこまでいっしょに行いくつもり？」

　詩し織おりが歩あるきながら、じとっとした目めで、きいてくる。

「う、うん……もうちょっとかな。だって詩し織おりも、アリスがただの迷まい子ごには思おもえないだろう？」

「それは、そうだけれど……」

　詩し織おりは、眉み間けんにしわをよせて、なやむ表ひょう情じょうをする。

「そもそも、ここで私わたしたちがついていかない、と言いったところで、アリスは１人ひとりで勝かっ手てに行いくだけだよ。それなら、近ちかくで見みてるほうが、まだいいと思おもわない？」

「…………はあぁ。わかったわ。それで説せっ得とくされてあげる」
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　詩し織おりをつきあわせたのは、悪わるいことをしたかもしれない。

　こうやって、勝かっ手てにお屋や敷しきの中なかを歩あるきまわるなんて、詩し織おりの性せい格かく上じょう、罪ざい悪あく感かんになやまされてるだろうし。

「……今こん度ど、なにか埋うめ合あわせをするよ」

「えっ、なに？」

　私わたしがぼそりと言いった言こと葉ばを、詩し織おりはききとれなかったらしく、けげんそうに見みつめてくる。

「なんでもないよ。……ねえ、アリス！」

　私わたしはごまかすように、前まえを行いくアリスの背せ中なかに声こえをかけた。

「ねえ、本ほん当とうに君きみはなにものなの？　ただのお嬢じょうさまにしても、くわしすぎるんじゃない？」

　すると、アリスはくるりと、その場ばでターンして私わたしのほうをむいた。

「いまさらな、質しつ問もんね」

　長ながい黒くろ髪かみとスカートが、ふわりとなびく。

「簡かん単たんな話はなしよ。幼おさないころから、英えい才さい教きょう育いくを受うけてきたの。わたくしも芸げい術じゅつは好すきだったから、自し然ぜんと覚おぼえてしまっただけよ」

　アリスは、なんでもないことのように、答こたえる。

　いやいや！

　あれだけの芸げい術じゅつの知ち識しきが、ただの英えい才さい教きょう育いくですませられるんだろうか。

　まだ、10歳さい前まえぐらいの女おんなの子こだし、いくら教おしえられたって、覚おぼえきれるものとも思おもえないんだけど。

「疑ぎ問もんに思おもっていそうね？」

　アリスが私わたしの心こころの中なかを、読よんだかのように言いう。

「そりゃ、あれだけの知ち識しきは、大人おとなだって、そうそう持もってないと思おもうし」

「そうかもね。でも、好すきなことって、意い外がいと覚おぼえられるものじゃない。涼すず香か。あなただって、好すきなことは、ほかのものより、物もの覚おぼえがいいでしょ？」

　アリスに問とわれ、すぐに浮うかんだのは演えん劇げきの台だい本ほん。

　たしかに、いつも台だい本ほん１冊さつまるまる覚おぼえるのは、苦くにならない。

　まわりのみんなには、いつもおどろかれるけど。

「たしかに、そういうことはあるかな？」

「そうでしょ」

　アリスは賛さん成せいを得えられたことに、うれしそうにほほ笑えむ。

　そうやって笑わらっていると、少すこしばかり年ねん齢れいらしい、幼おさなさが見みえて、ほっとする。

　話はなし方かたからして、大人おとな顔かお負まけだから、どうにも年とし上うえとでも、話はなしてる気き分ぶんになるんだよなぁ。

「ああ、そうだ。そろそろ、伝つたえておこうと思おもっていたことがあるの」

「なに？　もう、たいていのことには、おどろかない自じ信しんがあるよ」

「そうなの。それならよかったわ」

　アリスはそう言いうと、一いち度ど言こと葉ばを切きって、私わたしと詩し織おりを見みつめる。

「──わたくしはね…………じつは、誘ゆう拐かいされてここにきたの」

　つづいた言こと葉ばに、私わたしと詩し織おりは息いきをのむ。

　まさか……！

　体からだに緊きん張ちょうが走はしる。

　と、同どう時じにアリスがクスリと笑わらった。

「……なんだ。冗じょう談だん？」

　だよね。そもそも、誘ゆう拐かいされたのに、こんなに歩あるき回まわれるわけがない。

「冗じょう談だんじゃないわよ。だって、ほら」

　アリスはそう言いって、私わたしと詩し織おりのうしろを指ゆびさす。

　へ？　なに？

　私わたしはうしろをふり返かえる。

　げっ!?

　ろう下かの奥おく。まだ遠とおい場ば所しょだけれど、黒くろ服ふくの男おとこたちがこっちにむかって走はしってくるのが見みえる。

　しかも、その男おとこたちの表ひょう情じょうは、どう見みてもおだやかそうじゃない。

　殺さっ気き立だっている、といってもよさそうだ。

「これは、まずいんじゃないか！」

「逃にげるわよ」

　いち早はやく、詩し織おりが決けつ断だんして、私わたしもその提てい案あんに乗のる。

　つかまったら、ろくなことに、なりそうにない。

　少すくなくとも、迷まい子ごの女おんなの子こを、保ほ護ごするつもりには見みえない。

「ちょっと、失しつ礼れい！」

　私わたしはアリスをかかえあげると、先さきに走はしり出だした詩し織おりを追おいかける。

「あら、あなた力ちから持もちなのね」

　アリスが、のんきな調ちょう子しで、私わたしの腕うでの中なかで言いってくる。

「体たい力りょくには、自じ信しんがあるほうなんだ！　でも、けっこうしんどいよ」

　誘ゆう拐かいの話はなしを、くわしくききたいけど、今いまはそれどころじゃない。

　とにかく、逃にげ切きらないと！







「ふうぅ……」

　部へ屋やの１つに逃にげこんだ私わたしたちは、大おおきく息いきをつく。

　心しん臓ぞうが、バクバクいっている。

　さすがにアリスをかかえて、全ぜん力りょく疾しっ走そうは体たい力りょくをつかう。

　息いきをととのえつつ、ドアにはりついて、ろう下かの音おとに耳みみをすます。

　走はしるくつ音おとが近ちかくや遠とおくから、きこえてくる。

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、さがしまわっているらしい。

「ここ、ほこりくさいわ」

　アリスは、あいかわらず、マイペースに部へ屋やを見みまわしている。

　状じょう況きょうを理り解かいしてないのか、緊きん張ちょう感かんがまるでない。

　たしかに、この部へ屋やは使つかわれていなかったらしい。

　あきらかに、掃そう除じが手て抜ぬきで、からの棚たなには、薄うすくほこりがつもっている。

　アリスの興きょう味みをひきそうな、美び術じゅつ品ひんらしいものは、どこにもおいていない。

「アリス、静しずかにして」

　へたに、泣なき叫さけばれたりするよりはいいけれど、あんまりのんきでもこまる。

　５分ふん、いや10分ぷんぐらいたっただろうか。

　足あし音おとが遠とおざかっていった。

「……大だい丈じょう夫ぶそうかな？」

　私わたしは詩し織おりを見みる。

「そうね。足あし音おとはきこえなくなったわ」

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、べつの場ば所しょをさがしに行いってくれたなら、お屋や敷しきの外そとに逃にげるチャンスだ。

　退たい屈くつそうに部へ屋やを歩あるき回まわっていた、アリスを呼よびよせて、私わたしはそろりとドアを開あける。

　ドアにかくれながら、ろう下かの左さ右ゆうを見みわたす。

　黒くろ服ふくの男おとこたちの姿すがたはない。よし！

　詩し織おりにうなずきかけ、ろう下かに出でる。

「とにかく、お屋や敷しきの外そとに出でないと。窓まどから外そとには、出でられないのかな？」

　私わたしは、ろう下かの窓まどに手てをのばす。

「やめておいたほうがいいわ。別べっ館かんの窓まどには、すべてセキュリティシステムが働はたらいていて、勝かっ手てに開あけたら警けい報ほうが鳴なりだすわよ」

　私わたしはあわてて、手てを引ひっこめる。

「っていうか、アリスはなんでそんなこと、知しってるわけ？」

「さあ、なんでかしらね」

　アリスは、どうやら真面まじ目めに答こたえるつもりは、ないらしい。

　今いまは、アリスにかまってる場ば合あいじゃない。

「窓まどが使つかえないなら、本ほん館かんにもどるしかないか」

「そうね。別べっ館かんの出で口ぐちを探さがして、歩あるき回まわるのは危き険けんでしょうから」

　詩し織おりがうなずく。

　となれば、来きたろう下かをもどるしかない。

　私わたしは先せん頭とうになって、ろう下かを歩あるきだす。

　──と、すぐにその歩あゆみは、止とめざるを得えなくなった。


　　　キイィ───



　音おととともに、ろう下かの先さきにあるドアが、ゆっくりと開ひらいた。

「……どこに、いくつもりだ？」

　出でてきたのは、黒くろ服ふくの男おとこが５人にん。

　だれもが、１８０センチ以い上じょうはありそうな大おお柄がらで、凶きょう悪あくな気け配はいをただよわせてる。

「しまった！　さそいだされたんだ！」

　いなくなったフリをして、私わたしたちが出でてくるのを、待まっていた。

　へたに部へ屋やに閉とじこもられると、面めん倒どうだと思おもったのかもしれない。

「それなら、こっちに！」

　私わたしは、ろう下かの反はん対たい側がわに走はしり出だそうとする。

「おっと。こっちも通つう行こう止どめだ」

　反はん対たい側がわのろう下かにあった部へ屋やからも、黒くろ服ふくの男おとこたちが数すう人にん、姿すがたをあらわす。

　完かん全ぜんにはさまれた！　逃にげ場ばがないっ！

　アリスを背せ中なかにかばうように、私わたしと詩し織おりは立たつ。

「……ねえ、詩し織おり。一いっ発ぱつ逆ぎゃく転てんのアイディアとかない？」

「ないわよ、そんなの。そういうのは、涼すず香かの得とく意い分ぶん野やでしょ」

「舞ぶ台たいの上うえでは、何なん度ども悪あく党とうとたたかってきたけどね……」

　私わたしはギュッと、くちびるをかみしめる。

　──ここは舞ぶ台たいの上うえじゃない。でも……やるしかない！

「私わたしがすきをつくるから、その間あいだに逃にげて！」

　私わたしは言いうと、黒くろ服ふくの男おとこたちにむかって、突とっ進しんする。

「涼すず香か！」


「うおおおおっ！」



　私わたしは黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりに、タックルを食くらわせる。

　ふつうの男おとこなら、倒たおれるぐらいの威い力りょくはあったはず。だけど──

「きかんなぁ」

　黒くろ服ふくの男おとこは、数すう歩ほよろけただけで、びくともしない。

　男おとこが、手てをふり上あげるのが見みえる。

　やばいっ！

　瞬しゅん間かん的てきに思おもったものの、体からだが動うごかないっ！

「うっ……」

　頭あたまに衝しょう撃げきをうけて、私わたしは気きが遠とおくなっていく。

　ちぇ……舞ぶ台たいのようには……いかない……か。


　　　ドサッ



　自じ分ぶんの体からだが、床ゆかにくずおれるのがわかる。

　し……お…………り……あ……り……す……。

　つぶやきながら、私わたしの意い識しきは完かん全ぜんな闇やみの中なかに、消きえていった。
















　　　　１　怪かい盗とうレッド、出しゅつ動どう！




　ふぁぁあああ。

　大おおきなあくびをして、わたしは目めを覚さます。

　ぼんやりとした目めが、はっきりしてきて、白しろい天てん井じょうが近ちかくに見みえる。

　見みなれた自じ分ぶんの部へ屋やの、ベッドの上うえ。

「うう～ん！　よく寝ねた」

　起おきあがると、両りょう手てをグッとのばす。

　こりかたまった体からだが、気き持もちよくほぐれる。

「よっと！」

　わたしは２段だんベッドの上うえから、飛とび降おりる。


　　　タンッ



　わずかな音おとだけたてて、床ゆかに着ちゃく地ちすると、机つくえのほうをむく。

　ケイがすわって、いつもよりするどい目めで、パソコンのキーボードを叩たたいている。

　その姿すがたを見みて、だんだんと目めが覚さめてくる。

「休やすんでないの、ケイ？」

　わたしは、ケイの背せ中なかに話はなしかける。

「……ああ」

　あいかわらずの、そっけない返へん事じ。

　もう少すこし、時じ間かんがかかるみたい。
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　その間あいだに、わたしは眠ねむ気けがとれた頭あたまで、今いまの状じょう況きょうを簡かん単たんに整せい理りする。

　昨日きのうの夜よる、奏かなでに指し定ていされたターゲットを盗ぬすみにいって、屋や敷しきに忍しのびこんだところまではよかった。

　だけど、そこには白しら里さと響ひびきや警けい察さつがたくさんいて、さわぎになっていたんだよね。

　その響ひびきたちも、怪かい盗とうレッドを待まち受うけていたのかと思おもったら、まったく別べつの誘ゆう拐かい事じ件けんの捜そう査さのためにきていたのだった。

　しかも、ターゲットのネックレスも、誘ゆう拐かいされた女おんなの子こがつけていたっていうから、その場ばでは、なにもできることがなくって……。

　家いえにもどってから、ケイが誘ゆう拐かい事じ件けんの情じょう報ほう収しゅう集しゅうと調ちょう査さをして、わたしは体たい力りょく温おん存ぞんのために、仮か眠みんをとることにしたんだよね。

　それで、今いまはすっかり目めが覚さめたところ……というわけ。

　窓まどの外そとを見みると、すっかり日ひがのぼって、明あかるくなってる。

「ふぅ……」

　ケイが息いきをついて、手てを止とめる。

「調ちょう査さはどう？」

　ケイにきく。

「……だいたい、終おわった。いろいろと、ややこしいことになっている」

　ケイがイスのむきを、少すこしだけこちらにむける。

　ややこしいこと？

「……とりあえず、今いまわかったことを説せつ明めいする。誘ゆう拐かいされた、宝ほう条じょう有あり栖すの居い場ば所しょはわかった」

　ほんとに!?

　それだけでも、動うごくには十じゅう分ぶんじゃん！

　行方ゆくえがわからなかったら、動うごきようがないもんね。

「そこは、表おもてむきは昼ひる間まにパーティーなどが行おこなわれている、豪ごう邸ていだ。ただし、それは表おもての顔かお。裏うらでは盗とう品ひん美び術じゅつ品ひんの、取とり引ひきを行おこなっている。昼ひる間まのパーティーは偽ぎ装そうで、招しょう待たい客きゃくの中なかに取とり引ひき相あい手てをまぎれこませ、不ふ自し然ぜんにならないように、白はく昼ちゅう堂どう々どうと取とり引ひきを行おこなっている」

　誘ゆう拐かいだけじゃなくて、そんなこともしてるやつらなの！

　……ん？　でも待まって。

「どうして、今こん回かいは誘ゆう拐かいなの？　いつもは盗ぬすんだ美び術じゅつ品ひんを、売うったりしてるんだよね？」

　そういうやつらにしては、女おんなの子この誘ゆう拐かいって、さすがにやることがちがいすぎる気きが、するんだけど。

「それは誘ゆう拐かいされたのが、宝ほう条じょう有あり栖すだからだ」

　どういうこと？

「宝ほう条じょう有あり栖すの作さく品ひんは、現げん代だいの美び術じゅつ品ひん。誘ゆう拐かいして描かかせれば、高たかく売うれると考かんがえても不ふ思し議ぎじゃない。おそらく、芸げい術じゅつ品ひん製せい造ぞう器きだとでも、考かんがえているんだろう」

　なにそれ！

　女おんなの子こを、１人ひとりの人にん間げんを、絵かい画がを描かく道どう具ぐみたいに、あつかうつもりなんて！

　そんなのゆるせないっ！

　すぐに、助たすけに行いかなくっちゃ！

「待まて、アスカ」

　出でかける準じゅん備びに、その場ばをはなれようとしたわたしを、ケイが止とめる。

「どうして、止とめるのよ？　情じょう報ほうはもうそろったでしょ。なら、早はやく動うごかなくっちゃ」

「最さい初しょに言いっただろう。ややこしいことになっていると」

　そういえば、言いってたっけ。

「なんなの、それって？」

「どうやら、今日きょうのパーティーに、折おり原はら先せん輩ぱいと幸ゆき村むら先せん輩ぱいが出しゅっ席せきしている」

　えええええっ！　２人ふたりが！

　な、なんで？　事じ件けんとは関かん係けいないんだよね？

「ぐうぜんだろう。折おり原はら先せん輩ぱいの父ちち親おやは、学がく園えん理り事じ長ちょう。そういったパーティーに、数かずをそろえるために招しょう待たいされてもおかしくない。ただ、アスカは動うごきにくくなるかもしれない」

「それはいいけど……大だい丈じょう夫ぶなのかな、２人ふたりとも」

　そんな盗とう品ひん売ばい買ばいや、女おんなの子この誘ゆう拐かいをするようなやつらのところに、２人ふたりがいるなんて……。

　なにもなければ、いいんだけど。

　とくに幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、興きょう味みをひかれることがあると、自じ分ぶんから飛とびこんでいくところがあるし。

　演えん技ぎの参さん考こうになる、とか言いって。

　演えん劇げきに熱ねっ心しんすぎるのも、考かんがえものだよね。

「……調ちょう査さした情じょう報ほうは、そんなところだ。今こん回かいは夜よるを待まつ時じ間かんはない。情じょう報ほうは集あつまりきっていないが、昼ひる間まのうちに動うごく」

　ケイが目めをするどくして、わたしに言いう。

　準じゅん備び不ぶ足そくで動うごくのは、本ほん当とうなら危き険けんだ。

　だけど、今こん回かいばかりはそんなことは、言いってられない。

　宝ほう条じょう有あり栖すという、女おんなの子この救きゅう出しゅつ。

　それに、奏かなでに依い頼らいされたターゲットのネックレスを、盗ぬすみ出ださなきゃいけない。

　詩し織おり先せん輩ぱいと幸ゆき村むら先せん輩ぱいのことも、気きにかかるしね。

「わかってる。有あり栖すちゃんの行方ゆくえがわかっているうちに、助たすけ出ださなきゃね」

　いつ誘ゆう拐かい犯はんたちが、場ば所しょを移い動どうするか、わからないし。

「それじゃあ行いくぞ、アスカ」

　ケイが立たち上あがる。

「ケイこそ、休やすまなくて大だい丈じょう夫ぶなの？」

　わたしとちがって、昨日きのうから寝ねてないよね。

「これぐらい、なんてことはない。それより、アスカの体たい力りょくは回かい復ふくしたな」

「問もん題だいなしだよ！」

　わたしは、グッと両りょう手てで、にぎりこぶしをつくって見みせる。

　ぐっすり眠ねむれたからね。

「ならいい」

　そう言いって、ケイは顔かおをそむける。

　あいかわらず、素す直なおじゃないんだから。

　でも、ここからはわたしの出で番ばんだよね。

「じゃあ、あらためて──怪かい盗とうレッド、出しゅつ動どう！」







　　　　２　最さい強きょうタッグ、再ふたたび！




　にぎやかな人ひとの話はなし声ごえが、はなれた場ば所しょにいてもきこえてくる。

　有あり栖すちゃんがいるっていう、屋や敷しきの敷しき地ち内ないで、わたしは身みをひそめていた。

　レッドのユニフォームに、着き替がえてある。

　植うえこみや建たて物もののかげをつかって、見みつからないように、中なか庭にわが見みえる場ば所しょに移い動どうする。

　はなやかなドレスや、ビシッとしたスーツに身みをつつんだ、老ろう若にゃく男なん女にょが立りっ食しょくパーティーで、おしゃべりをしている。

　50人にん？　ぐらいかな。けっこうな人にん数ずうがいる。

「……あれ？　幸ゆき村むら先せん輩ぱいも詩し織おり先せん輩ぱいもいない……」

　中なか庭にわを見みまわしてみたけど、２人ふたりの姿すがたはどこにもない。

　ケイの話はなしだと、このパーティーに参さん加かしてるって、ことだったよね。

　どこにいったんだろう？

　お手て洗あらいとかで、席せきを外はずしてるのかな？

　心しん配ぱいだったけど、ここで時じ間かんをとられるわけにもいかない。

　わたしは、屋や敷しきの裏うら手てにむかう。

　忍しのびこむなら、パーティーが行おこなわれている、今いまが一いち番ばんだしね。

　屋や敷しきの裏うらには植うえ木きや花か壇だんもあるけれど、人ひと気けはない。

　ケイの予よ想そう通どおり、中なか庭にわのパーティーに注ちゅう意いがむいてる。

　ここからなら、忍しのびこめそう。

「ケイ、行いくね！」

　建たて物ものに近ちかづこうとして──足あしを止とめる。

　建たて物もののそばに、人ひと影かげがある！

　…………………………屋や敷しきの中なかをうかがってるみたい？

　もしかして、あの人ひとも屋や敷しきに侵しん入にゅうしようとしてるのかな。

　でも、いったいだれが？

　わたしは人ひと影かげがよく見みえる場ば所しょに、音おとを立たてないように、そろりと移い動どうする。

　白しろい服ふく？　それにあの髪かみ型がたに、なんだか覚おぼえが…………って！

　あれって、白しら里さと響ひびきじゃない！

　どうして、ここにいるわけ!?

『どうやら白しら里さと響ひびきも、この場ば所しょをつきとめたみたいだな』

　ケイが、おどろいた様よう子すもなく、答こたえる。

「もしかして、わかってたの、ケイ？」

『白しら里さと響ひびきは、誘ゆう拐かい事じ件けんの捜そう査さを依い頼らいされていた。それなら、ここを探さがしあててもおかしくない』

　そういうことは、教おしえておいてよね。

　でも、響ひびき以い外がいに警けい察さつの姿すがたは見みえないけど……。

『証しょう拠こがないのに、警けい察さつは踏ふみこめない。近ちかくに待たい機きはさせているだろうが……だから、単たん独どくで忍しのびこむことにしたんだろう』

　そんな無む茶ちゃ、響ひびきらしくない気きがするけど。

『そうでもない。意い外がいと無む茶ちゃをするタイプだ』

　ケイに言いわれて、今いままでのことを思おもい返かえしてみる。

　スカイタワーのときや、琴こと音ねさんを助たすけにきたときとか、たしかに、けっこう強ごう引いんだったっけ。

「で、ケイ、どうするの？　別べつの場ば所しょから忍しのびこむ？」

『いや。こちらから声こえをかける』

　げっ……本ほん気き？

『中なかではちあわせするほうが、やっかいだ。それに今こん回かいは目もく的てきも同おなじだろう』

　そりゃそうだけどさ……。

　すっごく、気きが進すすまない。

　なんといっても、響ひびきは怪かい盗とうレッドの天てん敵てきだしね。

「……りょーかい」

　しぶしぶ返へん事じをして、わたしはそーっと気け配はいを消けして、響ひびきに近ちかづいていく。

　あと３メートルのところで、響ひびきの肩かたにむけて腕うでをのばす。

　──と、その瞬しゅん間かん、響ひびきがするどくふりむいた。

　ふりむきざまに、わたしの腕うでをつかむ。

　えっ!?

　気きがつくと、ぐるんっと体からだが宙ちゅうを舞まっていた。

　投なげられた！

「っとと！」

　わたしは、ムリヤリ体からだを空くう中ちゅうで１回かい転てんさせて、地じ面めんに足あしから着ちゃく地ちする。

「なにするのよっ、いきなり！」

「なんだ、レッドか」

　響ひびきは、びっくりした様よう子すもなく、わたしを見み下おろしている。

　……響ひびき、だよね？

　目めの前まえで見みて、わたしは自じ分ぶんの目めをうたがう。

　だって、ちょっと見みない間あいだに、それぐらい響ひびきの印いん象しょうが、変かわっていた。

　背せも伸のびて、わたしより頭あたま一ひとつ分ぶんぐらい高たかいし、体からだも細ほそ身みだったのが、がっちりしている。

　顔かおつきも、落おち着つきはらった雰ふん囲い気きとあわせて、さらに大人おとなっぽくなってる。

　それでいて、今いまみたいにとっさの反はん応のうも、以い前ぜんより数すう段だんキレがいい。

　これが、高こう校こう生せいになるってことなのかな？

「…………おどろかないのね」

　わたしは、心こころの中なかであわてているのを、見み抜ぬかれないように、表ひょう情じょうをおさえて言いう。

　もちろん、声こわ色いろも変かえてね。

「宝ほう条じょう家けの屋や敷しきに忍しのびこんでいたのは、おまえだろう」

　うっ。

　やっぱり、あのとき気きづかれていたらしい。

「気きづいてたわけね」

「可か能のう性せいとして、考かんがえてあった。あそこには、レッドが狙ねらいそうなものも、あったしな」

　響ひびきがするどい目めで、わたしを見みる。

　奏かなでと響ひびきの祖そ父ふ母ぼの家いえ、有あり馬ま家けの美び術じゅつ品ひん。

　それが宝ほう条じょう家けにあったことに、響ひびきも気きづいていたわけね。

「ここにきたのは、宝ほう条じょう有あり栖すを救きゅう出しゅつするためでしょ？」

「そうだ。……そっちの目もく的てきは？」

「どういうわけだか、ターゲットを宝ほう条じょう有あり栖すが身みにつけているらしくて、それでよ」

「宝ほう条じょう有あり栖すさんが……？」

　響ひびきは初はつ耳みみだったらしい。

　レッドと響ひびきでは、ターゲットがちがうから、ネックレスの行方ゆくえまでは響ひびきが追おっていなくても、おかしくない。

「ねえ、目もく的てきは同おなじでしょ。なら、手てを組くまない？」

　話はなした限かぎり、宝ほう条じょう有あり栖すを見みつけだし、誘ゆう拐かい犯はんの手てから救すくいだす、というのはいっしょのはずだ。

「目もく的てきは同おなじ、か……どうせレッドのことだ。宝ほう条じょう有あり栖すさんのことも、ついでに助たすけ出だそうと考かんがえていたんだろう？」

「あたりまえでしょ。ターゲットだけ盗ぬすみ出だして、宝ほう条じょう有あり栖すを誘ゆう拐かい犯はんのところに放ほう置ち、なんてするわけないじゃない」
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　わたしが言いうと、響ひびきがため息いきをつく。

「……まったく。おまえとは、こんなのばかりだな」

「言いわれてみれば、そうね。……で、どうなの？」

「わかった。ただし、人ひと質じちの安あん全ぜんを確かく保ほするまでだ。そのあとは、おまえをつかまえる」

　響ひびきが、まっすぐな視し線せんで、わたしを見みる。

　一いっ瞬しゅん、気け圧おされそうになるけど、なんとかこらえて、余よ裕ゆうがあるように笑えみを返かえす。

「それで十じゅう分ぶん。じゃ、よろしく」

　わたしは、響ひびきにむけて右みぎ手てをさしだす。

　響ひびきは、わたしの顔かおと右みぎ手てを、交こう互ごに見みてから、微び妙みょうに嫌いやそうな顔かおをして、軽かるく手てをにぎる。

「それじゃあ、行いくぞ」

「そっちこそ、おくれて足あしを引ひっぱらないでよ」

　わたしは言いって、屋や敷しきの窓まどを開あける。

　そこから、わたし、響ひびきの順じゅん番ばんで屋や敷しきの中なかに入はいっていく。

　こうして、レッドと響ひびきの共きょう同どう戦せん線せんは始はじまった。







　　　　３　２人ふたりの天てん才さい少しょう年ねん




　屋や敷しきの中なかは、人ひと気けがなかった。

　パーティーの参さん加か者しゃはこのあたりには、立たち入いらないようだし、屋や敷しきで働はたらく執しつ事じやメイドさんといった人ひとたちの姿すがたも、ほとんど見みかけない。

　油ゆ断だんは禁きん物もつだけど、これだけ広ひろいから、出で会あう確かく率りつが低ひくいのかも。

「それにしても、かなり殺さっ風ぷう景けいね。もっと、絵かい画がとか美び術じゅつ品ひんをかざってるのかと思おもったけど」

「美び術じゅつ品ひんの盗とう品ひん売ばい買ばいを、おこなっている場ば所しょだからか？」

　歩あるきながら、響ひびきがきき返かえす。

　……！

『白しら里さと響ひびきなら、それぐらいは調しらべがつくだろう。もともと、捜そう査さ対たい象しょうだったかもしれない』

　そっか。

　やっかいなことに、響ひびきとレッドのターゲットがかぶることは、ときどきあるんだよね。

「盗とう品ひん売ばい買ばいの場ばだからこそ、かざったりしないんだろう。売うり物ものだからな。厳げん重じゅうに保ほ管かんするはずだ」

　響ひびきが、わたしに説せつ明めいする。

　なるほど。

　売うり物ものに傷きずをつけるわけにはいかないし、ここにあるのを知しられたりするのもまずいもんね。


　　　カタン



　廊ろう下かの角かどを曲まがったむこうから、かすかに物もの音おとがきこえる。

　やばっ！　だれかくる!?

　瞬しゅん間かん、わたしと響ひびきは視し線せんをかわすと、廊ろう下かを少すこしもどった曲まがり角かどで身みをひそめた。

　足あし音おとが近ちかづいてくる。

　いざとなれば、眠ねむらせればいいけど、できればまだ、派は手でな動うごきはさけたい。

「こう連れん日じつ、パーティーだと大たい変へんだわぁ」

　料りょう理りが盛もられたお皿さらを持もったメイドさんが、ひとり言ごとを言いいながら歩あるいてくる。

　わたしと響ひびきのほうには、見みむきもしないで、遠とおざかっていく。

　ほっ……。

　パーティーに料りょう理りを運はこぶ、メイドさんか。

「こうして見みてると、ふつうのパーティーみたい」

　今いまのところ、あやしいところはないんだよね。

　ウェイターの動うごきから、武ぶ術じゅつを高たかいレベルでおさめてるってわかることぐらい。

　と思おもったんだけど……。

「『本ほん命めいは別べっ館かんだ』」

　響ひびきの声こえと、通つう信しん機きごしのケイの声こえが、同どう時じに言いう。

　うぐっ。
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「……声こえをそろえなくてもいいじゃん」

　わたしは、ぼそりと言いう。

「なにか言いったか？」

　響ひびきが、けげんな顔かおでこちらを見みている。

「ううん。なんでもない」

　わたしは、肩かたをすくめる。

　この２人ふたりって、意い外がいと息いきがあうときがあるよね。

　頭あたまがいいと、そういうのって似にてくるのかなぁ。

　料りょう理りを運はこぶメイドさんは、そのあともつづけてきたけれど、そのたびに、廊ろう下かのかげや、空あき部べ屋やに身みをひそめて、やりすごした。

「これなら、外そとから別べっ館かんに忍しのびこめばよかったんじゃないの？」

　目もく的てき地ちが別べっ館かんなら、こんな回まわり道みちをする必ひつ要ようはないと思おもうんだけど。

「いや。別べっ館かんは外がい部ぶからの侵しん入にゅうに対たいするセキュリティが高たかい。だからこそ、あやしいとにらんだわけだが」

『窓まどガラスを無む理りに開あけたりすれば、警けい報ほうが鳴なり、警けい備び員いんがとんでくるやっかいなシステムだ』

　響ひびきの言こと葉ばに、ケイが説せつ明めいをつけたす。

　たしかに、そこまでのセキュリティをしてるなんて、かえってあやしい。

　しかも、本ほん館かんじゃなくて別べっ館かんだけ、なんて。

「本ほん館かんと別べっ館かんをつなぐ、この廊ろう下かは、唯ゆい一いつ、客きゃくの出で入いりに使つかわれるため、セキュリティが甘あまい。忍しのびこむには、このルートが一いち番ばんだ。……レッドもそう考かんがえたんだろう？」

「……えっ？　そ、そうよ！　もちろん！」

　響ひびきのうたがいの視し線せんに、わたしは余よ裕ゆうの顔かおをつくりつつ、答こたえる。

　……まさか、ケイから、今いまきいたところなんて言いえないし。

　そうして、何なん度どかメイドさんをやりすごし、10分ぷんほど進すすむと、廊ろう下かの先さきにドアが見みえてきた。

　……ん？

　ドアの横よこに、黒くろ服ふくを着きた男おとこが立たっている。

　今いままでの、メイドさんたちとはちがう。

　体たい格かくがよくて、見みた感かんじにはウェイターに見みえないぐらい。

　わたしと響ひびきは、すぐに壁かべぎわにかくれて、様よう子すをうかがう。

　ピリピリとした雰ふん囲い気きで、あたりをせわしなく見みまわしている。

　……なにかあった？

　男おとこの様よう子すに、直ちょっ感かん的てきにそう感かんじる。

「むこうでも、トラブルが起おきたようだな」

　同おなじことを感かんじとったのか、響ひびきが言いう。

「……そう思おもう？」

「ウェイターがあんなところで、見み張はっているのがそもそもおかしい。それに、男おとこの周しゅう囲いに対たいする警けい戒かいが強つよすぎる。この廊ろう下かの警けい備びに、そんなに気きを張はりつづけるのはおかしい。ここ数すう時じ間かん以い内ないになにかがあって、神しん経けい質しつになっているんだろう」

「トラブルってなに？　それなら、今いまがチャンスだったりしない？」

「トラブルの内ない容ようまでは、推すい理りしようがない。ただ、チャンスとはいえないだろう」

　なんでよ？

　トラブルがあったなら、その混こん乱らんにのっかって、楽らくに動うごけるかもしれないじゃない。

「おそらく、トラブルはもう片かたづいている」

「えっ？　どうして、そんなことがわかるわけ？」

「トラブルが今いまも起おきているのなら、唯ゆい一いつのセキュリティが甘あまい出で入いり口ぐちである、あのドアの前まえが１人ひとりということは、あり得えない」

　言いわれてみれば、そっか……。

　人ひと質じちが逃にげ出だす可か能のう性せいもあるし、さわぎの間あいだにだれかが入はいってこないように、出で入いり口ぐちをかためるのは基き本ほんだもんね。

『白しら里さと響ひびきの言いうとおりだな。こちらでもつかめていないが、なにかトラブルがあったが、それはすでに終おわっている。だが、男おとこはトラブルが起おきたばかりだから、警けい戒かいを強つよめているといったところだろう』

　ケイも、響ひびきと同どう意い見けんらしい。

「で、どうするの？」

　わたしは、ドアのほうを目めでしめして、響ひびきにきく。

　催さい眠みん薬やく入いりの玉たまを使つかうには、ちょっと距きょ離りがある。

　見み通とおしのいい廊ろう下かだから、近ちかづいたらこっちに気きづくだろうし、あんなに警けい戒かいされていると、不ふ意いをつけるかどうか、微び妙みょうなんだよね。

　響ひびきは、自じ信しんありげにニヤリと笑わらう。

「１人ひとりなら問もん題だいない。作さく戦せんがある。レッドには、少すこし働はたらいてもらうぞ」







　　　　４　息いきを合あわせて！




「行いくぞ！」

　響ひびきの合あい図ずで、わたしはかくれていた壁かべぎわから、廊ろう下かの真まん中なかに飛とびだす。

　遠とお目めでも、ウェイターの男おとこからは、わたしが見みえるはず。

　だけど、それだけじゃまだ足たりない。

　響ひびきの指し示じは「引ひきつけろ」ってことだったし……あとは、どうしようかなぁ。

　ま、いいか。

「ハロー、ウェイターさん。お仕し事ごとおつかれさまでーす！」

　言いいながら、片かた手てをあげて近ちかづいていく。

「なっ……なんだ、おまえ!?」

　男おとこがけげんな顔かおで、わたしを見みる。

「さあ、だれでしょう？」

　言いいながら、どんどん近ちかづいて、男おとこのすぐ近ちかくまでいく。

　──と、その瞬しゅん間かん。

「あれ、ウェイターさん、どうしてこんなもの持もってるんですか？　物ぶっ騒そうだなあ」

　わたしは、すばやく手てをすべらせると、男おとこの腰こしから警けい棒ぼうを盗ぬすみとる。

「お、おまえ、いつのまに！　返かえせ！」

　男おとこがあわてた様よう子すで、こちらに一いっ歩ぽふみこんでくる。

「いやでーす」

　わたしは、うしろに一いっ歩ぽ下さがって、男おとこの手てをかわす。

「このっ！」

「返かえしてほしかったら、追おいついてみたら？」

　挑ちょう発はつするように言いって、わたしはきびすを返かえす。

　そのまま、全ぜん速そく力りょくでダッシュ！

「くそっ、逃にがすか！」

　男おとこが、わたしを追おってくる。

　引ひきはなしすぎないように、気きをつけないと。

　男おとことの距きょ離りに気きをつけながら、さっきいた壁かべぎわを通とおりすぎる。

　追おってくる男おとこは走はしりながら、腰こしにつけた通つう信しん機きに、手てをのばす。

　仲なか間まに、連れん絡らくするつもりだ！

　その瞬しゅん間かん、男おとこが通とおりすぎた廊ろう下かの死し角かくから、響ひびきが飛とびだした。

「なっ!?」

　響ひびきは男おとこのうしろに立たつと、すばやく手しゅ刀とうを首くび筋すじに打うちこむ。

　男おとこからガクッと力ちからがぬけて、床ゆかに倒たおれこむ。

「ふぅ……。しばりあげるぞ。レッドも手て伝つだってくれ」

　響ひびきが、すばやく近ちかくの部へ屋やのドアを開あけて、男おとこを引ひきずっていく。

　わたしは、その様よう子すを見みて、表ひょう情じょうに出ださないようにしつつも、驚おどろいていた。

　……あんな大おお男おとこを、一いち撃げきなんて。

　しかも、あのスピード。ちょっと見みない間あいだに、ずいぶん強つよくなってる。

　共きょう同どう戦せん線せん中ちゅうの今いまは心こころ強づよいけど……これからのことを考かんがえると、ちょっと気きが重おもいかも。

「レッド、なにしてる！」

「い、今いま行いく！」

　部へ屋やの中なかから響ひびきの声こえがして、わたしはロープを持もって、あわてて中なかにむかう。

　男おとこをしばりあげて、部へ屋やに転ころがしておいて、廊ろう下かにもどる。

「ここから先さきが、別べっ館かんってわけね」

　わたしと響ひびきは、廊ろう下かの先さきの、ドアの前まえに立たつ。

　ほかのドアとちがって、見みるからに重おもそうなドアだ。

「暗あん証しょう番ばん号ごうと、虹こう彩さい認にん証しょうだ。暗あん証しょう番ばん号ごうは調ちょう査さ済ずみだ。虹こう彩さい認にん証しょうだが……」

　響ひびきがドアを確かく認にんして、わたしを見みる。

『問もん題だいない』

　ケイが答こたえる。

　わたしが響ひびきにうなずいて合あい図ずすると、響ひびきがすばやく暗あん証しょう番ばん号ごうを入にゅう力りょくする。

　次つぎは虹こう彩さい認にん証しょうだけど……。

　ガチャン、とカギが解かい除じょされる音おとがする。

　ケイが、ハッキングで開あけてくれたんだ！

　響ひびきがドアノブをまわし、グッと押おしこむと、少すこしドアが開ひらく。

　すき間まから中なかをのぞく。

「大だい丈じょう夫ぶ。だれもいない」

　わたしの言こと葉ばに、響ひびきはドアを一いっ気きに開あけた。

「ねえ、響ひびき。これからどうする……って、ちょっと！」

　わたしが話はなしている間あいだに、響ひびきが近ちかくの部へ屋やのドアに手てをかける。

「……開あいているな」

　響ひびきは中なかをうかがってから、ドアを開あける。

「ワナだったら、どうするつもり!?」

「別べっ館かんは大だい事じな客きゃくを入いれる場ば所しょだ。外そとからのセキュリティは厚あつくても中なかはそうでもないはずだ」

　そ、そりゃそうかもしれないけど……。

　いきなりドアを開あけるなんて、ちょっと無む警けい戒かいすぎじゃない？

　これが、忍しのびこむことが専せん門もんの怪かい盗とうと、捜そう査さが専せん門もんの探たん偵ていとのちがいなのかなぁ……？

　そんなことを考かんがえつつ、響ひびきにつづいて、わたしも部へ屋やの中なかに入はいる。

「なにこれ……」

　部へ屋やの中なかを見みて、わたしはつぶやく。

　部へ屋やの壁かべには、ずらり大だい小しょうさまざまな、絵かい画ががかざられている。

　それだけじゃなくて、部へ屋やの中ちゅう央おうには、絵かい画がが入はいった箱はこが、ずらりと並ならんでいる。

　部へ屋やにある絵かい画がは、40枚まいぐらいだろうか。

「盗とう品ひんだな……かなりの数かずだ」

　響ひびきは壁かべにかざられた大おおきな絵かい画がを見みて、考かんがえこむ。

　見み覚おぼえがあるらしい。

　ちらりと、響ひびきがわたしの顔かおを見みてから、盗とう品ひんの絵かい画がに視し線せんをもどす。

　なんか、考かんがえを巡めぐらせてるみたい。

　これで、ここが盗とう品ひんをあつかっているって証しょう拠こがつかめたんだもんね……でも！

「響ひびき、今いまの第だい一いちの目もく的てきは、宝ほう条じょう有あり栖すの救きゅう出しゅつでしょ」

　わたしが、念ねんを押おす。

　そのとたん、響ひびきはすぐに頭あたまをきりかえたみたいに顔かおをあげた。

「そのとおりだ。行いこう」

　きりかえが早はやいのも、頭あたまがいい証しょう拠こかな？

　部へ屋やを出でて、２人ふたりで廊ろう下かを進すすむ。

　途と中ちゅうの部へ屋やを、いくつか調しらべてみたものの、有あり栖すちゃんの姿すがたは見み当あたらなかった。

　代かわりに、盗とう品ひんらしい美び術じゅつ品ひんが、山やまのように保ほ管かんされていた。

　ケイのほうは、なにかわかった？

『監かん視しカメラがある部へ屋やでは、宝ほう条じょう有あり栖すの姿すがたは確かく認にんできない』

　そっか。

　これだけ広ひろい屋や敷しきだと、部へ屋や数すうも20や30じゃすまないんだよね。

　それを全ぜん部ぶさがしてまわるのは、さすがに大たい変へんかも。

「そっちでも、手てがかりなしか」

　響ひびきが、わたしがケイと話はなしているのを見みて、言いってくる。

　そっちでも、か。

　響ひびきには、怪かい盗とうレッドが２人ふたり組ぐみってことは、バレてるんだよね。

　前まえから、怪かい盗とうレッドのメンバーが複ふく数すうだってウワサは、テレビとかでも言いわれてたみたいだけど、それは本ほん当とうにただのウワサ話ばなし。

　響ひびきみたいに、知しられたわけじゃない。

「そうね。こっちでも、手てがかりなしよ」

　わたしは、響ひびきに答こたえる。

　知しられてることを、隠かくしたってしょうがないもんね。

「だとすると、探たん索さく方ほう法ほうを変かえる必ひつ要ようが……」

　響ひびきが思し案あん顔がおでつぶやいている。

　たしかに、このまましらみつぶしに捜さがしつづけるのは、さすがに無む茶ちゃかも。

　そろそろ、だれかに見みつかりそう…………あっ。

　そんなことを考かんがえた直ちょく後ご。

　目めの前まえの廊ろう下かに、角かどから曲まがってきた、黒くろ服ふくの男おとこが姿すがたを見みせる。

「だ、だれだ！　おまえらは！」

　まずいっ！

　眠ねむらせたり、気き絶ぜつさせるには、男おとことの距きょ離りがありすぎる。

　どうする!?

　その間あいだに、状じょう況きょうがさらに動うごく。

「おい、どうした！」

　おくれて、別べつの黒くろ服ふくの男おとこが３人にんほど、廊ろう下かにあらわれる。

　完かん全ぜんに見みつかった！

「ぼーっとするな、レッド。こっちだ」

　響ひびきが冷れい静せいに言いって、男おとこたちに背せをむけて走はしり出だす。

「な、なんでそんなに冷れい静せいなわけ!?」

　わたしも、あとにつづく。

　先さきを行いく響ひびきの足あし取どりに、迷まよいがない。

　もしかして、響ひびきは屋や敷しきの構こう造ぞうがわかってる？

「待まて！」

「どこのどいつだっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこたちが追おってくる。

　屋や敷しきの中なかは、いくつかの長ながい廊ろう下かがのびていて、複ふく雑ざつな形かたちはしてない。

　ここまでは、道みちに迷まよわなくてよかったけど、逃にげるには見みつかりやすくて、やっかいだ。

　まだ、追おっ手てが少すくないうちに、なにか手てを打うたないと……。

　少すこし走はしると、廊ろう下かの10メートルほど先さきが、十じゅう字じ路ろになっている。

「レッド！」

　走はしりながら、響ひびきと目めがあう。

　──考かんがえることは、いっしょみたいね。

　響ひびきにむけて手てのひらをさしだす。

　響ひびきも、苦にがい顔かおをしながらも、手てを伸のばしてくる。


　　　パンッ！



　ハイタッチ！

「ヘマしないでよっ！」

「そっちこそな！」

[image: ]

　響ひびきが、十じゅう字じ路ろを右みぎに曲まがる。

　その背せ中なかをチラリと見み送おくって、わたしは直ちょく進しん！

　走はしりながら、うしろをうかがう。

　……よし！　黒くろ服ふくの男おとこたちも、二ふた手てに分わかれた！

　ここまでは、作さく戦せん通どおり。

　あとは……

　まず、追おってくる男おとこたちをどうにかしなきゃね！







　　　　５　アスカの陽よう動どう作さく戦せん




「はあはあ…………こ、このぉ！　待まてぇ！」

　追おってくる男おとこたちは、息いきを切きらして、だいぶスピードが落おちてる。

　ここまで、追おいつかれず、見み失うしなわれずの距きょ離りを保たもつの、けっこう大たい変へんだったけど。

　そろそろ、いいかな。

　ぐん！　とスピードを上あげて、黒くろ服ふくの男おとこたちをふり切きる。

　わたしが、男おとこたちを引ひきつけてる間あいだに、響ひびきが有あり栖すちゃんを救きゅう出しゅつする。

　さっき、響ひびきと別わかれる前まえにかわした視し線せんの意い味みは、そういうことだったはず。

　とはいっても、無む闇やみにあばれまわって、響ひびきとかちあったら、意い味みがない。

　そのためにも、いったん落おち着つく場ば所しょにいきたいんだよね。

　視し線せんをまわりにむけると、ちょうど、よさそうな部へ屋やがある。

「ここでいっか」

　わたしは、追おってくる男おとこたちがいないのを確かく認にんして、ドアに手てをかける。

『アスカ、その部へ屋やは……！』

　ん？

　ケイがなにか言いった気きがするけど、ドアはすんなりと開あいて、部へ屋やの中なかにすべりこんだ。

「ふぅ……」

　部へ屋やの中なかは、机つくえとイスが１セットおかれているだけで、ずいぶんと殺さっ風ぷう景けい。

　……なんだろ、この部へ屋や？

　今いままで入はいった部へ屋やとは、なんだか雰ふん囲い気きがちがう。

　小ちいさな窓まどがついてるだけで、外そとがあまり見みえないからかな。

　なんだか、圧あっ迫ぱく感かんがあるかも。

『室しつ内ないに異い状じょうはないか？』

　ケイがきいてくる。

「大だい丈じょう夫ぶだと思おもうけど……たしかに、ちょっと変へんな感かんじかも」

　違い和わ感かんはあるけど、見みた目めにおかしなところはないんだよね。

　だから、ちょっと気き味みが悪わるい。

「どうかしたの、ケイ？」

『このあたりで、この部へ屋やだけ、カギが開あいていたんだ。嫌いやな予よ感かんがする。部へ屋やを出でるぞ』

「わかった！」

　ドアを開あけて、廊ろう下かに出でようとする。

　──と、黒くろ服ふくの男おとこたちが５人にんほど、こっちにむかってくるところだった。

　わっ！

「いたぞっ！」

　反はん対たい側がわの廊ろう下かにも、黒くろ服ふくの男おとこたちの姿すがたがあらわれる。

　くっ、はさまれたっ！

　しかたなく、わたしは部へ屋やの中なかに飛とびこむ。

　左さ右ゆうから挟はさみ撃うちにされるよりは、このほうが……！

　すばやくドアから距きょ離りをとると、すぐに勢いきおいよくドアが開ひらいた。

「追おいつめたぞ、侵しん入にゅう者しゃ！　だれだか知しらんが、この屋や敷しきに忍しのびこむとは、バカなやつめ！」

　１、２、３……８人にんか。

　これぐらいなら、問もん題だいない。

　これ以い上じょう集あつまってくる前まえに、男おとこたちをたおして、部へ屋やから出でて逃にげる！

「どうした？　あきらめたか！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、余よ裕ゆうたっぷりに言いってくる。

　こちらの体たい格かくを見みて、自じ分ぶんたちが絶ぜっ対たいに有ゆう利りだと、油ゆ断だんしてるみたい。

　それなら！

　わたしは、体たい勢せいを低ひくくして、一いっ気きに男おとことの間ま合あいを詰つめる。

「なっ!?」

　下したから、打うち上あげるように、右みぎ手てのひらで掌しょう底ていをうつ。

「がはっ！」

　男おとこがあごを打うたれて、そのままうしろにたおれる。

「こいつ！」

　それを見みて、次つぎの男おとこが、飛とびかかってくる。

　武ぶ術じゅつをおさめているらしく、動うごきにムダがない。

　でも……。

　男おとこのパンチをかいくぐり、腰こしを落おとして、相あい手てのお腹なかに手てをあてる。

「はっ！」

「ぐはっ！」

　わたしの発はっ勁けいの気き合あいの声こえといっしょに、男おとこがうしろにふっとぶ。

「なんだこいつは！　強つよいぞ！」

　男おとこたちがとまどって、距きょ離りをとる。

　いいのかな、そんな距きょ離りのとりかたで。

　わたしは、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、指し弾だんではじく。


　　　パン！　パン！　パン！



　つづけて、額ひたいで玉たまがはじけて、男おとこたちが次つぎ々つぎに倒たおれていく。

　残のこるは３人にん！

『ジジジ……侵しん入にゅう者しゃがいる。…………人ひと質じちたちの警けい戒かいを強つよめろ』

　倒たおれた黒くろ服ふくの男おとこが持もっていた通つう信しん機きから、ノイズまじりに声こえがきこえてくる。

　あれ？　今いま、人ひと質じちたちって言いった？

　人ひと質じちは、有あり栖すちゃん１人ひとりじゃないの？

　どうも、嫌いやな予よ感かんがする。

　すぐに、この部へ屋やから出でて、有あり栖すちゃんを助たすけにいかないと！

　だけど、次つぎの瞬しゅん間かん──


　　　ガチャン



　部へ屋やのドアが閉しまって、外そとからカギがかかる音おとがした。

　閉とじこめられた!?

「これでもう、逃にがさない」

　目めの前まえの黒くろ服ふくの男おとこが、笑えみをうかべて言いう。

「ドアが閉しまっただけでしょ。あなたたちを倒たおして、ゆっくりドアを開あければいいだけよ！」

　カギをかけられても、部へ屋やを出でる方ほう法ほうはいくらでも、考かんがえられる。

「それはどうかな？」

『なにかあるぞ、アスカ。油ゆ断だんするな』

　わかってる。やつら、なにか狙ねらってる。

　なに？　やつらの、この余よ裕ゆうたっぷりの態たい度どは。

　頭あたまの中なかで、警けい報ほうが鳴なってる。

　なにか、見み落おとしてる。

　わたしは集しゅう中ちゅうして、あたりを見みまわす。

　五ご感かんをフルに使つかって、違い和わ感かんの正しょう体たいをさがす。

　…………ん？

　かすかに、シューという空くう気きの音おとを、耳みみがとらえる。

　どこかから、空くう気きがもれてる？

　ううん、ちがう。空くう気きが送おくりこまれてる！

『アスカ、ガスだ！　やつらは、部へ屋やにガスを流ながしこんでいる！』

　ガス!?

　わたしは、すぐに口くちと鼻はなをおおう。

「やっと気きづいたか」

　黒くろ服ふくの男おとこは、口くちや鼻はなをおおうことも、マスクをつけたりすることもなかった。

　最さい初しょから、わたしもろとも、ガスを吸すうつもりだったってこと!?

「だが、もう……おそい……」

　黒くろ服ふくの男おとこ３人にんが、バタバタと床ゆかにたおれていく。

　男おとこたちのこの様よう子すは、催さい眠みんガス！

　まずいっ！

　ここで眠ねむらされたら……。

　クラリと、めまいがして、床ゆかにひざをつく。

『アスカ！』

「これは……まずいかも……」

　床ゆかをはいずるように、ドアに近ちかづく。

　ドアに手てをかける。

　ガチャガチャ、とドアノブを動うごかしてみても、開ひらく様よう子すがない。

　やっぱりダメか……。

　ドアは頑がん丈じょうそうだし、動うごくとよけいに、ガスを吸すっちゃうかも。

　まぶたが重おもい。

　世せ界かいがだんだんと暗くらくなって……。

「……意い識しきが……もう……」

　わたしはつぶやくと、バタリと床ゆかにたおれこんだ。







　　　　６　意い外がいな助すけっ人と





　　　ガチャン　ギイイィィィ



　ドアが開ひらく。

　部へ屋やの中なかには、立たっているものはいない。

　すべて、床ゆかにたおれこんでいる。

「──よし、しっかり、ガスがきいたみたいだな。この部へ屋やに誘さそいこまれたとも知しらずに、バカなやつだ。少すこし腕うでがたつようだが、この部へ屋やの仕し掛かけにかかれば、問もん題だいにならん」

　黒くろ服ふくの男おとこが、１人ひとりだけ部へ屋やに入はいってくる。

「手てこずらせやがって。もう１匹ぴき逃にげたやつはどうなった？」

　黒くろ服ふくの男おとこは、部へ屋やの外そとにむけて話はなしかける。

「見み失うしないましたが、文も字じ通どおり袋ふくろのネズミです」

「しかし、こいつらはいったいなんの目もく的てきがあって……まあいい、おまえたちは、もう１匹ぴきを追おえ！　それと、宝ほう条じょう有あり栖すを別べつの場ば所しょに移うつすぞ」

「わかりました！」

　複ふく数すうの足あし音おとが、遠とおのいていく。

　それを見みてから、黒くろ服ふくの男おとこがわたしに近ちかづいてくる。

「どれ。顔かおを見みてやろう。目めを覚さましたらじっくり、忍しのびこんだ目もく的てきを聞きき出だしてやる」

　男おとこがかがんで、わたしに手てをのばす。

　その手てが、わたしの顔かおにかかる、その瞬しゅん間かん──


　　　ガシッ



　その手てを逆ぎゃくに、わたしはつかむ。

「な、なんだと!?」

　男おとこがおどろいて、声こえを上あげる。

「だれの顔かおを見みるって!?」

　わたしは、起おきあがりながら、グイッと男おとこの腕うでを引ひくと、反はん動どうをつけてあごに掌しょう底ていをくらわす。

「ぐはっ！」

　男おとこが、床ゆかにひっくり返かえる。

「きさま！　ガスで眠ねむったはずでは！」

　今いまの一いち撃げきでは弱よわかったらしく、男おとこがあごをおさえて、立たち上あがる。

「残ざん念ねん。わざと眠ねむったふりをしただけよ。わたしの演えん技ぎもなかなかのものだったでしょ？」

　ケイの指し示じで、とっさにガスを吸すわないように呼こ吸きゅうをおさえて、早はやめに倒たおれてみせたんだよね。

　そうすれば、催さい眠みんガスを止とめるはずだからって。

「なるほどな。たいしたものだ」

　黒くろ服ふくの男おとこは、それでも余よ裕ゆうの態たい度どをくずさない。

「だが、さすがにまったく吸すわなかったわけでは、ないようだな。足あしもとがふらついているぞ。だから、さっきの一いち撃げきで、おれをしとめられなかった」

　うっ……ばれたか。

　じつのところ、平へい衡こう感かん覚かくがやられてるみたいで、フラフラしてる。

　気きを抜ぬくと、床ゆかにすわりこんでしまいそう。

　……でも、やるしかないっ！

「どりゃあ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、太ふとい腕うでをふるってくる。

　パンチが、鼻はな先さきをかすめる。

「くっ……」

　さっきまで、なんてことなくよけられたパンチが、ギリギリでしかかわせない。

　バックステップでかわした瞬しゅん間かん、ガクッとひざがおれて、床ゆかに足あしをつく。

「おらっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、体たい重じゅうの乗のったパンチを、ふりおろしてくる。

　わたしは、とっさに腕うでを十じゅう字じにして、衝しょう撃げきを吸きゅう収しゅうする。

「きゃっ！」

　足あしのふんばりがきかなくて、そのまま、うしろにはじきとばされる。

　背せ中なかに壁かべがあたる。これ以い上じょうは、下さがれない。

「そろそろ、終おわりだな」

　黒くろ服ふくの男おとこが、間ま合あいをつめてくる。

　わたしを、しとめるための攻こう撃げきを、しかけてくるつもりだ。

　これじゃあ、とてもじゃないけど、ふせぎきれない。

　……やられるっ！

「あのぉ……？」

　そのとき、廊ろう下かから、男おとこが１人ひとり顔かおを出だした。

　黒くろ服ふく姿すがたで、サングラスをかけてる。

「なんだきさまは！　持もち場ばはどうした！」

「ほ、報ほう告こくしますぅ！　逃にげ出だした人ひと質じちの１人ひとりを、つかまえましたぁ！」

　サングラスの男おとこが言いう。

「人ひと質じちが逃にげ出だしただと!?　そんな報ほう告こくは受うけていないぞ！」

「は、はぁ。廊ろう下かを歩あるいているところを、ぐうぜんつかまえまして。ですが、人ひと質じちをどうしたらいいかと思おもいまして……ここに連つれてきました」

　えっ……？

「はなして！　一いっ体たいわたしを、どうするつもり！」

　そこに立たっているのは、ドレス姿すがたの詩し織おり先せん輩ぱい！

　手て首くびをロープでしばられている。

　ど、どうして!?

　どうして詩し織おり先せん輩ぱいが人ひと質じちになってるの!?

　立たち上あがろうとするけど、力ちからが入はいらない。

　くっ……動うごいてよ、わたしの体からだ！

「バカか、きさまは！　こんなところに連つれてくるな！　空あき部べ屋やに放ほうりこんでおけ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、怒ど鳴なる。

「す、すみません。すぐに連つれて行いきます」

　サングラスの男おとこは、ペコペコと頭あたまを下さげる。

　──と、つづけてサングラスの男おとこがつぶやく。

「…………用よう事じをすませたら、ですけど」

「は？」

　そのとたん、サングラスの男おとこが、すばやく部へ屋やの中なかに円えん筒とう状じょうの缶かんを投なげこんできた。

　なに!?


　　　シュ──



　缶かんから煙けむりがふきだす。

　煙えん幕まく!?

　あっという間まに、部へ屋やの中なかが煙けむりでみたされる。

「なんだ、これは！　おい！　どうにかしろ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、混こん乱らんしてる。

　なんで、あのサングラスの男おとこが裏うら切ぎったのか知しらないけど、今いまがチャンス！

　詩し織おり先せん輩ぱいのことも、助たすけなきゃ！

「こっちです、レッド！」

　この煙けむりの中なか、声こえをかけられる。さっきのサングラスの男おとこ！

　あれ？　でも、さっきと声こえがちがう。

　それに、この声こえはきき覚おぼえが……。

　サングラスの男おとこの誘ゆう導どうにしたがおう。

　敵てきか味み方かたかわからないけど、とにかく今いまは、この状じょう況きょうを抜ぬけ出だすのが先さきだよね。

　サングラスの男おとこといっしょに部へ屋やの外そとに出でると、外そとには詩し織おり先せん輩ぱいが立たっていた。

　その手ては、さっきとちがい、しばられていない。

「うまくいったわね」

　ど、どういうこと!?

「まだだ。レッド、走はしれますか？　逃にげますよ！」

　サングラスの男おとこが言いって、廊ろう下かを走はしりだす。

　詩し織おり先せん輩ぱいにつづいて、わたしも後あとを追おう。少すこしずつ、体からだのしびれが薄うすれてきたみたい。

「待まて！」

　ようやく、部へ屋やの外そとに出でてきた、黒くろ服ふくの男おとこが追おいかけてくる。

　さっきの声こえ。それに詩し織おり先せん輩ぱいの態たい度ど……まさか！

「あなた、もしかして……」

　わたしは、走はしりながら声こわ色いろを変かえて、サングラスの男おとこに声こえをかける。

「あ、気きづきました？」

　サングラスの男おとこが、カツラとサングラスをとる。

　やっぱり！

　変へん装そうの下したから姿すがたを見みせたのは……幸ゆき村むら先せん輩ぱい!!
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「演えん劇げきで鍛きたえた男だん性せいの声こわ色いろが、こんなところで役やくにたつとは、思おもわなかったですけど」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、走はしりながら苦にが笑わらいする。

　そっか！

　どこかで聞きいた気きがしたのは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの演えん劇げきの舞ぶ台たいでだったんだ。

「でも、どうしてあなたたちが、ここにいるの？」

　しかも、わたしを助たすけになんて。

「その説せつ明めいを、したいところですけど……」

「涼すず香か！　うしろからきてるわ！」

　詩し織おり先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしがうしろを確かく認にんする。

　合ごう流りゅうした黒くろ服ふくの男おとこたちが、猛もう烈れつな勢いきおいで、距きょ離りをつめてきてる。

　まずいっ！

「このままじゃ、追おいつかれるわ。わたしがおとりになるから、２人ふたりは逃にげて！」

　催さい眠みんガスの効こう果かも、だいぶ抜ぬけてきた。

　２人ふたりを逃にがす時じ間かんぐらいは、かせげるはず！

　でも、幸ゆき村むら先せん輩ぱいも詩し織おり先せん輩ぱいも、首くびを横よこにふる。

「それじゃあ、助たすけにきた意い味みがないですよ」

「それに……大だい丈じょう夫ぶです」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、自じ信しんたっぷりにつげる。

「えっ？」

「スピードをゆるめないで、走はしりぬけますよ！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの指し示じに、わたしも走はしり続つづける。

　今いまは、２人ふたりを信しんじてみよう！

　曲まがり角かどのある廊ろう下かを、走はしりぬける。

　少すこしおくれて、黒くろ服ふくの男おとこたちも、走はしってくる。

　かなり距きょ離りをつめられてる。

　だめだ、やっぱり、どこかで足あし止どめを……。

　そう思おもったときだった。

「ぎゃああ！」

「ぐおおおっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、悲ひ鳴めいを上あげて、廊ろう下かを盛せい大だいにころぶ。

　な、なにごと!?

　目めの前まえの出で来き事ごとに、わたしは目めをうたがう。

　急きゅうに男おとこたちが、たおれこんだようにしか見みえなかった。

　……ん？　いや、ちがう！

　床ゆか近ちかくに目めをこらすと、細ほそいテグスのようなものが、足あしもとにピンとはられている。

　いったいだれが、こんな仕し掛かけを!?

「うまくいきましたね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、笑え顔がおで顔かおを見み合あわせる。

「白しら里さと探たん偵ていですよ、この作さく戦せんを考かんがえたのは」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが言いうのと同どう時じに、廊ろう下かに白しろいジャケットがあらわれる。

「──間かん一いっ髪ぱつだったな、レッド」

　立たっていたのは、自じ信しんたっぷりな表ひょう情じょうをたたえた、白しら里さと響ひびきだった。







　　　　７　探たん偵ていの心こころ意い気き




「上じょう出で来きです、２人ふたりとも」

　響ひびきは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいたちにむかって言いう。

　それじゃあ、幸ゆき村むら先せん輩ぱいや詩し織おり先せん輩ぱいが助たすけにきたのも、響ひびきの作さく戦せんってわけ!?

「そうだ。だが、今いまはゆっくり説せつ明めいしてる場ば合あいじゃなさそうだな。……はっ！」

　響ひびきはふりむきざまに、廊ろう下かに立たちはだかる。

　テグスで倒たおれなかった、黒くろ服ふくの男おとこたちを次つぎ々つぎに投なげ飛とばしていく。

　いつのまにか、追おっ手ての人にん数ずうが増ふえてる！

　響ひびきがきれいな、一いっ本ぽん背ぜ負おいを黒くろ服ふくの男おとこに決きめると、すぐさま、うしろから別べつの男おとこが組くみついてくる。

　すかさず、響ひびきは男おとこの腕うでをとり、足あしをはらって床ゆかにたたきつける。

「ぐふっ！」

　背せ中なかから、床ゆかにたたきつけられて、男おとこが気き絶ぜつする。

　つづけて、５人にんがいっせいに、響ひびきにむかってかまえをとる。

　そうはさせないっ！


　　　パンッ



「ぎゃっ！」

　催さい眠みんガス入いりの玉たまが、１人ひとりの額ひたいに当あたり、男おとこがくずれおちる。

「加か勢せいするわ」

「当あたり前まえだ。よけいな手て間まを、かけさせるな」

　うっ……。

　今こん回かいばかりは、響ひびきの言いう通とおりなので、言いい返かえせない。

「行いくぞ」

「わかってるっ」

　響ひびきとわたしは、同どう時じに黒くろ服ふくの男おとこたちとの間ま合あいをつめる。

　２人ふたりがかりで、10人にんほどさらにたおすと、立たっている黒くろ服ふくの男おとこの姿すがたは、もうなかった。

「「ふう……」」

　わたしと響ひびきは、同どう時じに息いきをつく。

「す、すごい……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、目めを丸まるくしている。

　思おもった以い上じょうに、早はやくに相あい手てをたおせた。

　それもこれも……わたしは、ちらりと響ひびきを見みる。

　響ひびきの力ちからが、大おおきいんだけど。

「すぐに敵てきの増ぞう援えんがきます。とにかく、ここから一いち度ど逃にげますよ」

　響ひびきが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいに、指し示じを出だす。

　響ひびきの案あん内ないで、安あん全ぜんを確かく認にん済ずみだという、空あき部べ屋やの１つに入はいりこむ。

　物もの置おきのような部へ屋やらしい。

　高こう級きゅう品ひんとはほど遠とおい、スチール棚だなやバケツといった日にち用よう品ひんが、雑ざつにしまわれている。

「それで、どうして２人ふたりが響ひびきといっしょにいるわけ？」

　きけずにいたことを、質しつ問もんする。

「ぼくから説せつ明めいしよう。ぼくはレッドと別わかれてから、すぐに男おとこたちをまくことができた。そこで、人ひと質じちの捜そう索さくを再さい開かいしたところ、ぐうぜん、この２人ふたりがつかまっている部へ屋やを見みつけたんだよ」

「なんで２人ふたりは、つかまっていたの？」

　わたしは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいにきく。

「なんでと言いわれると……説せつ明めいが難むずかしいというか」

「とある理り由ゆうで、屋や敷しきに迷まよいこんでしまって、見みてはいけないものを見みてしまった、ということのようです」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、それぞれ答こたえる。

　よくはわからないけれど、ぐうぜんってことかな。

　でも、この別べっ館かんは迷まよいこめるようなところじゃ、ないはずなんだけど……？

　疑ぎ問もんがちらりとよぎったけれど、それは後あとまわし。

「でも、どうしてわたしを助たすけにこられたの？」

　わたしがピンチに陥おちいってることなんて、響ひびきにはわからなかったはず。

「２人ふたりを助たすけ出だしたあと、黒くろ服ふくの男おとこたちが、やけにさわがしくなった。見みつかったかと思おもったが、そうではないらしい。聞きき耳みみを立たてていたら、侵しん入にゅう者しゃを誘さそいこんだ、という話はなしが聞きこえてきた」

　なるほど……でも。

「だからって、わたしを助たすけるなんて、探たん偵ていとしていいわけ？」

「今いまは共きょう闘とう中ちゅうだからな。ぼくは、一いち度どかわした約やく束そくは絶ぜっ対たいにやぶらない」

　わたしの意い地じ悪わるな質しつ問もんにも、動どうじた様よう子すもなく、響ひびきは答こたえる。

「……それに、２人ふたりからの希き望ぼうもあったからね」

　２人ふたりの？

　わたしは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいを見みる。

「必ひつ要ようないかもって、思おもったんですけど……」

「ぼくが２人ふたりを守まもりながら助たすけにいくのは無む理りだ、と伝つたえたんだ。そうしたら、２人ふたりが言いったんだ。『それなら、わたしたちも手て伝つだいます。戦せん力りょくになるなら、問もん題だいないでしょう！』ってね」

　響ひびきが説せつ明めいしてから、苦く笑しょうする。

「それで、策さくを考かんがえてみることにしたんだ。２人ふたりに役やくに立たちそうな情じょう報ほうはないかときいてね」

「お屋や敷しきの中なかのロッカーに、黒くろ服ふくの予よ備びがあったことを、思おもい出だしたんです」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、自じ分ぶんが着きている黒くろ服ふくをつまんでみせる。

「それで作さく戦せんはまとまった。彼女かのじょに、黒くろ服ふくを着きて変へん装そうしてもらうことにして、ぼくが用よう意いしていた発はつ煙えん筒とうを持もっていってもらった。その間あいだに、ぼくはワナの準じゅん備びをしておいたというわけだ」

　響ひびきが幸ゆき村むら先せん輩ぱいから、説せつ明めいを引ひきつぐ。

「でもそれは、２人ふたりを危き険けんな目めにあわせることじゃない。響ひびきらしくないように思おもうけど？」

「２人ふたりは一いち度ど、レッドの指し示じで、人ひと質じち解かい放ほうに協きょう力りょくしたことがあっただろう。それに、幸ゆき村むらさんの舞ぶ台たいは見みたことがある。あの演えん技ぎ力りょくなら、変へん装そうは可か能のうだと思おもった。ぼくが１人ひとりで動うごくより、勝しょう算さんがあると考かんがえただけだ」

　レッドの指し示じ……。

　わたしと水み夏なつが、つかまったときだよね。

　あのときはたしか、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、ケイの指し示じで助たすけにきてくれた。

　たしかに、その行こう動どう力りょくを知しっていれば、響ひびきが２人ふたりを戦せん力りょくとして考かんがえても、おかしくないかも。

　危き険けんをかえりみずに助たすけにきてくれた幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいにも、大だい感かん謝しゃだよ。

「ありがとう、２人ふたりとも。……それに響ひびきもね」

　わたしは、言いいそびれていたお礼れいを言いう。

「いいえ。私わたしたちは以い前ぜんの恩おんを返かえしたかっただけですから」

「そうです。それに、人ひとが危き険けんな目めにあっていて、自じ分ぶんにできることがあるなら、動うごくべきだと思おもっているんです」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、それぞれに答こたえる。

　今いまは、アスカじゃないから、素す直なおに表ひょう現げんはできないけど、本ほん当とうなら２人ふたりに飛とびつきたいぐらい、うれしい！

「それよりも、これからのことだ」

　響ひびきが、話はなしをもどす。

「まだ、アリスが見みつかっていないんです……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、暗くらい顔かおをする。

　アリスって、宝ほう条じょう有あり栖すちゃんのことだよね？

　２人ふたりは知しり合あいだったの!?

「このお屋や敷しきで出で会あったばかりです。ちょっと変かわった子こなんですが、いっしょにつかまってしまって……」

「ぼくが見みつけたときには、この２人ふたりしかいなかった。有あり栖すさんは別べつの場ば所しょでつかまっていると考かんがえるべきだろうな」

　響ひびきが、むずかしい顔かおをする。

　重じゅう要ような人ひと質じちだから、別べつにしたってこと？

　納なっ得とくできる気きもするけど、なんだか引ひっかかる。

　でも今いまは……。

「とにかく、宝ほう条じょう有あり栖すを探さがすしかないでしょ。たしか、やつらの１人ひとりが、宝ほう条じょう有あり栖すを移い動どうさせるようなことを言いっていたわ」

「だとすると、場ば所しょがよけいにわからないな。闇やみ雲くもに探さがすのはさけたかったが、しかたがない。この別べっ館かんにいたというだけでも、情じょう報ほうとしては有ゆう益えきだ。この屋や敷しきの地ち図ずは、頭あたまに入はいっている。あやしい部へ屋やを優ゆう先せんして探さがそう」

　響ひびきがうなずき、方ほう針しんが決きまる。

　黒くろ服ふくの男おとこたちも、かなりの数かずをたおしたから、そうそうすぐには回かい復ふくできないはずだしね。

　わたしたちは、部へ屋やを出でることにする。

　ここが安あん全ぜんとはいえ、いつまでもいたら、またワナにかけられないとも、かぎらない。

「うん、廊ろう下かは大だい丈じょう夫ぶ」

　ドアのすき間まから、廊ろう下かをうかがったけど、人ひと気けはない。

　追おっ手てはいないみたい。

　わたしたちは、部へ屋やの外そとに出でる。

「……そういえばケイ。響ひびきたちが助たすけにくるって、前まえもってわかってたんでしょ？」

　わたしは、小こ声ごえで通つう信しん機きに話はなしかける。

　催さい眠みんガスを吸すわされたとき、ケイから指し示じがあったのは２つ。

　１つは、ガスを吸すって眠ねむったふりをすること。

　もう１つが、寝ねたふりをやめたあとも、できるだけねばって、時じ間かんをかせぐこと。

　そんなの、響ひびきたちが動うごいていたことを、知しってたとしか思おもえないもんね。

『ああ。白しら里さと響ひびきにアスカが危き険けんな状じょう態たいだと、知しらせるために、黒くろ服ふくの男おとこたちを、何なん人にんか響ひびきたちがいるほうへ誘ゆう導どうした』

　へ？　どうやって？

『偽にせの命めい令れいで、黒くろ服ふくの男おとこたちに、響ひびきたちがいる近ちかくの廊ろう下かを通とおらせるようにしたんだ』

　そんなことしてたの!?

『黒くろ服ふくの男おとこたちが、廊ろう下かを歩あるきながらアスカの話はなしをするかどうかは、分ぶの悪わるい賭かけだったが』

　でも、それがケイにできる最さい善ぜんだったんだよね。

　それで助たすかったんだし、結けっ果かオーライだよ。

　もとはといえば、わたしがあの部へ屋やに入はいっちゃったのが、いけなかったんだし。

『……そうだ。指し示じもないのに、勝かっ手てに部へ屋やに入はいったことについては、帰かえってからきっちり話はなしをさせてもらう』

　うっ……。

　声こえだけなのに、ケイがジロリとにらんでいるのが、目めにうかぶ。

　はあぁ……。

　きっと、お説せっ教きょうされるんだろうなぁ。

「おい、レッド。なにをぼーっとしている？」

　ため息いきをついていると、響ひびきがふり返かえって、声こえをかけてくる。

「な、なんでもない。ちょっと考かんがえごと」

「敵てきのど真まん中なかにいるんだ。気きをぬくなよ」

「わかってる」

　そうだ。

　今いまは、有あり栖すちゃんを助たすけ出だして、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいを、無ぶ事じに逃にがすことを考かんがえなきゃね。

　そして、有あり栖すちゃんからはネックレスも、盗ぬすまないと。

　やることは、まだまだ山やま積づみだ。

　わたしたちは、しばらく捜そう索さくをしながら、廊ろう下かを歩あるく。

　響ひびきの記き憶おくをたよりに、あやしい部へ屋やのドアを開あけて、廊ろう下かから中なかをのぞき、人ひとがいないのを確かく認にんしていく。

　ケイのほうでも、有あり栖すちゃんの居い場ば所しょは、いまだにつかめないらしい。

　どこに消きえちゃったわけ？

　そう考かんがえていると──


　　　ゾクリ



　背せ中なかに寒さむ気けを感かんじる。

「あぶないっ！」

　とっさに幸ゆき村むら先せん輩ぱいを突つき飛とばし、わたしも廊ろう下かのはしに、とんでよける。

「きゃっ！」

　悲ひ鳴めいを上あげた幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、さっきまでいた床ゆかに、針はりがささっている。

「レッド！」

　響ひびきもすぐに気きづいて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいを、かばうように立たつ。

　あの針はりは……見み覚おぼえがある！

　レッドの仕し事ごとを邪じゃ魔ましてきた、ラドロの一いち員いんとかいう男おとこの、麻ま酔すい針ばり!?

　でも、どこから!?

　あたりに人ひと影かげはないどころか、気け配はいも一いっ瞬しゅんしか感かんじとれなかった。

「──宝ほう条じょう有あり栖すはあずかっている」

　どこかから、声こえがする。

「だれだ！」

　響ひびきが怒ど鳴なる。

　声こえの方ほう向こうは……天てん井じょう!?

　わたしは、天てん井じょうを見み上あげる。

　シュッ、と風かざ切きり音おんとともに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいに、針はりが飛とんでいく。

「ちっ！」

　響ひびきが、とっさに２人ふたりを下さがらせて、針はりをよける。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、狙ねらわれてる!?

　まず、２人ふたりを逃にがさないと！

　わたしは、響ひびきを見みる。

　響ひびきと、一いっ瞬しゅんだけ視し線せんをかわす。

　２人ふたりを逃にがすのは、響ひびきにたのむのがいい。

　増ぞう援えんを呼よべるのは、響ひびきだし。

　その間あいだに、わたしはあのラドロの男おとこの相あい手てをする！

　響ひびきも理り解かいしたのか、２人ふたりに小こ声ごえで話はなしかけ、走はしらせる。

「すぐにもどる……今こん度どはヘマするなよ、次つぎは助たすけないからな」

「わかってる！」

　響ひびきがきびすを返かえして、２人ふたりといっしょにその場ばを走はしりさる。

　３人にんの背せ中なかが、遠とおくなっていく。

　……どうやら、響ひびきたちに追つい撃げきをかけるつもりは、ないみたいね。

「ということは、狙ねらいはわたしってことみたいね。ラドロの手て先さき！」

「──ついてこい」

　声こえがすると同どう時じに、麻ま酔すい針ばりが天てん井じょうのほうからとんでくる。

　わたしは、バックステップで針はりをかわす。

「逃にがさないっ！」

　じっと天てん井じょうのほうをにらみつけ、わたしは気け配はいのあとを追おいかけた。







　　　　８　天てん才さい画が家かの素す顔がお




「くっ！」

　床ゆかに麻ま酔すい針ばりがささる。

　廊ろう下かを走はしるわたしにむけて、何なん度どもくり返かえされる、麻ま酔すい針ばりでの攻こう撃げき。

　少すこしずつ読よめてきたから、いくらか余よ裕ゆうは出でてきたけど、それでも一いち撃げきでも食くらえば、おしまいだから、気きがぬけない。

　どこまで誘ゆう導どうするつもり？

「あやつられてるみたいで、すっきりしないんだよね！」


　　　ヒュン！



　飛とんできた麻ま酔すい針ばりを、サイドステップでかわす。

　さらに廊ろう下かを進すすんでいくと、不ふ意いに天てん井じょうの気け配はいが消きえる。

　立たち止どまると、廊ろう下かの左ひだり側がわに開ひらいているドアがあった。

「この中なかに入はいれってこと？」

　ドアの前まえまで近ちかづいて、中なかをのぞきこむ。

　今いままで見みた部へ屋やの中なかで、一いち番ばん大おおきいかも。

　広ひろ間まのような部へ屋やみたい。

　……あっ！

　部へ屋やの中ちゅう央おうにイスがおかれ、青あおいドレス姿すがたの女おんなの子こがすわっている。

　その手てにあるのは…………クロッキー帳ちょう？

　女おんなの子こは、熱ねっ心しんに鉛えん筆ぴつで絵えを描かいている。

　……な、なんでのんきに絵えなんか描かいているの？

　有あり栖すちゃんは、誘ゆう拐かい犯はんにつかまっているはずじゃ……。

　疑ぎ問もんに思おもいながら、わたしは部へ屋やに足あしをふみいれる。

　まわりを警けい戒かいしつつ、有あり栖すちゃんに近ちかよる。

　しばられてもいないし、ケガもなさそうだ。

「あなたが宝ほう条じょう有あり栖すね。助たすけにきたわ」

　声こえをかけると、有あり栖すちゃんは顔かおを上あげた。

　透すき通とおった目めで、上うえから下したまで、わたしをながめてくる。

　え？　な、なに？

「あなたが怪かい盗とうレッドなの？　なかなか絵え心ごころが刺し激げきされるビジュアルね」

　はあっ!?

　な、なんで、有あり栖すちゃんがレッドの存そん在ざいを知しっているの!?

　それに、わたしがレッドだってこと、なんで……!?


　　　バッ



　本ほん能のう的てきに飛とびすさる。

　どうして……わたし、どうして今いま、有あり栖すちゃんから下さがったんだろう。

　自じ分ぶんでもわからない。

　でも、とっさに体からだが動うごいてしまった。

「あ、有あり栖すちゃん？　わたしといっしょに帰かえりましょう」

　わたしは、有あり栖すちゃんに話はなしかける。

「あら。案あん外がいつまらないことを言いうのね。あなたの目もく的てきは人ひと助だすけなの？　てっきり、このネックレスを奪うばいにきたのかと思おもってたのに」

　そう言いって、有あり栖すちゃんは自じ分ぶんの首くびにかかった、ネックレスを手てにとってみせる。

「……！」

　いったい、この子こは何なにを言いっているの？

　なにものなの？

「ちょっと、まだわからないの？　がっかりさせてくれるわね」

　有あり栖すちゃんが、ため息いきをつく。

『……アスカ、宝ほう条じょう有あり栖すは危き険けんだ』

　えっ？


　　　ヒュン！



　視し界かいのはしで、キラリと光ひかる。

　麻ま酔すい針ばり！

　わたしは、うしろに飛とびすさる。

　一いっ瞬しゅん、目めをはなしたすきに、有あり栖すちゃんのすぐわきに、男おとこが立たっていた。

　黒くろ髪かみは少すこし長ながめで、印いん象しょうに残のこらない、暗くらい顔かおだちをしている。

　なのに、目めだけはやけにするどい。

　背せが高たかく、アスリートのような筋きん肉にく質しつな体からだつき。

　前まえに、ラドロの一いち員いんを名な乗のった男おとこ！

「やっぱり、この前まえの……！」

　わたしは、みがまえる。

「宝ほう条じょう有あり栖すは、解かい放ほうしてもらうわよ！」

　わたしは、男おとこにむけて言いう。

「あら。まだそんなことを言いっているの？」

　有あり栖すちゃんが、あきれた顔かおをする。

　えっ？

「あ～あ。でも、探たん偵ていのほうには逃にげられちゃったのね。あっちとも、話はなしてみたかったのに」

　有あり栖すちゃんが、不ふ満まんげに言いう。

　あまりに場ばちがいな言こと葉ばに、わたしはあっけにとられる。

「な、なにを言いって……」

「ほんと、この人ひと、意い外がいとにぶいのね。サクス、少すこし遊あそんでみてよ」

　有あり栖すちゃんが、となりのラドロの男おとこにむけて言いう。

　サクスと呼よばれた、ラドロの男おとこがため息いきをつく。

「まだ、レッドには、名な乗のってもいなかったんですけどね。……まあいいか」

　ラドロの男おとこ──サクスが、すばやく麻ま酔すい針ばりをはなってくる。

　なんでこいつ、有あり栖すちゃんの言いうことをきいて……!?
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「くっ！」

　わたしは、横よこに転ころがりながら、針はりをかわす。

　いったい、どうなってるの!?

　有あり栖すちゃんと、あのサクスとかいうラドロの男おとこが、知しり合あいみたいに見みえるし！

　しかも、怪かい盗とうレッドや響ひびきと会あいたかったって？

　なにがなんだか、さっぱりわからない。

「考かんがえごとをしながら、僕ぼくの相あい手てができると思おもうか！」

　サクスが、間ま合あいをつめてくる。

　拳こぶしが消きえるかのような速そく度どで、パンチがとんでくる。

　速はやいっ！

　紙かみ一ひと重えで拳こぶしをかわして、バックステップで距きょ離りをとる。

　だけど、さらにサクスは追おってくる。

　下げ段だんのまわしげりから、かわしたところに、上じょう段だんパンチ。

　連れん続ぞく攻こう撃げきに、防ぼう戦せん一いっ方ぽうになる。

「はあっ！」

　サクスの腕うでをとって、思おもいっきり力ちからまかせに、投なげ飛とばす。


　　　タンッ



　空くう中ちゅうで一いっ回かい転てんして、余よ裕ゆうの表ひょう情じょうでサクスは着ちゃく地ちする。

　わたしは、息いきをつく。

「そろそろ、頭あたまの整せい理りはできた？　正せい解かいは──わたくしはラドロの一いち員いんなの」

　有あり栖すちゃんが、ニコニコと笑えみをうかべたまま、つげる。

　う、うそでしょ……。

「だ、だって、ラドロにあなたみたいな子こどもが……」

「あら。そういうの関かん係けいないのよ。ラドロが、どんなものだと思おもっているのか知しらないけど」

　有あり栖すちゃんは、クスクスと笑わらう。

『──アスカ。宝ほう条じょう有あり栖すの話はなしは、おそらく本ほん当とうだ。状じょう況きょうから見みて、そうとしか考かんがえられない』

　ケイの声こえが、冷れい静せいにつげる。

　ギリッと、わたしは歯はをくいしばる。

　どういうことかわからないけど、有あり栖すちゃんがラドロの一いち員いんだっていうのは、みとめるしかないってこと？

「それじゃあ、この誘ゆう拐かいも、ラドロが仕し組くんだ自じ作さく自じ演えんなの？」

　有あり栖すちゃんがラドロの一いち員いんなら、誘ゆう拐かい事じ件けんはそういうことになるはずだ。

「う～ん、それじゃあ１００点てん満まん点てんはあげられないかしら。50点てんってところね」

　50点てん？

　まちがってるってこと？

『──なるほど。そういうことか。大だい体たいの見けん当とうはついた』

　えっ、ケイはわかったの!?

『ああ。今いまから説せつ明めいする。それをアスカの言こと葉ばで、２人ふたりに話はなすんだ』

　うん。わかった！

　通つう信しん機きから、ケイの推すい理りがきこえてくる。

　わたしは、それを自じ分ぶんの言こと葉ばに変かえて、有あり栖すちゃんにむけて話はなし出だした。

「わかったわ。それなら、誘ゆう拐かいは本ほん当とうだったってことね。だけど、あなたが誘ゆう拐かいされたのは、そうしむけたから。黒くろ幕まくはラドロね」

「そうそう！　急きゅうに冴さえてきたじゃない、あなた」

　有あり栖すちゃんが、手てをたたく。

「どうしてそんなこと!?」

「ふふっ。理り由ゆうは簡かん単たんよ。レッドも調しらべはついてるんでしょ。ここの連れん中ちゅうは、少すこし派は手でに動うごきすぎたの。同どう業ぎょう者しゃからも目め障ざわりになってきたの。ラドロとしては、少すこし調しらべる必ひつ要ようがあったわけ」

　調しらべる？　ラドロが？

　そういえば、前まえにお父とうさんが、ラドロは泥どろ棒ぼうが集あつまって情じょう報ほう交こう換かんをするところだったって、言いってたっけ。再さい始し動どうしたラドロは、べつものだって話はなしもしていたし。

「ラドロは、泥どろ棒ぼうに一いっ定ていのルールをつくって、守まもらせてるって……」

　本ほん当とうにそうなの!?

　自じ分ぶんで言いいながら、ケイの話はなしにびっくりする。

「そうよ。ラドロの役やく割わりは、泥どろ棒ぼうたちに一いっ定ていのルールをもたせること。ちょうど、わたくしを誘ゆう拐かいしようという計けい画かくを練ねっているようだったから、内ない部ぶに入はいりこむのに利り用ようさせてもらったの。誘ゆう拐かいされたふりでここにきてから、サクスの協きょう力りょくで抜ぬけ出だして、調ちょう査さをしていたのよ。ぐうぜん会あったあの２人ふたりは、無ぶ事じだったみたいね」

　２人ふたり……幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいのことだよね！

　有あり栖すちゃんのこと、すごく心しん配ぱいしてたのに。

「誘ゆう拐かいされたふりなんて、まわりくどい真似まねをしたのはなぜ!?　どうして、わざとネックレスを持もち出だして誘ゆう拐かいされたの？　忍しのびこむだけなら、そいつにやらせれば十じゅう分ぶんだったはずでしょ！」

「あら、まだ気きがつかないの？」

　有あり栖すちゃんは、楽たのしそうにわたしにきき返かえしてくる。

「もちろん、わたくしがあなたに……怪かい盗とうレッドに会あってみたかったから」

　当あたり前まえのことのように、有あり栖すちゃんが言いう。

「あ、会あってみたいって、それだけで……」

　そんな理り由ゆうで……あんなさわぎを……？

　有あり栖すちゃんのお父とうさんは、すごく心しん配ぱいしていた。

　その気き持もちを、考かんがえないなんて……。

「あなたたちが、わたくしを助たすけたくなる理り由ゆうが必ひつ要ようでしょ。ターゲットは予よ想そうがついていたし」

　有あり栖すちゃんは、「いいアイディアでしょ」と言いいたげな顔かおをしてる。

　……そっか。

　話はなしてみてわかった。

　有あり栖すちゃんには、天てん才さい画が家かというだけじゃない、大人おとな以い上じょうの頭あたまの良よさがある。

　画が廊ろうで見みた、あの絵かい画がにもすごく感かん動どうした。

　ちょっと、会あえるのを楽たのしみにしてた気き持もちもあったぐらい。

　でも、ラドロの一いち員いんってことなんだね……。

「でも、これからどうするつもり？　わたしに正しょう体たいをばらしてしまって、ラドロの一いち員いんであることは、秘ひ密みつなんじゃないの？」

　わたしは、有あり栖すちゃんにきく。

「もちろん、おうちに帰かえるわよ。探たん偵ていさんに連つれて帰かえってもらうつもり」

　あたりまえのように、有あり栖すちゃんは答こたえる。

　え………ええっ!?

「だってわたくしは、誘ゆう拐かいされたか弱よわい女おんなの子こよ。帰かえるのがあたりまえでしょ？」

　そ、それはそうだけど……でも。

「正しょう体たいを知しられた？　だからどうだっていうの。あなたになにができるの？」

　それは……。

　９歳さいの女おんなの子こが、未み知ちの犯はん罪ざい組そ織しきの一いち員いんだなんて話はなし、信しんじる人ひとがいるわけがない。

　そこまで考かんがえて……。

「これは、あなたにわたしておくわ」

　有あり栖すちゃんが、ふわりと、なにかをほうってくる。

　わっとと！

　あわてて、キャッチする。

　これは……ターゲットの有あり馬ま家けのネックレス！

「それを持もって早はやく立たち去さったら？　探たん偵ていさんといっしょに警けい察さつがくるわよ。大だい丈じょう夫ぶ、怪かい盗とうレッドが助たすけてくれたって言いっておいてあげるから。ほかに、なにか伝でん言ごんがある？」

　有あり栖すちゃんは、笑えみをうかべて、わたしを見みる。

　くっ……。

　ここまですべて、計けい算さんずくだったってこと……！

『アスカ、引ひくぞ。ここで争あらそっている時じ間かんはない。白しら里さと響ひびきが、警けい察さつをつれてもどってくる』

　わかったよ……。

　ケイの指し示じに、わたしは有あり栖すちゃんとサクスを残のこしたまま、部へ屋やを出でる。

　有あり栖すちゃん……どうして……。

　廊ろう下かを走はしりながら、ギュッと拳こぶしをにぎる。

　胸むねの奥おくにしこりがあるような、もやもやとしたものを感かんじつつ、わたしは屋や敷しきをあとにした。







　　　　９　いつか、迷まよわないように




「どうしても、わたしの前まえに立たちはだかるなら、この剣けんで言いうことをきかせるしかないな！」

「ふっ。そんなことができるかな？」

　舞ぶ台たい上じょうで、甲かっ冑ちゅう姿すがたの騎き士し２人ふたりが、決けっ闘とうを始はじめた。

　高こう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶの定てい期き公こう演えん。

　わたしは、水み夏なつといっしょに、見みにきていた。

「そんな……わたくしは、ただお伝つたえしなければと……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、貴き族ぞくの令れい嬢じょうとして、舞ぶ台たいに立たっていた。

　少しょう女じょらしいしぐさや演えん技ぎに、わたしも水み夏なつも、おどろいて目めを丸まるくする。

　中ちゅう等とう部ぶのときは男だん性せい役やくがほとんどだったから、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの女じょ性せい役やくを見みるのは、ほぼ初はじめて。

　でも、そんなことを感かんじさせないぐらい、けなげな女おんなの子こ役やくだったんだもん。

　ちょっと世せ間けん知しらずで、わがままで、騎き士しに片かた思おもいをしている。出で番ばんは多おおくないのに、そういうキャラクターがしっかり伝つたわってきた。

「はあぁ……すごかったぁ」

　公こう演えんを見み終おわって、わたしはため息いきをつく。

「ほんとに……幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、あんな少しょう女じょの演えん技ぎができるなんて、知しらなかった……。高こう等とう部ぶの演えん劇げき部ぶのレベルも、すごく高たかいし」

　水み夏なつも、イスにすわったまま、ぼーっと余よ韻いんにひたっている。

「水み夏なつ。幸ゆき村むら先せん輩ぱいのとこ、行いってみよう？」

「でも、邪じゃ魔まにならない？」

「大だい丈じょう夫ぶ。無む理りそうなら、そのときあきらめればいいし、行いくだけ行いってみよ」

　わたしと水み夏なつは、そろって舞ぶ台たい裏うらの、ひかえ室しつにむかう。

　裏うら手てにまわったところで、すぐに「関かん係けい者しゃ以い外がい立たち入いり禁きん止し」の看かん板ばんを見みつけた。

　うっ……さっそくダメかも。

「紅こう月づきさんに瀬せ上がみさん。どうしたの？」

　きき覚おぼえのある声こえに、ふり返かえる。

「あっ、詩し織おり先せん輩ぱい！」

　立たっていたのは、高こう等とう部ぶの制せい服ふく姿すがたの詩し織おり先せん輩ぱい。

　この間あいだ会あったばかりだけど、アスカとしては、ひさしぶりだ。

「あなたたちも、見みにきてたのね」

「「はいっ！」」

　そのとき、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが舞ぶ台たい衣い装しょうのままひかえ室しつから、こっちにやってきた。

「詩し織おり、お待またせ……って、アスカに水み夏なつじゃない。見みにきてたのは気きづいてたけど、会あいにきてくれたの？」

「はい！　すごく、かわいらしかったです！」

「ほんと、幸ゆき村むら先せん輩ぱいじゃないみたいでした！」

「ありがと。……って、アスカのそれは、ほめてるわけ？」

「ほ、ほめてますよ！　すっごく」

「なら、よし」

　そう言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは笑わらう。

「でも、今日きょうの演えん技ぎができたのも、特とっ訓くんのおかげかな」

　わたしと水み夏なつは、首くびをかしげる。

「ちょっと、涼すず香かをパーティーにさそったの。演えん技ぎの参さん考こうにね。……ひどい目めにもあったけど」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、答こたえる。

　そっか。それで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいもパーティーに行いってたんだ。

　……ほんとに、２人ふたりはひどい目めにあったわけだけど、あれが演えん技ぎの参さん考こうになったのかなぁ。

　わけがわからない水み夏なつは、きょとんとした顔かおをしてる。

「いい経けい験けんだったよ。絶ぜっ対たい、これからの演えん技ぎに活いかすから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが言いう。

　それって……あの黒くろ服ふくの男おとこのことだよね。

　あれも経けい験けんって言いっちゃうのが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいらしい。

「わたしは二に度どとごめんよ」

　詩し織おり先せん輩ぱいは、首くびを横よこにふって、うんざりとした顔かおをした。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいたちと話はなしたあと、演えん劇げき部ぶの用よう事じがあるという水み夏なつとも、中ちゅう等とう部ぶの校こう舎しゃ前まえで別わかれた。

　１人ひとりで帰かえろうと、校こう門もんを通とおりかかったところで…………ん？

「ケイ、見みにきてたんだ」

　走はしりよって、声こえをかける。

　そういえば、この前まえもこんなことあったっけ。

　それにしたって、見みにくるんなら、いっしょに見みればよかったのに。

「……演えん劇げきや映えい画がは、１人ひとりで見みたいんだ」

　まあ、好このみは人ひとそれぞれだし、いいんだけど。

　しばらく、だまったまま、ならんで歩あるく。

　ケイの場ば合あい、とくに沈ちん黙もくが重おも苦くるしいってこともない。

　もともと、口くち数かず少すくないしね。

　わたしは、ぼんやりと今こん回かいの事じ件けんについて、思おもい返かえす。

　宝ほう条じょう有あり栖す誘ゆう拐かい事じ件けんは、結けっ局きょく、無ぶ事じ解かい決けつってことになった。

　響ひびきに保ほ護ごされた有あり栖すちゃんは、なにをうたがわれることもなく、自じ宅たくに帰かえったみたい。

　あの屋や敷しきのやつらも、全ぜん員いんつかまったって、テレビのニュースでやっていた。

　有あり馬ま家けのネックレスは、わたしが警けい察さつに届とどけたから、売ばい買ばいされたルートなんかを調しらべてから、奏かなでのところにもどるって、ケイが言いってた。

　……だから、これで一ひと安あん心しんのはずだけど。

　それにしても、有あり栖すちゃんはいったい、なにものなんだろう。

　天てん才さい画が家かであり、大人おとな以い上じょうの頭ず脳のうの明めい晰せきさがあった。

　ラドロの一いち員いんだっていうのは、いまだに信しんじがたいけど……。

　でも、うたがいようのない事じ実じつだってことは、わたしにだってわかってる。

　そして、もっと謎なぞなのが、その有あり栖すちゃんを一いち員いんとする、ラドロという組そ織しき。

　なんの目もく的てきがあるのか、今いまのところわからない。

　昔むかしの話はなしは、前まえにお父とうさんたちにきいてたけど、今いまのラドロは、以い前ぜんとはまったく別べつの組そ織しきと考かんがえたほうがよさそう。

「泥どろ棒ぼうたちにルールを守まもらせる」みたいなことを言いっていたけど……。

「……アスカせんぱ───いっ!!」

　ん？　うわっ！

　考かんがえごとをしてるわたしに、飛とびついてきたのは思おもったとおり、奏かなで。

　少すこしはなれたところに、佐さ緒お里りと志し野のもいる。

「もう！　危あぶないって言いってるでしょう」

「えへへ……ごめんなさい。アスカ先せん輩ぱいたちも、高こう等とう部ぶの演えん劇げきを見みてたんですか？」

「そうだよ。奏かなでたちも見みてたんだ」

「はいっ！　瀬せ上がみ先せん輩ぱいから話はなしをきいたので」

　そういえば、交こう流りゅう会かいのとき、水み夏なつが１年ねん生せい相あい手てに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいについて熱あつく語かたってたっけ。

「そっか。え～と……お兄にいさんは元げん気き？」

　言いってから、しまったと思おもう。

　どうもこの間あいだのことを、考かんがえてたから、つい口くちをついて出でちゃったよ。

「兄あにですか？　元げん気きですけど。どうかしました？」

　奏かなでは、きょとんとした顔かおで、答こたえる。

「そ、そう！　それならいいの」

　わたしは、あわててうなずく。

「かなでー！」

「あ、佐さ緒お里りたちが呼よんでる。そろそろ、行いきますね！　失しつ礼れいします！」

　奏かなではペコリと頭あたまを下さげてから、ツインテールをゆらして走はしっていく。

　いつでも、元げん気きいっぱいで、台たい風ふうみたい。

　そのうしろ姿すがたを見み送おくっていると、

「……アスカは気きづいているか？」

　不ふ意いに、ケイが言いう。

「なんのこと？」

「宝ほう条じょう有あり栖すは、自じ分ぶんを誘ゆう拐かいするようにしむけたと、言いっていた」

　事じ件けんの話はなし？　たしかに、そう言いっていたけど……。

「それは可か能のうだ。自じ分ぶんを狙ねらっている相あい手てを調しらべるぐらい、今いままで見みせたラドロの調ちょう査さ力りょくなら問もん題だいない。だが、レッドがネックレスを狙ねらうことを知しっていたというのは、おかしい」

「どうして？　……あっ、こっちの動うごきが、読よまれてるから？」

「そうだ。アスカにしては、冴さえてるな」

　わたしにしてはって、一ひと言こと多おおいよ！

「ネックレスのときといい、壺つぼのときといい、白しら里さと奏かなでがレッドにターゲットを指し定ていしてくるときは……ラドロに情じょう報ほうがもれている」

　た、たしかに……どっちでもラドロがからんできたっけ。

　──って、ちょっと待まって！

「そ、それって、奏かなでがラドロに情じょう報ほうを、流ながしてるって言いいたいの!?」

「それはわからない。ただ、白しら里さと奏かなでから情じょう報ほうがもれている可か能のう性せいは高たかい。意い図と的てきか、それともラドロにマークされているだけなのかは……不ふ明めいだ」

「た、たしかに奏かなではラドロの存そん在ざいを知しってたけど……でも、ラドロの一いち員いんだとは思おもえないよ！」

　奏かなでは、響ひびきを尊そん敬けいしてる。

　その妹いもうとなのに、ラドロみたいな組そ織しきの一いち員いんになるなんて、思おもえないよ！

「べつに白しら里さと奏かなでを、全ぜん面めん的てきにうたがってるわけじゃない」

「じゃあ、なんでそんな話はなしをするわけ？」

　ケイの意い図とがわからず、わたしはむくれる。

「言いいたいのは１つだけだ。今いま、レッドとラドロの関かん係けいの中ちゅう心しんに白しら里さと奏かなでがいるということ」

　ケイが、きっぱりと言いう。

「奏かなでが……」

「だから、アスカには伝つたえておくべきだと思おもった。白しら里さと奏かなでになにかあったとき、アスカがなにも知しらなかったら、動うごき出だせないかもしれない」

　それって……。

「……つまり、わたしが奏かなでを疑うたがうしかない状じょう況きょうになったときでも信しんじつづけられるように、今いまの話はなしをしてくれたってこと？」

「…………」

　ケイは答こたえない。

「まったく、話はなしがまわりくどいんだから！　……でも、ありがと。ケイ」

　わたしは、ケイにお礼れいを言いって、笑え顔がおになる。

　この先さき、奏かなでになにがあっても信しんじたい。

　そして、ケイはなにかあるかも、って教おしえてくれた。

　なら、心こころがまえだけは、しておかなくちゃ。

　ラドロのこととか、有あり栖すちゃんのこととか、ほかにもいろいろと考かんがえることがあるけど、それはひとまずおいておこう。

　目めの前まえのことを、１つずつ、クリアしていかなくっちゃね！

　とりあえず今いまは……。

「早はやく帰かえろ、ケイ！　お腹なかすいちゃった」

「…………結けつ論ろんがそれか」

　ケイが、あきれた顔かおをする。

「ほら！　行いくよ」

　そんなケイの手てを引ひっぱって、わたしは家いえにむかって、走はしり出だした。
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　　　あとがき







　こんにちは！　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　大たい変へんおまたせしましたが、13巻かんをおとどけします！

　今こん回かいも、学がっ校こうでの交こう流りゅう会かいあり、幸ゆき村むら先せん輩ぱいたちの活かつ躍やくあり、そして高こう校こう生せいになった白しら里さと響ひびきが登とう場じょうしたりと、盛もりだくさんです。

　怪かい盗とうレッドをふくめた、それぞれの活かつ躍やくっぷりは、本ほん編ぺんで確かく認にんしてみてください！

「ひさしぶり！　秋あき木ぎさん」

　おっ、アスカ。きてたんだ。

　ひさしぶりって、そんなに会あってなかったっけ？

「けっこう待まってたよ？」

　うっ……。アスカが、じとーとした目めで見みてる。

　ま、まあ！　いろいろと事じ情じょうがあったんだよ。

　それに、12巻かんから13巻かんは、１か月げつぐらいしかたってないけど？

「えっ!?　いや、それは……読どく者しゃのみんなの気き持もちを言いったんだよ！」

　な、なるほど……。そう言いわれると、言こと葉ばがないです……はい。

「あ、落おちこんじゃった。え～と……それはひとまずおいておくとして、その間あいだも読どく者しゃのみんなから、たくさんお手て紙がみもらったんだよねー！」

　そうだね！　今いまもテーブルに、山やまのようになってるよ。

　もちろん、全ぜん部ぶを読よませてもらってます！　元げん気きづけられてるよ。

「わたし宛あての手て紙がみも、けっこうきてるんだよね！　すごくうれしくて、宝たから物ものにしてるんだっ！」

　ケイ宛あての手て紙がみもあるね。もちろん、ケイにもわたしてあるよ。

「ケイも、ちゃんと手て紙がみを箱はこにしまって、大たい切せつにとってあるんだよ」

　へえ～、ちょっと意い外がいかも。

「そう？　ケイらしいと思おもうけど。ほら、前まえにバレンタインで、ケイがチョコ嫌ぎらいっていうのを忘わすれて、チョコをあげたことが、あったじゃん」

　ああ、バレンタインのときの話はなしだね。（『おもしろい話はなし、集あつめました。②』収しゅう録ろく）

「あのあと、苦にがい顔かおしながらも、ちゃんとチョコをぜんぶ食たべてたし」

　おおっ、意い外がいなケイの一いち面めん。

　というか、おなじくチョコが苦にが手てなぼくとしては、ケイのすごさがよくわかるよ。

「そうなの？　……あ、そうだ。秋あき木ぎさん、響ひびきの話はなしを書かいてるでしょ」

　えっ！　な、なんでそれを……（だまってようと思おもったのに）。

「そりゃあ、本ほん屋やさんで普ふ通つうに売うってるし。ケイが買かってきたんだよね。『今こん後ご、白しら里さと響ひびきと敵てき対たいしたときの参さん考こうになる』とか言いって」

　どこまでも研けん究きゅう熱ねっ心しんだね、ケイは……。

　この機き会かいだから宣せん伝でんしてしまおう。

『少しょう年ねん探たん偵てい 響ひびき』シリーズ１～２巻かんが発はつ売ばい中ちゅうです！　白しら里さと響ひびきの小しょう学がく生せい時じ代だいの活かつ躍やくが描えがかれている、ハラハラドキドキの探たん偵てい物もの語がたりです。レッドのキャラが、登とう場じょうしたりしてるかも？

「響ひびきっていうのが引ひっかかるけど、読よんだらおもしろかったんだよね。……３巻かんも出でるの？」

　３巻かんは、響ひびきたちの小しょう学がっ校こうが舞ぶ台たいの話はなしになる予よ定ていだね。

　学がっ校こうの七なな不ふ思し議ぎの謎なぞにいどむみたいだよ。

「響ひびきもいいけど、わたしたちレッドのことも……」

　もちろん、ちゃんと書かいていくよ。

　だから、これからも怪かい盗とうレッドをよろしくお願ねがいします！

　よかったら、『少しょう年ねん探たん偵てい 響ひびき』も読よんでみてね。

　アスカから、最さい後ごに一ひと言こと。

「奏かなでのこととか、いろんなことがあるけど、これからもがんばるから、応おう援えんよろしくね！」

　それでは、また２人ふたりの次つぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！





秋あき木ぎ　真しん　　










☆秋あき木ぎ真しん先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶへどうぞ！

〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　秋あき木ぎ真しん先せん生せい


















秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。主な作品に「少年探偵 響」シリーズ、「黒猫さんとメガネくん」シリーズ（共に角川つばさ文庫）、「リオとユウの霊探事件ファイル」シリーズ（集英社みらい文庫）。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。






しゅー／絵


神奈川県下在住のマンガ家・イラストレーター。イラストを担当した作品に「少年探偵 響」シリーズ（角川つばさ文庫）、「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）などがある。すごく辛いカレーが好き。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










怪かい盗とうレッド⑬




少しょう年ねん探たん偵ていとの共きょう同どう作さく戦せん☆の巻まき








作さく　秋あき木ぎ 真しん

絵え　しゅー
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